


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







目次




１　殺人許可証を与えられしニート

２　後輩を叩きのめすニート

３　ダンジョンで大暴れするニート

４　不良たちに絡まれるニートとその恋人

５　不死身にして最強のニート

６　全てを与えられしニート







１　殺人許可証を与えられしニート







　鳴なる海み慧けいはニートだ。

　学校へ行っているわけでもなければ定職に就ついているわけでもない。

　けれども。

　彼かれはきっと、この世界にいる魔ま法ほう使つかいの中で最も強い、無敵の存在になれる可能性を秘ひめている。

　なぜならば……。







＊







　煌こう々こうと光を放つ部屋を背にして、慧は最低最悪な表情を浮うかべていた。

「死にてえ……」

　物ぶつ騒そうな発言が朝あさ露つゆに溶とけて消える、午前五時過ぎ。

　豊とよ洲す。東京都内有数の最高級タワーマンションの最上階にある一室。

　ベランダの手すりに腰こし掛かけた慧は、一〇〇メートル以上にも及およぶ高所で呑のん気きに足をブラブラとさせながら、大きなため息を溢こぼす。

「あー、今すぐこの世界を滅ほろぼしてえ……」

　ベランダからは海、橋、埠ふ頭とうからなる東とう京きよう湾わんの眺ちよう望ぼうが広がっている。ふだんは灰色の街並みが、今だけは煌きらびやかなステージライトを差し向けられたみたいに朝焼けに染まっている。

　その慧の背にある部屋は３ＬＤＫのうちの一つ。フローリングの六畳じよう間まだ。

　異様な部屋だった。一見して、整然と壁かべ一面に並べられたディスプレイや、棚たなに整理された小物の数々、そして積み上げられた水すい槽そうと、しっかりと片付けられた部屋に見える。しかし、よく見るとそれらはただの調度品ではないことが分かる。

　ディスプレイに映し出されているのは、世界中のニュース番組、ドラマ、ドキュメンタリー、為替かわせ市場、株式市場、仮想通貨、ＳＮＳや掲けい示じ板ばん、その他ウェブページの更こう新しん情報だった。

　二十一世紀が半世紀以上過ぎた二〇六〇年の現代においても、あまり代かわり映ばえのしない報道や娯ご楽らくの映像。それらがジャンルを問わず、次から次へと映し出されては消えていく。

　そして棚に飾かざられているのは、地球上の生態系ではおよそ生み出されるはずもないほど巨きよ大だいな、ドラゴンのものとしか思えない爬は虫ちゆう類るいの爪つめや牙きば、ガラスのように透すき通とおった鳥の尾お羽ばねに、きらきらと独りでに発光をし始める宝石など。

　積み上げられた水槽の中でがさりと音を立てて動いたのは、毛皮を持つ六本脚あしのトカゲや、三本の尾を持つサソリに、虹にじ色いろの鱗うろこを持つヘビなど。

　その部屋は、さながら現代に甦よみがえった魔法使いの宝物庫の有様だった。

　ディスプレイで流れるニュースに合わせて流れてくる音声は、例えば異国の研究所から魔法生物が脱だつ走そうした話や、空中に新たな都市を建設する国家プロジェクトが取とり沙ざ汰たされている。

　表示されている証券口座の預金残高は、冗じよう談だんみたいな桁けた数すうだ。万まん年ねん床どこと化しているベッドには最高級のマットレスと羽う毛もう布団ぶとんが敷しかれているし、ソファも、絨じゆう毯たんも、観葉植物も、部屋の調度は何一つとっても庶しよ民みんの暮らしとは思えない。




　その部屋に、扉とびらを開けて入ってくる少女がいた。眠ねむそうな表情。欠伸あくび混じり。

　けれどベランダにいる慧を見て眠ねむ気けが吹ふき飛とばされたのか、勢いよくにこりと笑った。

「おはよう、慧くん！　……って、どうしたの？　浮かない顔して」

　少女がベランダに出ると、風が吹いて長い黒くろ髪かみが揺ゆれた。無防備なパジャマ姿で化け粧しようも特にしておらず、シンプルなネイルが朝焼けを反射してキラリと光った。

　慧が黙だまったままでいると、メランコリックな雰ふん囲い気きを感じ取ったのか、少女はベランダの手すりに組んだ腕うでを預けて慧の顔を覗のぞき込んだ。

「葵あおい先せん輩ぱい……」

「うん」

　心配そうに覗き込んでくる葵の顔を見ていると、ますます気がふさぎ込んでくる。

「どうしたの。お姉さんに話してごらん」

「それがですね……、いや、でも」

「言いにくいことなの？」

「ええ、まあ、はい」

「私はどんな話でも大だい丈じよう夫ぶだよ？」

　それでも話す決心はつかない。

「もしかして……私にも関係がある話なの？」

　こくりと、頷うなずいた。

　すると、葵はベランダに座すわっている慧に腕を回して抱だき締しめ、寄より添そってくれた。

「大丈夫だよ。恐こわくないから。話してごらん」

　それは、怯おびえる子こ猫ねこにゆっくりと手を伸のばすような優やさしさ。冷たい朝の風に負けまいとするかのように、伝わってくる温ぬくもりに溶かされて、慧の口が動いた。

「もしも、いま先せん輩ぱいが想像もしていないような内容を口にしたとしても、俺おれのこと嫌きらいになったりしないですか？」

「しないよ」

「怒おこらないですか？」

「うん、怒らない」

　長い黒髪から、甘あまい香かおりが漂ただよってくる。いつもの、嗅かぎ慣れた香りだった。その香りのお陰かげで大丈夫かもしれないと思えた。何を話してもきっとこの関係が壊こわれることはないと、信じようと思えた。

　それでもなお、おずおずと、ぎゅっと自分を抱き締めてくれている少女に向けて声を放つ。

「まず、俺って金も時間もあるじゃないですか」

「うん」

「それに魔ま法ほうの才能もあるじゃないですか」

「うん」

「それにほら、俺ってイケメンじゃないですか」

「うん」

「なんなら声もイケてるし」

「うん」

　少女の反応は、すべてに対して慈じ愛あいの頷きを返す聖人君子の姿勢だった。

「そんな俺でも、すっげえ失敗をしちゃうことがあるんだなあ、って話なんですけど」

「うん」

　そこまで言って、再び押おし黙る。

「あの……それで、何を失敗したの？」

（早く、結論を言わないと）

　そう思って、とにかく、とりあえず、結論だけを言うことにした。

「十億円がふっ飛ぶかもしれません」
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「………………………………………………え？」

「十億円。ふっ飛びます」

　流石さすがに、葵の表情も固まった。口は微笑ほほえんだままの形だけれど、目に表情がない。

「それは、……えーっと、なんでまた？」

「投資先の事業が、失敗しそうになってて」

「事業？」

「はい」

「慧くんが投資してる会社が潰つぶれちゃうかもってこと？」

「そうなんです」

「そ、そっか…………」

　証しよう拠こを見せるために、慧は魔法を発動した。

　バチリと、慧が捧ささげた指先で火花が散った。物理法則が歪ゆがめられ、室内に置いていたタブレットが独りでに宙を舞まって、慧の手元に滑すべり込んだ。画面に映し出されたのは、ある会社の株価だった。取引は既すでに終わっており、夜間取引ナイトセツシヨンの時間帯に滝たきのような勢いで株価が暴落している。

　それを見た葵が目を丸くする。

　心なしか、葵から伝わってくる温もりが薄うすれたように思えた。

　その分だけ、葵の心が自分から離はなれてしまったかも知れないと思った。

「死にます」

「え？」

「俺、死にます。死んで詫わびます。俺なんて一回死ななきゃ分からない大バカ野や郎ろうなんです」

「そ、そんなことで死んじゃダメだよ！」

「そんなこと、ですかね？」

「そうだよ！」

　葵が、熱を込めて断言した。回していた腕にも、慧のことを離すまいとして力が込められた。ぎゅっと体が寄せられて、柔やわらかくも力強い意志が伝わってくる。

「その……本当に、本気で死にたくてどうしようもないって思ったときは、まあ、その、止めはしないけど、……でも！　今はきっとそのときじゃないよ！」

「そうですかねえ？」

「そうだよ！　だって、別に全財産を失ったわけじゃないでしょう？　慧くんがもっと沢たく山さんお金持ってるって、私、知ってるよ？」

「まあ、そうですけど」

「それに、慧くんだったらすぐにまた十億円くらい稼かせげるよ。会社だってきっと大丈夫」

「そうかもしれませんけど、でも」

「でも？」

「その……」

　思い切って、慧は葵の手を掴つかんだ。葵の目を見て、本心を明かした。

「あとちょっとだったんです。あとちょっとで……。俺、資産が百億円になったら、……先輩にプロポーズしようと思ってたんです」

「えっ」

「百億の男になって、そうしたら世界で一番高い超ちよう豪ごう華かな航空客船の旅に招待して、水すい晶しよう蜂ばちの巣から削けずり出した指輪と、不死鳥の羽で編まれたウェディングドレスを買って、満点の星空の下でワイバーンの空中散歩を楽しみながら、情熱的なプロポーズをしようと思ってたんです……」

「えっ、えええぇえええっと、あの……！」

　美しく白い雪原の様だった葵の頬ほおが、溶け落ちてしまうんじゃないかと思うほど真っ赤になった。

「でもダメでした……。ええ、そうなんです、俺は金も時間も魔法の才能もあって、あらゆる権利と自由を国から許された類たぐい稀まれなるイケメンですが、……投資もまともにできずに十億円ふっ飛ばしてしまうニートのクズ野郎なんです。こんな俺に、エリートの先輩を幸せにする権利なんてないんですっ」

「け、慧くん！　そんなことないよ！　君はクズ野郎なんかじゃないよ！」

「そうでしょうか？」

「そうだよ！　だって、……まず、そもそもクズ野郎だったら投資なんてきっとできないよ！　それに、夢がおっきいのは良いことだと思うよ！　確かに、プロポーズっていう目標にはまだ辿たどり着つけてないかもしれないし、投資には失敗してるかもしれないし、その過程で十億円もの大金を失うっていう大失敗をしちゃったかもしれないけど、それはそもそも君が大きな夢に果か敢かんに挑ちよう戦せんしたからなんだよ。むしろ、この失敗を君は誇ほこるべきだよ」

「なる、ほど……？」

　慧のことをぎゅっと抱き締める葵の体からは、物理的な熱と共に、それ以上の熱い気持ちが伝わってくるようだった。なんとしてでも慧のことを勇気づけたい。落ち込んでいて欲しくない。言葉で心を勇気づけることができるのならば、なんとしてでも守ってあげたい。そういう想おもいが、葵の胸から口を伝い、言葉となって慧に届く。

「それに、結果だけが大事ってわけじゃないと思うよ。君は〝百億の男〟を目指しているんだよね。失敗しながらもそれを乗のり越こえて目標に向かって進み続けるのって、すっごくカッコいいことだと思うよ」

「そ、そうですかね？」

　慧の表情に照れたような笑えみが戻もどる。ひとえにそれは「カッコいい」というたった五文字の言葉が生み出した魔ま力りよくのお陰だった。

「そうだよ、すっごくカッコいいよ！　そもそも百億を目指せるなんて誰だれにもできることじゃないし、それを口だけじゃなくて実現するために、投資とか難しいことを実行に移してるところもカッコいいし、そのゴール地点が、その、ぷ、プロポーズだなんて……、素す敵てきだと、思う」

　言いながら、葵の顔が更さらに真っ赤になってゆく。

「そ、それにね？　これは別の視点からの話なんだけど、十億円も失っちゃうっていう失敗を、君は隠かくさずにちゃんと話してくれたよね。きっとすごく勇気がいることだったと思う。私はその勇気を称たたえたい」

「本当ですか？」

「本当だよ！　やっぱり、失敗って隠したくなっちゃうものだと思うし、ましてや投資先の会社が十億円も損失を出して潰れそうになってるだなんて、それこそ普ふ通つうの人だったら誰にも言えずに首くび吊つりか飛び降り自殺ものだよ。でも君はちゃんと自分の失敗を認めて、私に打ち明けてくれた。その勇気と、一歩踏ふみ出だしたことで成長した君には、きっと十億円以上の価値があるよ！　ここに表ひよう彰しようします！」

「先輩にそう言われたら、なんだかそうなのかもしれないって気がしてきました……！」




　そう。

　慧はニートだった。

　それもただのニートではない。

　豊洲の高級タワーマンションの最上階に暮らす大金持ちのニートだ。

　そして、葵は慧と同居している一つ年上の少女だ。

　それも、ただの年上の少女ではない。

　慧を甘やかすことにかけては超ちよう一いち流りゆうの甘やかし気き質しつのお姉さんだ。

　そして、その葵の気質がかけ合わさった結果、次の台詞せりふのような結果が導き出される。

「確かに、先輩の言う通りかもしれませんっ。たかが十億円の失敗をしたくらいで死にたいなんて、俺が間ま違ちがっていました！」

　すなわち、落ち込むときはとことん落ち込むけれども、時々超のつくポジティブになり、それでいてとことんクズなニート。

　それが慧だった。

　慧の土気色だった表情には血の色が戻り、タブレットを持っている手には力が宿っていた。ゆるりと緩ゆるんだ葵の両りよう腕うでからすり抜ぬけるように自分の力で立ち上がり、ベランダの手すりの上で、朝あさ陽ひに向かって顔を上げた。

「先輩っ。俺はもう一度百億の男を目指します。そして今度こそ、必ずや先輩を幸せに、」

　そこまで喋しやべったときだった。

　ずるり、と。足を手すりから滑らせて、言葉は途と中ちゆうでかき消えた。

「あっ」

「えっ」

　葵と目が合う。

「け、慧くんっ!?」

　葵が急いで手を伸ばすが、届かない。慧の体は頭から真っ逆さまに落ちてゆく。

　地上五〇階建ての最上階のベランダから、朝の冷たく固いアスファルト目がけて落ちてゆく。

「やべ」

　口から漏もれたその言葉は、マンションの最上階のベランダから滑り落ちてしまった人間が漏らす言葉としては、あまりにも軽い。

　ちょっと失敗してしまった。

　あくまでもその程度。これから落下の衝しよう撃げきでめちゃくちゃになってしまうであろう自分の体のことを、さして気にもしていない様子だった。少なくとも慧にとっては、自分の体が壊れてしまうということよりも、十億円を失ってしまったということのほうが、よほど重大な事件だった。

　そして、もう一つ。

　それにも増して重要なメッセージが、慧の手元のタブレットに表示されて慧の視界に飛び込んでくる。

　それは、慧が自宅のサーバ上で構築したシステムから自動で送信されてくるメッセージ。

『新着の容疑者がリストアップされました』

　そのメッセージを開こうとした瞬しゆん間かん、ダンッ！　と。

　アスファルトに到とう達たつ。頭ず蓋がい骨こつが粉々に砕くだけ、首から肩かた、背中、腰こしの骨が折れて、内臓が押し潰される。

　掴んでいたタブレットが地面にガチャンと叩たたきつけられ、強化ガラス製の画面が粉々に砕け散ちり、アルミ製のボディがくの字に折れ曲がる。

　そして、通常ならば即そく死しするであろうその衝撃で破は壊かいされたはずの慧の上半身が、即そく座ざにむくりと起き上がる。タブレットを持っていた右手で首の骨を触さわると、ちょうど折れた部分が修復されたところだった。瞬またたく間まに潰れた脳のう漿しようも砕けた頭蓋骨も再生し、一秒も経たたずに慧の体が完全に元通りに再生されていた。

　それはあたかも魔法のように……、という表現には語ご弊へいがある。

　それは魔法そのものだった。

　慧の体が修復されたのは、魔法技術により生み出された現象だった。だから、魔法のよう、というのは不適切だ。なぜならそれは紛まぎれもなく魔法そのものなのだから。

「慧くん！」

　頭上から声。慧が落ちたのと同じ高層階から飛び降りた葵が、たっ、たっ、と宙を蹴けって降りてくる。

　それもまた魔法によるものだった。複数の魔法を操あやつって空中に足場を生み出す。更に、それだけの高所から一気に駆かけ下おりることができるだけの身体強化も施ほどこすことで、マンションの高層階から無傷で降りるという行動を可能とする。

　すたっと着地した葵が心配そうに駆け寄ってくる。

「大丈夫だった？」

「ええ」

　答えた慧は、しかし葵の方を見ずに壊れたタブレットへと歩み寄る。葵への返事も気のないものだった。

　自分自身の体の心配をする必要はない、とでも言いたげな雰囲気。

　しかしながら、心配していた葵も、慧のその態度に気分を害することはない。しかも慧の体よりも、道路や、誰かにぶつかってはいないかを心配し始める素そ振ぶりさえあった。

　なぜなら二人にとっては、マンションの高層階から落ちたくらいで死ぬことはないというのは至し極ごく当然のことだからだ。

　葵の質問も、ある意味では定型的なもので、本気で慧の体がどうにかなってしまったと思っているわけではないし、慧が自分の体をぞんざいに扱あつかっていることも知っている。どちらかと言うと、慧の魔法のスキルがあれば、高層階から落ちたところで怪け我がをしないで済む方法などいくらでもあるにもかかわらず、そうせずに怪我を受け入れた精神状態のほうを心配していた。

「慧くん。いくら君にかかってる魔法生命保険が国内でも最高級に手厚いものだからって、そのサポートも万ばん全ぜんじゃないんだから、あんまり、」

「ええ、分かってます」

　頷く。葵が背後で「まったくもう」と如何いかにも年上のお姉さんらしい溜ため息いきをつくのも構わずに、慧は壊れたタブレットを拾い上げた。

　バチリ、と。火花が散り、慧が発動した魔法によって物理現象がねじ曲げられ、壊れ果てたはずのタブレットが一いつ瞬しゆんで元通りの姿に再生した。

　電源を起動。

　先ほど届いた『新着の容疑者がリストアップされました』というメッセージを開いて、中身を確かく認にんする。

「先輩」

　顔を上げて振ふり返かえる。怪け訝げんな顔をしている葵に向かって告げる。

「久々に、仕事をしようと思います」

　きょとんとした表情が返ってくる。

「それって、」

「はい。トップガンの権利を使って、むかつく奴やつをぶち殺すだけの簡単な仕事です」

　タブレットにリストアップされている名前などの登録情報パーソナルデータを見て、慧の表情に爬虫類じみた鋭するどくも厭いやらしい笑みが浮かぶ。

「それにもしかしたら、十億円を取り戻せるかもしれません」










＊










　二人で暮らしている部屋を出てエレベーターホールへ向かう。

　辿り着いたエレベーターホールは、一面の壁も柱も何もかも金銀財宝で作られているのではないかと思うほど華はなやかで煌びやかな装そう飾しよくが施されていた。

　経済的に都市の上位に君臨する者にしか住めない天上の楽園。

　そこから一階のエントランスへと向かう二人は、とてもじゃないが、そんな超上流階級トツプヒエラルキーの人間には見えない。

　慧の恰かつ好こうは、白シャツ、シングルの黒い革かわジャン、黒いジーンズとブーツにシルバーアクセサリー。前まえ髪がみを留めている赤いヘアピン以外、全すべてモノクロの格好。いかにも繁はん華か街がいの裏路地を陰いん気きな顔をして歩いていそうな安っぽい若者の格好そのもの。

　一方の葵は、全身濃のう紺こんの軍用ジャケットとミリタリーパンツ。

　長い黒髪は結ゆわえて短くまとめており、小型のイヤモニターを耳に装着。顎あご下したまで隠れるネックカバー。葵が所属している軍隊の標準的な装備だった。

　そして、その胸むな元もとにあるのは輝かがやく星を抱く女め神がみの徽き章しよう。

　そんな異色の格好の二人が向かった地下には無数の車が鎮ちん座ざしている。

　きらびやかなショウルームそのものだった。国内外問わず、魔法技術が詰つめ込まれた最新車種から、数十年以上も前に発売され、いまや博物館にしか存在しないような電気自動車や石油燃料ガソリン車に至るまで。更にはその型タイプも、スポーツもあれば、オフロードもあり、その奥おくには豪ごう奢しやなラグジュアリーもありという具合だ。マニアが見れば、遺い跡せきの地下に眠る黄金郷かと見み紛まがう景色だった。そしていずれも、今すぐ走り出せるよう整備されていた。

「あれにしましょう」慧が指さすと同時に、バチリという火花の散る音が鳴なり響ひびき、細い閃せん光こうが奔はしった。

　魔法が発動。

　無数にある車のうちの一台のロックが自動的に解除され、ひとりでにエンジンがかかった。

　五〇年以上前に発表されたとある欧おう州しゆうメーカーの最高級車種。セダンタイプで、耐たい衝しよう撃げき性せいをはじめとした耐たい久きゆう力りよくに優すぐれながら、昔から富と地位を持つ権力者に好まれていたが故ゆえに、スポーツでもオフロードでもなく、ラグジュアリーさを併あわせ持もつに至った一台。まだ自動操縦技術が発達していなかった頃ころのビンテージ車であるために、運転席のハンドルもアクセルもそのまま。しかしながら、慧がセッティングした魔法のお陰で、二人が乗り込むと何も操作せずともひとりでに動き出し、外へ飛び出した。

「ところで、一つ、教えてもらってもいい？」

　助手席の葵が、運転席に座っているにもかかわらず、ハンドルも握にぎらず前すら見ず、黙もく々もくと携帯ゲームをやっている慧に尋たずねてきた。

「はい、なんすか？」

「なんの会社だったの？」

「なんの、と言うと、」

「君が投資している会社は、一体なんの会社だったの？」

「ああ。トイレです」

「…………トイレ？」

　葵の顔がぽかんと呆あきれたような表情になる。

「はい、トイレです。トイレと、そのソリューションを提供する企き業ぎようです」

「トイレのソリューション……？」

　ますます分からない、という顔になる葵に、慧は説明する。

「全自動移動式のレストルームサービス。つまるところ、街の中を自動で移動するトイレを提供する会社です。朝とか、昼とか、夕方の通勤ラッシュとか、時間帯によって混雑する場所って都市の中でも偏かたよりが生じるでしょう？」

　葵が、ようやく得心した顔で頷いた。

「運行データと都市内の人の流動データを基もとにして、最も人口が集中している地域に自動でトイレが増設される、ってことだね」

「その通り」

「それって、」

　葵が慧に追加の質問を投げかけようとした、そのときだった。

　ぎゅんっ、と。

　凄すさまじいエンジン音を響かせて、一台のスポーツカーが慧たちを抜き去った。

　そのスポーツカーは、目の前でドリフトしたかと思うと、アスファルトに黒いタイヤ痕こんを残して、目的地であったヘリの駐ちゆう機き場じようへと凄まじい速度で突っ込んでいった。

　慧が助手席を見ると、葵もこちらを見ていた。

「今の、なんだったんでしょうね」

「さあ……？」

　自動運転ならではの至って普通の速度で駐機場の駐ちゆう車しやスペースに車を停めて降りる。

　そこは、マンションから五分の距きよ離りにある、とある施し設せつ。

　すぐ近くに先ほどのスポーツカーも駐とまっていて、ちょうど、今まさに降りたばかりであろう若い男がこちらを見ていた。

　男と目が合って、慧の顔を見てにやりと笑った。男はこちらへ近づいてくる。

　目を引くのは、その体型だ。細身の慧の三倍以上横に広く、上背も頭一つ分は大きい。お腹なかの膨ふくらみは丸く、シャツがはち切れそうになっている。筋肉質というのではなくむしろその逆で、脂し肪ぼうの塊かたまりそのもの。乗っているスポーツカーももちろんのことだが、最新型のグラス型ウェアラブルデバイスを装着しており、羽織っているジャケットも履はいているボトムも、魔法技術による加工を得意とする、最近流行のブランドのものだ。

　もちろん、いずれも簡単には手に入らない高級品ばかり。

「ボクは裕ゆう福ふくです！」と書いた看板を背負って歩いているような姿だった。

　男は慧の目の前まで歩いてくると、ニヤニヤと小こ馬ば鹿かにしたような目で一通り慧の全身を眺ながめてから、声をかけてきた。

「キミ、何か困ってることはないかい？」

「はい？」

「困ってることだよ。いや、ないはずはない。きっとあるはずだ」

「あの、……話が読めないんですけど」

　すると、男は腕を組んで、ぺろっと分厚い舌で唇くちびるを舐なめる仕草をすると、値ね踏ぶみするように慧を見た。

「んー、分からないかなあ。まあ仕方ないかあ。低級市民の身みの丈たけに合わず、そんなレトロな車を乗り回しちゃうようじゃあ、分からないよねえ、ふっ、くっくっく」

　艶あでやかな前髪を少し撫なでて、肩を揺らして笑い出す。慧が困こん惑わくしていると、慧の背後の車と葵をじろじろと見ながら男は言葉を続ける。

「んっふっふ、ボクはキミと違ちがって頭の出来が違うからね。説明しなくていいよ、状じよう況きようを整理してあげよう。キミはこの駐機場にクラシックカーを売りに来た。そうだろう？　ああ、言わなくていい、言わなくていい。頭の良いボクには全てお見通しだからさ。キミの家は、きっと昔は良い家いえ柄がらだったんだろう？　だけど、残念ながら魔法の才能には恵めぐまれなかった。だから生活費の足しにするために、なけなしの家財の一つである車を売りに来たんだ。違うかな？　その通りだろう？」

　自信満々、という表情だった。

　慧は、あまりの男の妄もう想そうの突とつ拍ぴよう子しのなさに、唖あ然ぜんとすることしかできない。そうしている間にも、男は早口に言葉を続ける。

「そう、そこでさっきのボクの問いかけに戻る。察しのいいボクは、初見でキミの事情をそこまで理解してしまった。で、頭も良くてお金もあって、魔法の才能もあるボクが、……ノブレスオブリージュ！　キミに手を差さし伸べてあげようと思ったってわけ！　んなっはっはっはっは！」

　男は胸を張り、組んでいた腕を広げ、演説家さながらの勢いで高らかに笑う。

　それを見て、慧は、男の唾つばを浴びながら真顔で立たち尽つくす。

「はっは、……はっ、……えーっと、ここまで言ってもまだ分からない？　キミ、ひょっとしてボクが何者かも分かってない？」

「いや、あの、」

「よし、分かった！　さてはキミ、つい最近東京に出てきたばっかりだな？」

「いや、だから違、」

「ようし、教えてあげようっ」

　男は、慧の話を全く聞く気がない。

　そして、どこか異常な程に、男は興奮しているということが慧には分かった。

　慧には、魔法により備わっているある特性がある。鋭えい敏びん過ぎる五感だ。

　その特性によって、慧は男の仕草の全てを目で追い、体たい臭しゆうや体温の変化を敏びん感かんに感じ取り、その呼吸や脈みやく拍はくのリズム、微び細さいな顔色の変化を記き憶おくすることができる。

　なんらかの理由で、男は異常に興奮しており、そしてその興奮を早口で喋ることで隠そうとしていた。恐おそらく言葉に嘘うそはない。すべてが本心だ。だがまだ隠している裏がある。そしてその裏までは、分からない。

「いいかい、キミはこの街では何の価値もないゴミだ。なぜなら、魔法の才能がないんだからね」

　ぴくりと、その言葉に、慧の表情が痙けい攣れんする。

　慧のことを魔法の才能のない人間だと勝手に決めつけているのは、男の愚おろかしさの象しよう徴ちようとも言うべき事態だったけれども、一方で、その言葉は事実でもあった。

　この二〇六〇年の東京では、魔法の才能のない人間に、人権はない。

　そもそも、男が言うように、家財を投げ打ってでも暮らすことさえ難しい。

「田舎いなか者もので世間知らずのキミは知らなかったかもしれないけれど、いま、日本では殆ほとんどの都道府県で、出生時に検査が行われる。すなわち、魔法の才能がある子供なのか、ない子供なのか。

　魔法っていうのは、超ちよう高こう度どに複雑化したプログラムと、特定の遺伝子から生み出される物理法則のねじ曲げによって発現する。だから、出来の良い頭と、優ゆう秀しゆうな遺伝子が必要なのさ。そうした魔法の才能があると分かれば政府の財源が惜おしみなく投入され、手厚くその人生を保証して貰もらえる。だから、キミの家は残念ながらこの時代には相対的に貧びん乏ぼうにならざるを得なかったというわけだ。魔法がなければ日本は第三次世界大戦に勝てなかったし、ここまでの発展を遂とげることはできなかったんだよ」

　頭の良いボクが頭の悪いキミに授業をしてあげよう、という表情。朗々と語る男の言葉に、確かに嘘はない。

「良い機会だから、これを機にボクが仲良くしてあげよう。なにしろ、魔法が使えない人間が東京で生きていくのは難しいからね。でもボクは、魔法の使えない人間にも優しくしてあげることをモットーとしている。キミのことも、後ろにいるキミのお姉さん？　妹さん？　のこともボクがお世話してあげることだってできる。なにせ、ボクには魔法の才能があるからね。で、キミはその車、ボクに幾いくらで売ってくれる？」

　世が世なら、男は札束を燃やして足元を照らすような人間になっていたに違いない、と慧は思う。そして、流石にそろそろ苛いら立だちが限界に達しようとしてきており、一体どうやって男を黙らせてやろうかと考えていた、そのときだった。

「……あれ？　おかしいな……？」

　男が、突とつ如じよ会話を打ち切って自分のウェアラブルデバイスを操作し始めた。

　男の自信満々の表情に困惑が浮うかぶ。デバイスを操作しながら、男はちらりとこちらを見た。慧ではなく、その背後にいる葵を。

　瞬間、あることに気がついた。気がついた瞬間、苛立ちは怒いかりに変わり、沸ふつ騰とうした。

「てめえ、」

　感情が言葉へ変へん換かんされて言い終える前に、体が動いていた。




　バチッ。

　静電気にも似た火花の音が慧の拳こぶしの上で爆はぜる。

　それは、慧が魔法を発動した音だった。

　右拳を振りかぶり、男の顔面に叩き込む。

　ぐしゃり。鼻はなっ面つらに叩き込まれた拳は、男が装着していたウェアラブルデバイスを粉々に砕き、鼻の骨をへし折り、左右の頬ほお骨ぼねを粉ふん砕さいし、眼球を押し潰し、ついでに首の骨さえも衝撃によって打ち砕いた。

　顔面を殴なぐられた勢いで男の体が縦に回転し、糸で無む理り矢や理り操あやつられてバク転させられた人形みたいに回転しながらすっ飛んでいく。そのまま、男のはるか後方にあったスポーツカーの側部に体ごと突っ込むと、どがんっ、と大きな音を上げて巨きよ体たいを車体にめり込ませた。ずるりと滑り落ちて地面に膝ひざをつく。

「ぶはっ……」

　殴られた顔面の、目、鼻、口から、水の入ったコップを倒たおしたみたいにだらしなく真っ赤な血を垂れ流し、ばはっ、ぶはっ、と川で顔を洗っているカバの鼻息そのものの情けない音を吐はき出した。

　慧は、完全にすわった目で男を見下ろして、先ほどの構図とは対照的に憤ふん然ぜんと歩み寄っていく。

　その間にも、見る見るうちに、男の顔面の怪我が治っていくのが分かった。

　それこそが、男が先ほど口にした政府の財源による手厚い保障、だった。

　男に施されたその魔法を見て、慧は溜め息をつきながら言葉を零こぼす。

「魔法による生命保険。大たい抵ていの怪我に対して、保険に加入している限り瞬しゆん時じに再生・治ち癒ゆが適用される、か。……てめえみてえな魔ま法ほう使つかいにも適用されるところを見ると、なんか、虚むなしくなるな。……まあ、俺もそんなに人のこと言えた生活はしてねーけど」

　全ての魔法は、プログラムと回路、そして魔ま法ほう素そ子しと呼ばれる部材から構成されている。

　例えば魔法生命保険を享きよう受じゆする場合には、政府から支給されるカプセルを二、三ヶか月げつおきに摂せつ取しゆする。カプセルの中には、魔法素子が組み込まれた超ちよう微び小しような電子回路が入れられており、予あらかじめ想定されうる怪我や病気など、体の異常が発生したときには、プログラムが起動し、電子回路を通して魔法素子に信号が流れ込む。魔法素子に電気信号が流れ込むと、物理現象を歪める力場が発生し、それが魔法現象となる。

　定期的に摂取が必要となるのは、何度も魔法を発動すると、魔法素子が劣れつ化かするからだ。




　魔法技術の発達。それによって巻き起こった第三次世界大戦。

　魔法の才能は何よりも重要な国家戦略の鍵かぎとなり、日本政府は、魔法の才能を持つ国民を保護し、抱かかえ込むために、全ての魔法の才能を有する国民に、国家主導の魔法生命保険への加入を義務づけた。

　男が、尻しり餅もちをついたまま慧を見上げて睨にらんだ。潰れたはずの両目も、折れたはずの鼻も、首も、つい今朝方マンションから落ちた慧と同じように、全て元通りに治っていた。

「いきなり、何をするんだ……！　ボクは、ボクは魔法使いだぞ!?　お前なんかとは頭の出来が違うんだ！　お前なんかとは違う！　ボクは日本に、世界に必要とされている！　そんなボクに手を出すなんて、お前、お前、」

「バーカ」

「ば、バ!?」

「どっちが世間知らずなんだか……。俺おれが今、魔法を使ったのが分からなかったか？　だからあんたは、所しよ詮せん人が書いた魔法を使うことしかできねえんだよ」

「な、なんでそんな……、って、ちょっと、待て」

　ようやく男は気がつく。

　慧が魔法を使えるということに。

　それも、自分自身よりもよほど高度な魔法使いだということに。

　でなければ、小こ柄がらで細身な慧のパンチ一発で、自分の体が吹ふっ飛とばされることなどないということに。

「図星だろ？　あんたが使おうとした衣服を透とう過かさせる盗とう撮さつ用プログラム、どうせ自分で書いたものじゃねえんだろ？」

「な、なんで……」

　そう、慧が唐とう突とつに怒りを露あらわにした理由は、背後にいた葵が盗撮されようとしていたからだ。だが、実際には盗撮はできなかった。

　慧はしゃがんで目線の高さを合わせ、男の額にデコピンを喰くらわせた。

「いっ！」

「確かに、あんたぐらいの低レベルな魔法使いでさえ、魔法の才能は魔法の才能だ。国にとっちゃあ貴重な存在かもしれねーけどな、次、俺の前でふざけた真似まねしやがったら、マジでぶっ殺すからな？」

　立てた中指で、男の脂あぶらぎった鼻をぐいっと押おした。

「て、低レベルって、じゃあ、じゃあお前は、お前は何ができるって言うんだよ！」

　男が唾を飛ばして激げき昂こうする。

　慧は立ち上がって、大きな溜め息をついて、男を見下ろして告げた。

「なんでも」

「は？」

「今すぐあんたを殺すことだってできる。例えば、俺がいまあんたの頭を叩き潰つぶすとかな。脳の修復は身体修復魔法の中でも特に複雑だから、魔法使いとはいえ誰でも脳の修復までサポートされてる保険に入れるわけじゃない。もしくは、魔法の発動に必要な魔法素子が劣化して、修復魔法が発動しなくなるまであんたを殴り続けるって方法もある。魔法使いは不死身だと言われちゃいるが、実際のところ、別に不死身じゃあない。正しい殺し方をマスターすれば、いつでも殺せる」

「な、何者だ、お前……」

　そのとき、慧と男のやりとりを見つけたのか、事務所にいた職員が走ってこちらへ駆けてきた。職員は事情を察しており、慧と男の間に割って入ると男を宥なだめ始めた。

「そろそろそのくらいに、」

「そのくらいって、まだ話は終わってないぞ……！」

「死にたいんですか？」

「は？」

　職員は慧の方をちらりと見る。よく見ると、顔見知りの職員で、再び男に向き直ると神しん妙みような顔で男に告げる。

「これ以上この方につっかかると、たぶん、死にますよ」

「死、って。……死？　え、は？　何を、」

「トップガンなんですよ」

　職員が、男の肩を掴んで、本気で言い聞かせるように言う。

「この方はトップガンの一人なんです。日本の魔法使いの頂点に君臨する十三人の天才の一人。魔法を使う側ではなく、魔法を生み出す側の存在。あなたが普ふ段だん使っている魔法のプログラムがありますよね？　そのプログラムのコードを書いている方々の更に上流。魔法の大元を生み出している方です」

「は？　え？」

　男が、目を丸くして、職員と慧とを見比べる。わなわなと口を震わせながら、言う。

「え？　あの…………………………あのトップガン？」

　慧は、懐ふところから細いチェーンを掴んで取り出して見せた。

　チェーンの先せん端たんにぶら下がっているのは、徽章バツジだった。通常は、ジャケットなどの胸部に付けるもの。それを、まるでシルバーアクセサリーでも扱うかのように細いチェーンで繋つないで懐に仕し舞まい込んでいる。

「それは……？」

　男が、バッジをよく見ようと目を細める。

　十三条の光条が中心へと向かう様を模したデザインだった。それこそは、日本国内においてたった十三人しか選ばれないトップガンの一員であること、魔法使いのトップ・オブ・トップであることを示す証だった。

　それを見て、男の顔が引ひき攣つった。

「トップガンって、国から全ての権利が与あたえられているっていう、あの……」

　ぼりぼりと後頭部をかきながらぼやく。

「ああ。そのトップガンだ」

　職員も、慧も、その後ろにいる葵も頷うなずくのを見て、男はあまりの恐きよう怖ふに全身の贅ぜい肉にくが全て萎しぼんでしまうのではないかと思うほどの凄せい絶ぜつな表情を浮かべた。

「あ、あの……、世界最高の魔法保険で守られていて、日本政府に守られる次元を超こえて、むしろ政府を守るために治外法権的かつ超ちよう法ほう規き的てきに、ありとあらゆる法律に縛しばられず、全ての権利が……人を殺す権利さえも与えられているっていう、あの、……あのトップガン？」

「だから、そのトップガンで間違いねえって」

「な、なっ」

「ついでに言うと、」慧はちらりと後ろにいる葵を見て、男に追い打ちをかける。「あんたが盗撮しようとした相手だけど、日本で最年少のトップガン選出記録を持ちながら、日本国こく籍せきを捨てて、世界最高・世界最強の魔法戦術特とく殊しゆ部隊を持つ聖都アストレアの軍人になって、そこでも尉い官かん任命の軍内部最年少記録を持ってる人間だからな」

　男が盗撮に失敗したのは、そういう理由からだった。

　常つね日ひ頃ごろより、葵の全身には情報漏ろう洩えいを防ぐ魔法障壁フアイアウオールが張られているため、一いつ般ぱん人じんが手に入れられるような盗撮用の魔法など、効くはずがなかった。場合によっては、男がしでかしたことは国際問題へと発展する重罪だ。

「俺はともかくとして、ある程度実力のある魔法使いが、先せん輩ぱいの顔を知らねえわけがねえんだよ。まして、先輩の恰好見りゃあアストレア軍人だって一いち目もく瞭りよう然ぜんなのに、わざわざ違い法ほうな魔法を走らせて自じ爆ばくしてるもんだから……。だから言ったんだよ、あんたはどうせ世間知らずの低レベルな魔法使いだろ、って」

「あ、あ、は、はははっ、は…………」

　男は、そのまま口から泡あわを吹いて気絶してしまった。

　職員が慌あわてて男の巨体を支えようとしてその重量に断念する。ぴしゃぴしゃと頬ほおを叩いても反応がなく、振り返って慧に困った視線を送ってくるので、肩を竦すくめるほかなかった。







＊







　慧と葵が訪おとずれた駐機場の正体。それは武装ヘリや輸送機、そのほか火器兵器を取り扱う民間の武器レンタルサービス企業だ。

　十億円を取り戻もどすミッションに赴おもむくために、行きの車の中で兵員輸送用のヘリを予約済み。

　コンソールから目的地のＧＰＳ情報を入力すると、フィンが風を切きり裂さくばりばりという音を発しながら、二人を乗せたヘリが飛び立った。




　飛び立ってすぐに、葵がしみじみとした声でぽつりとこぼした。

「なんか、可か哀わい想そうだったねえ、あの人。ヘリの契けい約やくか何かで来たんだろうけど。生まれて初めてギターを買って喜んで自じ慢まんして、勢い余って小馬鹿にした相手が世界的なギタリストだったくらいの衝しよう撃げき的てき事件だったもんね」

　フィンが風を叩く音が機内にやかましく響いているが、互たがいにヘッドセットをしているため、普ふ通つうに会話ができる。

「ああ、うん、そんな感じかもしれないですね。なんか自分でそう思うのは恥はずかしさがありますが」

「でも」葵の声が、心なしか少し弾はずんで聞こえた。実際、これから口にしようとしている言葉によって葵の心音が高鳴っているのが分かる。

「嬉うれしかったよ？」

「へ？　なんでですか？」

「だって、慧くんが怒おこってくれたのって……私が盗撮されそうになってたからでしょ？」

「えーっと、まあ……はい、そうです」

　思わず顔が赤くなる。頬を指でかりかりとかく。







　ヘリが向かっているのは渋しぶ谷や区くだった。

　青山の辺りを過ぎたとき、葵のコンソール操作によって、ヘリの下腹部にセットされていたドローンが、数機解き放たれた。斥せつ候こう部隊として情報を収集させるためだ。

　解き放たれたドローンはコップを逆さまにしたような台形型で、飛行機能は魔法によって与えられているためプロペラなどの部品は存在しない。駆く動どう音おんや風切り音を一いつ切さい出さず、葵の所属しているアストレア軍で標準的に使用されている代しろ物ものだ。

　目的地としているビルまで先行したドローンの群れから、データが送られてくる。地形、ビルの外形、内部からの熱や音といった情報。

　そしてそのデータを分ぶん析せきするのは葵の役目だった。

「ビル全体と周辺に、魔法によるプロテクトがかかってる。ドローンが収集した熱データ・音声データと、周辺の防犯カメラからピックアップした過去ログ情報は全部ダミーだね。言語方式はヤマト式から派生したガラパゴス言語の一つ。解除するからちょっと待っててね」

　葵はそう告げると、あたかもそこにキーボードがあるかのように、膝の上で高速打だ鍵けんを開始する。すると、葵の目前、空中に実体のないディスプレイが浮かび上がり、膨ぼう大だいな文字数・行数の文字列コードが表示される。

　それは魔法を発動するための呪じゆ文もんのようなもの。

　現在ではプログラム、あるいは魔法のソースコードなどと呼ばれる。

「オッケー。解除成功っ」

　葵が嬉しそうに言う。

　魔法による偽ぎ装そうで隠かくされていた情報が、ドローンから追加で送信されてくる。

　それを見た葵が、「あれっ？」と声を上げた。

「慧くん、このビル、魔法でダンジョン化されてるみたいだよ」

「もちろん、役所への申しん請せいは、」

「なし」

　魔法によるダンジョン化。

　魔法技術により発生する物理現象の歪ゆがみを利用して、旧来の物理学・建築理論では形成できない空間を創造すること。

　ダンジョン化そのものは違法ではないが、政府が公表している規格に基づいた形での役所への届け出が必ひつ須すとなる。

　今回の場合、役所への申請は行われておらず、なんらかの魔法犯罪が内部で行われている可能性が非常に高い。

「それだけ分かれば十分です。間ま違ちがいなくクロですね。突とつ入にゆうします。追加の情報があれば都度教えてください」

「えっ？」

　がんっ、と勢いよくヘリの扉とびらを開けた。

　ばっ、と。風が慧の体を叩たたいた。フィンが風を切る音に重なるようにしてシャツがはためく。

　ジャズのようだと思えた。風の音も、街の音も、胸の奥から響く心音も。全てでたらめに鳴らされているくせに、「行け」と自分の背中を押しているようにも聞こえる。

　久々の外出で、気分は特別高こう揚ようしてもいないが、いつだって、世界を見下ろせる場所に立てるのは良いことだと思えた。




　今朝、慧の手元に送信されてきたリストは、あくまでも犯罪に手を染めている可能性のある人間のリストだ。だからこのビルにその人間がいて、このビルで犯罪行こう為いが行われているという証しよう拠こがあるのであれば、あとは突入するだけ。残りはふんじばって吐かせればいい。

「ちょっと君、まだ、」

「じゃ、行ってきます」

　そう言い残して、慧は軽かろやかにヘリから飛び降りた。

　高度にして、上空およそ三〇〇メートル。着地までは時間にして一〇秒とかからない。

　慧の装備は黒の革ジャンに白シャツ、ジーンズとブーツのみ。

　パラシュートもなければ命いのち綱づなもなく、もちろん着地地点に落下防止ネットが張ってあるわけでもない。にもかかわらず、慧の表情は余よ裕ゆうそのものだった。

　その理由は、たった一つ。

　慧が、そうした装備を必要としないほどに、優れた魔法の使い手であるから。




　魔法を発動した。

　慧が纏まとっている衣服の繊せん維いが、全ての現象の起点となる。

　魔法とは、プログラムと魔法素子という二つの要素によって生み出される。

　プログラムによって命じられた電気信号を、魔法素子と呼ばれる媒ばい体たいに流し込むと、魔力が発生して物理現象をねじ曲げる。それによって生み出される数々の結果が、魔法と呼ばれる代物だ。

　慧の場合、導電性繊維に魔法素子を織り込んだ衣服を着用。衣服そのものが魔法を発動するインターフェースとなる。懐に持っている携けい帯たい端たん末まつの中で走らせた魔法言語プログラムが、衣服の導電性繊維からなる擬ぎ似じ回路を通って魔法素子へ信号を送った。

　火花が爆ぜたようなバチリという音が鳴り、生じた魔力が物理法則を歪めた。

　次の瞬しゆん間かん、慧の右手には黒鉄色をした一ひと振ふりの槍やりが現れていた。その槍を抱だきかかえるように持ち、先端を地面に向けて、頭から鉄骨造の廃はいビルの屋上へと突っ込んでいく。

　着地時、再び魔法を発動した。それも一つではなく、同時に複数の魔法が展開される。

　槍の先端が屋上のコンクリートに触ふれた瞬間、衝しよう突とつのエネルギーが魔法によって何倍にも増ぞう幅ふくされて、爆ばく発はつした。同時に、エネルギーの指向性をコントロールし、爆発の衝しよう撃げきが全て下方、ビルの部材に影えい響きようするように制せい御ぎよする。

　ドンッッッ、と地の底にまで伝わる音を響かせながら、屋上表面に施せ工こうされていたコンクリートが砕くだけ、梁はり材ざいが折れ曲がり、天てん井じよう裏うらの電線やパイプを引きちぎりながら、ビルの天てん井じように大穴を開ける。衝撃・落下・爆発のエネルギーはなおも収まらず、最上階の床ゆか材ざいを突つき破やぶり、更さらにその下の階に突入すると、そのフロアの床までをもひしゃげさせた。

　衝撃で砕けた破は片へんが飛び散る。もうもうと塵ちりや埃ほこりが舞まって、パラパラとコンクリート片へんや断熱材などの部材が降ってくる。

　五階建てビルの屋上と天井を突き破った慧が槍を突き刺さして着地したのは、四階部分の廊ろう下かだった。

　二つ分の天井をぶち破った際に、様々な施工部材の破片やねじ折れた梁材や配管が慧の体を傷つけた。上空三〇〇メートルからの落下による衝撃で、骨が折れ、筋肉が断だん裂れつしても全くおかしくはなかった。

　しかし、瞬時にすべての傷が修復されていた。

　魔法による生命保険の恩おん恵けい。それも、慧の体を修復したその魔法は、駐機場で慧が殴った男のものよりも遥はるかに再生速度が速い。

　トップガンの恩恵。世界最高の再生魔法。

「なっ……、な、なにが……」

　槍を携たずさえて立ち上がった無傷の慧を、三人の男が目を丸くして口をあんぐりと開いて見ていた。

　慧は瞬時に廊下を一いち瞥べつ。

　過度に複雑に入り組んでいた。ビルが丸ごと一つのダンジョンに作り変えられていた。

「これは……」

　ダンジョン化の魔法。通常、建築において重要視される部材同士の作用・反作用の法則をねじ曲げることで、魔ま法ほう技術がなかった頃にはあり得なかった建築や装そう飾しよくを可能とする技術。

　そのダンジョンは、上下左右、どこを見ても煌きらびやかなネオンに満ちていた。

　壁かべに映し出されたスロットのリールが高速で回っている。足元でルーレットの数字が回転する。廊下の向こうから飛んできた弾だん丸がんが突っ立っていた男の頭を撃うち抜ぬいた瞬間、男の体表面にダーツボードが映し出され、鮮せん血けつの代わりに数え切れない量のコインがジャラジャラと甲かん高だかい音を撒まき上げながら飛び散った。

　撃たれた男の傷が治らないのは、彼かれが魔法使いではなく、政府の庇ひ護ご下に入れない人間だからに違いなかった。




　カジノの趣おもむきだった。

　それもただのカジノではない。

　命を賭かけて、生存と大金を奪うばい合あうふざけた遊び場。

「一千万円ゲーット！」

　廊下の向こうから、敵を撃ち殺ころした達成感にまみれた嬌きよう声せいが聞こえた。

　その声に釣つられるようにして、ダダダダダダダダダッ！　という銃じゆう声せいと共に、ボーナス中のスロット台に投げ込まれたかのように雨あられと弾丸が飛来する。

　先ほど頭ず蓋がいを撃ち抜かれてコインをばら撒き死体になった一人を置いて、残る二人が逃にげようとする。しかしその二人の頭部が景気良く吹き飛び、背中に穴が開き、脚あしが根元から弾はじけ飛んだ。放り投げられたサイコロダイスロールのように、持ち主を失った脚や腕うでが天井や壁にぶつかって慧の目の前に落ちる。

　そして、その男たちだった死体の傷口から、ジャラジャラと金色のコインが流れ出てくる演出。

　慧は無傷だった。いや正確には、無傷に戻った。

　突入した時と同じ、魔法による超ちよう再さい生せい。一いつ瞬しゆんで殺されて、血液の代わりにコインを吐き出す機械と化した男たちと同じ傷を受けたはずだったが、弾丸によって穿うがたれたその体も衣服も、瞬時に再生していた。

「うん？」

　三人を撃ち殺したのであろう男が、ギラギラと眩まぶしい廊下を歩いてこちらに近づいてくる。やり手のビジネスマンといった風ふう貌ぼう。ジェルで固めた頭とう髪はつと、わざとらしいほどにお堅かたい銀ぎん縁ぶちのメガネが特とく徴ちよう的てきだった。

　弾丸飛び散るダンジョンで、そこまで無防備な恰かつ好こうなのは、どこかに当たればどうせ死ぬからと割り切っているのか、それとも致ち命めい傷しようでさえ魔法保険で復活できるとタカをくくっているのか。

　男は慧を見て首を傾かしげた。

「お前は誰だれだ？」

　廊下いっぱいに撒き散らされた弾丸の中で、どうして無傷で立っているのか。その疑問を口にしようとした男は、天井に開いた大穴に気がついた。

「まさかっ……」

　男は即そく座ざに持っていた自動小しよう銃じゆうを掲かかげ、銃じゆう口こうを慧に向けて引き金を引いた。躊躇ためらいはなかった。慧はあえてそれを避よけようともせずに受け入れた。弾丸が体に当たって吹き飛ばされそうになるが、倒れなかった。ハイレベルなスタントマンのような動きで、慧は倒れず、顔を上げて再度男を見み据すえる。もちろん弾丸で受けた傷は一瞬の後に修復している。

「その恰好……軍の人間、ってわけじゃあなさそうだな。お前、俺と同じ不死身のハイキャリアだな？」

　魔法を使えるものは、魔法生命保険という国の手厚い保護により、傷や怪け我がから解放される。

　それが、現在の日本の特権階級の象徴だ。

　だから、魔法使いは俗ぞくに上級市民ハイキヤリアと呼ばれ、魔法を使えず生命保険の恩恵を受けられないものは、低級市民ローキヤリアと揶や揄ゆされる。




　男が、慧の方に銃口を向け、メガネの位置を直しながら言う。

「たまにいるんだ。お前みたいな偽ぎ善ぜん者しやが。ハイキャリアがローキャリアを虐しいたげるな、という短たん絡らく的てきな理論を振りかざす奴やつらが」

　そう言いながら、男は慧に向けていた銃口を、隣となりにいたローキャリアと思おぼしき少年へ向けた。「ひっ」と少年は悲鳴を口の中で上げたが、それをごくりと飲み込んだ。

「だがな、少し考えてみれば分かることだ。魔法の才能がない人間を生かしておくことに、一体なんのメリットがあるのか、と」

　ドンッ！　インテリ男が引き金を引く。隣にいた少年は、悲鳴を上げることもできずに頭を吹き飛ばされて絶命した。血液の代わりに、目ま映ばゆいばかりの金のコインがじゃらじゃらと噴ふき出す。

「だから、俺はこのゲームを開かい催さいする。生きる価値のない奴らを集めて殺す。だがただ集めて殺すだけじゃない。殺し合いをさせる。豚ぶたども自身の手で、本当に価値のない豚ぶた野や郎ろうはどいつなのか、豚野郎の中でも比ひ較かく的てき価値ある豚は誰なのか。それを自分たち自身の手で決定させる。……そうして生き残った奴には、魔法の才能以外の有能さがあるに違いない。だから、そういう奴にはたっぷりの賞金を用意して、第二の人生を歩む権利をくれてやる。……どうだ？　人権だなんだと叫さけんで結局何もしない奴らと、果たしてどっちがこの国のためになることをしていると思う？」

　男の問いかけ。まるで自分は正しいことをしていると言わんばかりの口上だった。

　それを受けて、慧は我が慢まんできずに欠伸あくびをした。

「……わりい、聞いてなかったわ。えっと、なんだっけ？」

「は？」

「あー、うん。あんたが善人か悪人かとか、ハイキャリアとかローキャリアとか、マジでどうでもよくってさ。だって俺から見たら全員一いつ緒しよだから」

　慧は、ポケットから一枚の紙を取り出した。名めい刺しほどのサイズの白紙のカードだ。バチリ、と魔法を発動。カードに一人の男の顔と名前が浮かび上がった。そのカードを指で弾はじいて投げると、カードは男の足元にぱさりと落下した。

「そいつのこと、知ってる？　本名は分からねえんだが、ウィリアム・キング……もしくはキング・ウィリーって呼ばれてるらしい。そいつが俺の商売邪じや魔ましてるみてえだったから、ぶち殺しに来たんだけど」

　その名前こそが、容疑者リストに載のっていた名前だ。

「ここに居るはずだ」

　インテリ男はちらりと足元のカードを見て、再び慧に視線を戻した。

「ああ、知ってる。ついさっきまでここにいた」

「へえ、……ってことは、もうここにはいないってことか？」

「……そうだな、生きてこのビルを出られたら、教えてやってもいいかもなあッ！」

　男が、再び引き金を引いた。

　ガガガガガガガガガガガガガガガガッ！

　マシンガンから山ほどの弾丸が排はい出しゆつされる。そして、バチバチバチバチ、と火花が散って、空になった弾だん倉そうに次から次へと魔法によって新たな弾丸が装そう填てんされる。熱によって歪みそうになる銃じゆう身しんも、魔法で排はい熱ねつを助けることでそれを避けている。

　すなわちそれは、魔法によって、恐ろしく長時間連続で撃ち続けられる機き関かん銃じゆう。

　その止やまない弾丸の雨を慧に浴びせかけながら、男は、背後にいた手下のローキャリアたちに命じた。

「おい、豚どもッ！　あいつが弾だん幕まくを超えてきたら、突とつ撃げきしろ！」

「え、で、でも……」

　狼狽うろたえるローキャリアたちに問いかける。

「俺とお前らの違ちがいはなんだ？」

「不死身かそうでないかです」

「なぜそんな違いがあるんだ？」

「生まれた時から魔法を使う資質を持てなかったからです」

「そうだ、お前らは俺に使われる豚だ！　わかったらあのいけすかないヒーロー気取りのクソ野や郎ろうに、傷の一つでも負わせてみろッ！」




　そのやりとりは、慧の耳にも届いていた。

　魔法によって高度に発達した慧の五感は、周辺の全すべての音を聞き分ける。

　ビシバシと、無数の銃じゆう弾だんを受けては再生することを繰くり返かえしながらも、慧は両りよう腕うでで頭部をガードしつつ、思考し、決意する。

「よし」

　インテリ男を、倒すべき敵だと決定する。

（確かに、俺はお前らと同じ人殺しかもしれない）

　だけど「俺の方が強いし、賢かしこいし、カッコいいし、偉えらい」

　そしてあのインテリ男がどうしようもないクソ野郎だということは、分かる。

（だから死ね）




　大きく一歩を踏ふみ出した。

　弾丸を受けながら、横へ移動する。

「ふんっ」

　持っていた槍を振り回し、廊下の壁に突き立てた。

　バチリ、と魔法を発動。ドガンッ、と壁を粉砕。

　隣の部屋へと飛び出して、銃弾の雨から逃のがれた。

　そして、その隣の部屋に逃げ延のびた慧は、「なるほど」と得心する。

　幻げん想そう的てきな照明に浮かび上がったのはプールだった。薄うす暗ぐらい部屋に間接照明を用意してあり、観葉植物の間から差し込むスポットライトが、プールに浮かんでいるボールや浮き輪を照らしている。

　一〇年代以降、都市部で流行したナイトプールの赴き。

　そこに、無数の死体が転がって、金貨をチャリンチャリンと垂れ流し続けていた。

　転がっている死体は、全て着き飾かざって髪かみをセットした若い男女のものだった。甲高い音を上げてまき散らされる金貨は全てプールに流れ込み、プールの底をぎらぎらと黄金こがね色いろに光ひかり輝かがやかせている。

　どかんっ、と。

　扉を蹴け破やぶって入ってきたインテリ男は、こちらへ向けて再び弾丸をまき散らす。

　ガガガガガガガガガガガガガガガガッ！

「はっはっはっはっは！　死ね、死ね死ね死ね死ねえッ！」

　そして、男の背後にいたローキャリアの者たちが、手に手に銃じゆうを持ち、慧に向かって突っ込んでくる。その表情は、真っ赤に充じゆう血けつした目を見開いていて、恐怖と狂きよう気きに染められている。

　叫び声を上げて突っ込んでくるその様は、映画に出てくるゾンビの集団よりもよほど血ち生なま臭ぐさくて不気味だった。

「はあああッ！」

　慧は、槍を振りかざしてプールの上を駆かけた。魔法によって物理現象を歪めることのできる魔法使いならではの移動。それに引き替かえ、プールサイドを駆けてくるローキャリアたちは、自分たちがこれから立ち向かおうとしている相手が、戦うことに長たけた魔法使いなのだということを知り、一瞬の怯ひるみを見せる。

　その怯みが、慧にとっては十分すぎるほどの余裕となる。

　槍を横よこ薙なぎに振るって一人の男の頭を打つ。その隣にいた男の胸を石いし突づきで突いて昏こん倒とうさせる。

　頭を叩き割わる。喉のどを打つ。背中を打つ。膝を弾いて足をとめ、顎あごを砕く。

　弾丸が乱れ飛ぶプールの上を、撃たれながら再生を繰り返しつつ駆け抜けて、男が従えていたローキャリアを全て、打うち倒たおした。

　時間にして十数秒。

　その様子を見ていた男も、慧を撃つのを止めて、睨みあった。

「やるじゃないか。今まで俺に喧けん嘩かを売ってきた魔法使いの中で、一番骨がある。これだけ撃たれても動じないとはね。……くっくっく、想定外ではあったが、パーティの締しめには相応ふさわしいな」

「パーティ？」

「ああそうだ。想定外の乱入者であるお前を殺して、今日のパーティは終しまいだ。ああ、今日も良い稼かせぎになりそうだ」

　男のその言葉に、慧は、思い当たるものがあった。

「売るのか。この死体を」

「おっと、詳くわしいな」

　パチン、と。男が指を鳴らした瞬間、内装をプールとせしめていた魔法が解けた。

　死体から流れ出していた金貨は真っ赤な血液へと変わり、血生臭さが一気に室内に充じゆう満まんする。

「全ては、こいつらに気持ちよく殺し合いをさせ、俺が気持ちよく人殺しをするための演出に過ぎない」

　男は懐から葉巻を取り出して吸口を切って咥くわえると、魔法で火を付けて煙けむりを旨うまそうに吸い込んだ。

　慧は、足元に転がっていた持ち主不明の腕をひょいと拾い上げると、しげしげと眺ながめながら言う。

「栄養価の高い生活を送っている生き物……、特に、先進国の人間の体たい細さい胞ぼうは、魔ま法ほう素子の優すぐれた原料として世界的な闇やみ市いち場で流通してるからね」

「ああ。ここに転がってる奴らはこのあと魔法による特とく殊しゆ冷れい凍とう加工を施ほどこされて港へ運ばれて、世界中の軍やテロ組織の魔法兵器の原料として出しゆつ荷かされる」

　そう。魔法を発動するためのインターフェースである魔法素子。それの原料は、生物の体細胞、および遺伝子情報だった。




　ふーっ、と煙を吐はき出しながら、男は言葉を続けた。

「まず、金も未来もない奴らを、一いつ攫かく千せん金きんにありつく方法があるという噂うわさを流してこのビルに辿たどり着つかせる。口くち伝づて、街中のチラシ、ＳＮＳ……情報を流す方法は山ほどある。そうして集まった奴らを半分に分けて、片方は着飾らせて、パーティだと嘘うそをついてこの部屋で遊ばせる。もう半分には殺し合いゲームの説明だ。つまり、生き残った奴だけが栄光を手にできる、という話をする。そいつら半分のほうが、殺し合いゲームへの参加者だ。そして頃ころ合あいになったら、ゲームの参加者に少量の酒とドラッグ、そして銃を与えて、この部屋で遊んでるもう半分の奴らを皆みな殺ごろしにさせる」

「殺し合いと報ほう酬しゆうへの執しゆう着ちやく心しんを高めさせるために」

「その通り」

「なんで、そんな回りくどいことを？」

　男は葉巻を捨てると、首を傾げた。

「なぜ？　……面おも白しろいから。パーティを開くのにそれ以上の理由がいるか？　このストレス社会を生き延びるのに、この上ない最高の娯ご楽らくだと思わないか？」

「クソ野郎だな」

「だが、そんなクソ野郎の俺おれでも魔ま法ほう使つかいの端はしくれ。一応こんな話をしたのにも理由があってな」

　今度は慧が首を傾げる。すると、男はにやりと笑って告げた。

「お前も、こっち側だ。俺と同じ匂においがする。つまり、人を見下してクソみたいに扱あつかうことになんの躊躇いもないクソ野郎の匂いがな。初めはいつもの偽善者の類たぐいかと思ってたが、お前、言ったよな。商売を邪魔されたから来たって」

　そこまで言って、男は葉巻の箱を慧の足元へ放り投げた。

「聞かせろよ。お前のどんな商売が、ウィリアムのクソ野郎に邪魔されたっていうんだ？」

　慧は、足元の葉巻を無視したままプールサイドに置いてあったベンチに腰こし掛かけると、ぽつりと言った。

「トイレ」

「は？」

「全自動移動式のレストルームサービス。投資額はおよそ十億円」

　それを聞いた男が、「ははっ、なるほどな」と渇かわいた笑い声を漏もらした。

「つまり、こういうことだろう？」

　部屋の奥おく、壁だと思っていた場所が、がこん、という音を響ひびかせてゆっくりとスライドした。

　壁の向こうは倉庫になっており、その倉庫に鎮ちん座ざしているものには、慧も見覚えがあった。同時に、慧の想像していたストーリーが確信へと変わる。

　壁の向こうに置いてあったのは、まさしく、慧が運営していた会社の移動式個室トイレだ。

「お前が必死こいて街中にばらまいてたトイレは、どっかの誰かのせいで、いつも誰かが使用中でまともに使える代物じゃなくなっちまったってわけだ」

　個室トイレであるはずの細長い直方体の箱の中身はトイレではなく、ぎっしりと人の肉体と思しきものが冷れい凍とう保存されて詰つめ込まれていた。

「この都市に、移動式個室トイレの積み荷を検けん閲えつするシステムは存在しない。トラックに死体を積んで港まで運ぶのは、今の東京の検閲システムの前では不可能に近い。だから、トイレに積んだものを下水処理場まで運び、下水処理場から、下水道網もうを駆く使しして海まで運ぶ。そうすれば、都市から海まで、死体を運ぶことができる」

　慧は、深々と溜ため息いきをついた。

「死体を運ぶために作った会社じゃ、なかったんだけどな」

「だが、個室をどう使おうが、それは俺たち消費者の勝手だ。ちなみに、お前さんの会社の事業を利用しようって言い出したのはウィリアムだ。俺も、あいつからは提案を受けただけで、あいつの詳しいことを知っているわけじゃあないが……」

　渋しぶい顔をする慧に向かって、男が尋たずねてきた。

「お前さん、俺と手を組む気はないか？」

「は？　なんで？」

「俺と手を組めば、ウィリアムの野郎を引きずり下ろせるかもしれないからだ。あいつは世界中のブローカーと繋つながっている。うまくやれば、あいつの商売やらなにやら、丸ごと奪えるかもしれねえ」

「やだ。断る」

　即そく答とう。考える時間さえもったいないという慧の反応に、男は意外そうな顔をする。

「なぜ？」

　びしっと、指を差して言った。

「だって、あんた、ウィリアムの下したっ端ぱだろ？」

「下っ端じゃあない、俺は、」

「いや、下っ端じゃん。ウィリアムに、このパーティの方法も、金かね儲もうけの方法も、全部与えてもらったんだろ？　俺は格下とは手は組まねえ。格上はぶん殴なぐってぶっ飛ばす。つまり、俺は誰とも手は組まねえ」

「……はっ、ははっ。大した度胸だ。だが、格上をぶっ飛ばすと言ったな？　ウィリアムの野郎も倒せると、本気で思ってんのか？」

「秒殺だろ。っつーか、そいつもどうせ格下だしな」

　即答。そのあまりの思い切りの良さが完全に予想外だったのか、男が、言葉に詰まって、「は？」という渇いた声を出した。

「ウィリアムとかいう奴にしても、あんたにしても。俺の方が強い。それに何よりも……俺の信条にも流りゆう儀ぎにも志向にも、全くそぐわねえ」

　分からない、という表情でこちらを見てくる男に、慧は「やれやれ」という溜め息をついて、告げる。

「いいか。せっかくだから教えてやる。俺は、この国で一番強い魔法使いだ。そんでもって、俺の目的はたった一つ。それは、大好きな人を幸せにすることだ。最強の魔法使いとして、この街を守り、その人が帰ってこられる温かい家をいつまでも守ること。だから俺は誰にも負けねえし、誰にも好き勝手はさせねえし、目め障ざわりでうぜえと思った奴は誰だろうとぶっ飛ばす」

　そんな慧の言葉を聞いて、男は笑いを必死に噛かみ殺していた。

「ふっ、く、……くっくっく。この国で一番強い？　お前みたいなガキが？　冗じよう談だんもほどほどにしてくれ」

　男はパチンと指を鳴らした。それに合わせて再び室内の景色がカジノ風の装飾に切り替わる。

「なら見せてもらおうじゃないか！　最強の魔法使いクンとやらの実力を！」

　男が再び機関銃を構えた。

「ああ、いいぜ。その代わり、きっちり十億円は返してもらうぞ」

　けたたましい銃声が重なり合って反はん響きようする。

　地面と並行に降る豪ごう雨うそのもの。まさしく弾幕と呼んで差さし支つかえない圧力が迫せまり来る。

　慧はぺろりと乾かわいた唇くちびるを舐なめて、素す早ばやく屈かがみながら斜ななめに移動。飛来する弾丸を喰くらいながら走る。足を、手を、肩かたを、慧の体を弾丸が次々に傷付けるが、それらが瞬しゆん時じに回復する。

　傷つくたびに、チャリンチャリンと金貨がフロアを叩く音が響く。

　男の表情が高揚していくのが分かる。銃声と、金貨の甲高い鳴き声と、男の心音が慧の鋭えい敏びんな聴ちよう覚かくへと届く。

　忌いまわしく喧やかましい協奏曲。男が、男自身のために、自分を高揚させるためだけにばらまかれた演出。

　――クソ食らえ、と独りごちる。

　慧はルーレットの床を蹴けり、スロットの壁を蹴る。ネオンの輝く天井を手で押おして、男の頭上から躍おどり掛かかる。槍の一ひと突つきで男の手から機関銃を奪うと、空中から落下する勢いを全体重に乗せて、男の顔面に膝ひざ蹴げりをぶち込んだ。

　チャリーン、と。砕けた男の顔面から鼻血の代わりにコインが飛び散った。

「が、は……」

　膝蹴りでメガネが砕け散る。

「て、てめえ……」

「なんだよ、文句あんのかよ」

　ブーツの踵かかとで男のみぞおちを抉えぐる。

　男は、慧に踏み躙にじられる痛みに顔をしかめながら喚わめき散らした。

「てめえ、ま、まま、まさか俺を殺そうってんじゃあねえだろうな!?」

「そのつもりだけど？」

「はっ、ははっ！　バァーカッ！　俺はなあっ、俺にはなあ、力があるんだっ。金も、手下も、人脈もっ、てめえなんか、てめえなんか所しよ詮せん、ちょっと魔ま法ほうが使えるだけのクソガキだろうがあッ！　てめえが喧嘩売ってんのはなあ、てめえが手え出したこの縄なわ張ばりは、いまの東京の闇市場を牛ぎゆう耳じってる、あのキング・ウィリーのもんなんだぞ!?　……何をやってんのか分かってんのか？　分かってねえのか？　早くどけってんだよこのクソ野郎ッ、てめえのカビの生えた脳のう味み噌そ引きずり出して豚に食わすぞこのクソガキがあああッ！　俺はてめえと同じで、いくらやられようが死なねえんだよ！　分かったら早く……、がっ！」

　がっ、と。

　慧は、男の顎をブーツのつま先で踏みつけて、無理やり口を閉じさせた。

　男は舌を噛み、歯が割れ、口くちの端はしから血が流れ出る。

「あのさ、なんで自分の傷が治らないかって、気づいてる？」

「ん……う、む？」

　口を閉じさせられたまま、男は呻うめき声で疑ぎ問もん符ふを浮うかべる。

「不死身なんだろ？　ローキャリアの豚野郎どもにいくら撃たれても死なない、傷一つつかないはずなのに、なんで俺に蹴られた傷がいつまでも治らないのか、分かるか？」

　あれ、と。男の表情が曇くもる。

　そして、言い様のない畏い怖ふがその表情に浮かぶ。

　なんでこのひょろっとしたクソガキは、同じ上級市民という階層に所属している俺にビビらずに武器を向けているんだ、と。

　そして、目を見開いた。その表情を見て、慧は愉ゆ悦えつの笑えみを浮かべながら、男の口を塞ふさいでいたブーツをそっと離はなした。

「ま、まさか……てめえ、あの、もしかして、一番強いって……、まさか……」

　慧はニッコリと笑みを浮かべる。懐ふところからバッジを取り出して、ちらりと見せる。

　男が、悲ひ愴そうな顔で戦慄おののいた。

「トップガン……」

　慧は槍を振りかぶった。

　トップガンをはじめとしたごく一部の魔法使いにのみ使うことを許された特権の一つ。国が優ゆう秀しゆうな頭脳を持つ市民たちにかけている不死身の保険を無効化する、回復無効化魔法アンチヒールプログラムと呼ばれる魔法が存在する。

　通つう称しよう――不死身殺し。

　生命保険の恩恵を受けるハイキャリアをも断罪する、特権階級中の特権階級。

「ま、……待て。待て待て待て待て、おい待て、お、俺を殺すのか。俺を、この俺を、待て待て待て待て待て待て待て待て嫌いやだやめろやめろおいやめろやめろって言ってンだろぶっ殺、……や、待、う、ああああああああああああああああああああああッ！」

　ドッ、と。

　男の心臓に槍を突き立てた。

「ガッ、は、……！　お、俺は、死、ぬ、……のか」

「ああ」

「てめえ、も……くたばれ……」

「無理だよ。俺は死なねえ。俺を殺せる人がいるとしたら、そうだな、きっと先輩くらいだよ」

　ずぶりっ、と首筋から総毛立たせるような生々しい音をさせて、槍を心臓から引き抜いた。ひくひくと男の顎が動いていたが、その瞳ひとみは虚うつろに変色している。
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　中央区、銀座。

　二十世紀から今なお続く、世界都市東京の中心地。

　伝統と格式あるホテルの最上階フロアのレストラン。

　高いところが好きな慧を喜ばせたいという葵の配はい慮りよ。

　実際に宝石箱を逆さまにしたところでここまで目映くはないだろうと思える夜景と、その時間・場所に相応しい最高級の料理が並ぶテーブルを挟はさんで、葵が微笑ほほえんで言った。

「今日は私がご馳ち走そうするから、好きなだけ食べていいからね」

　その料理を見て、店の内装を見て、慧はおずおずと問いかける。

「あの、先輩。俺、別にご馳走なんてしてもらわなくても、俺、トップガンなんで、日本国内ならどんな料理もタダで食い放題なんですけど……」

　それほどまでに、トップガンの権利は絶大だ。いまこの場で慧がウェイターに食べたいものを言えばウェイターは血ち眼まなこになってその食材を探しに行くし、靴くつを舐めろと言えば、冗談を抜きにして、舐めなければならない。

　それほどまでに、トップガンと呼ばれる十三人の魔法使いには、絶大な権力が与あたえられている。

　葵は人差し指をぴんと立てて、慧の顔の前に持ってくる。

「だめ。今日は私が慧くんをお祝いしたいって思った日なんだから、私が出さなくちゃ意味ないの」

「はあ。ちなみになんのお祝いなんですか？　俺、今日別に誕生日でもなんでもないですけど」

「えっとね……」葵は、途と端たんに肩を小さく寄せて、自信なさげに胸の前で手を組むと、いじらしく指と指を擦すり合わせながら呟つぶやく。「えっとね？　き、君が、久しぶりに部屋を出てお仕事した記念でしょ？　それから盗とう撮さつから守ってくれた記念と、悪い人を倒した記念と、」

「ま、待って下さい。先輩、いくつ記念日を作るつもりなんですか。そんな調子じゃ一年間に三六五回どころか、一〇〇〇回以上お祝いしても足りませんよ！」

「で、でも！　嬉うれしかったんだもん！　それに、一番大事なのをまだ言ってないし」

「なんですか、一番大事なのって」

「君が戦う理由が分かった記念」

「……はあ」

「私の居場所、故郷の街を守ってくれてるって。もう半年以上一緒にいるのに、初めて知ったよ」

　葵が任務のために日本に戻もどってきて、再び慧と暮らし始めたのはちょうど半年前のことだった。

「というと、」

「日本国こく籍せきを失った私がいつ日本に戻ってきてもいいように。いつ戻ってきても温かい家で暮らせるように守ってくれてるって……」

「ああ、えっと、まあ、はい」

　それが、慧が自分自身へ命じた誓ちかい。

　気がつけば互たがいに顔を真っ赤にして俯うつむいていた。

　そのままでは居たたまれなくなって逃げ出したくなってしまいそうで。けれど、なかばやけになりながら、慧はその息苦しいまでの羞しゆう恥ち心しんに満ちた空気にあえて便乗することにして、胸ポケットの中に入れていた小さな箱を取り出した。

「あの、先輩」

「なに？」

「今日、あいつを倒して、政府から報酬も貰もらえましたし、投資先の事業も回復の兆きざしが見えています。……それでですね、ちょっとまだ百億には足りないんですけど」

　慧が取り出した箱。それを開けると、きらりと光る指輪が一つ入っている。

「せ、先輩……俺と、」

「まだダメ！」

「え？」

　あまりにも早いお断りの返事。まだ何も言っていないうちから、玉ぎよく砕さい。

　葵は、耳まで真っ赤になりながら、慧が差し出す指輪を手で制して、顔をぶんぶんと横に振る。

「だって慧くん、まだ十六歳さいでしょ？　結けつ婚こんなんて早いよ。早すぎるよ！」

「そ、そうですかね？」
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「そうだよ。……う、嬉しいけど。それにね……私にはまだ、やらなくちゃいけないことがあるから」

「なんですか、そのやらなくちゃいけないことって」

　葵は神しん妙みような顔で語り出す。

「あのね、慧くん。この世界には、魔法を使って世界を危機に陥おとしいれようとしている悪い人たちの集まりがあるの。第三次世界大戦で、世界中の国が躍やつ起きになって魔法の開発に勤いそしんで、そのせいで、悪の道に染まらざるを得なかった人たちが」

　葵の言葉に頷うなずいた。

　慧も知らないわけではない。個人的に、あるいはトップガンとして、これまでにも幾いく度ども、そうした世界中の魔法使いと戦ってきた。

「例えば軍とか、解体した政府の残党。もしくは民兵が集まって過激派と化した集団。あるいは、そうした魔法を使える武装集団がお金になると思って資金供給をしている人たち。一部の実力のある人たちは、亡国の騎士ペイルライダー、って呼ばれたりもしてる。

　そういう人たちの手によって、魔法を取り巻く世界の犯罪は今もなお増え続けてるってことが、アストレア軍の情報部の調査で分かってる。私が所属している部隊の任務は、その動向を探さぐり、根元を断たち、世界に平和をもたらすこと。……それが終わるまでは、結婚は、できない」

「なんでですか」

「だって……慧くんに、迷めい惑わくをかけちゃうと思うから」

「それはつまり、ウィリアムみたいな奴を倒せば、プロポーズを受けてくれるってことですか」

「そう、かも」

「じゃあ倒します」

「でも、きっと、ほかにも沢たく山さんいるよ？」

「じゃあ、全部倒します」

　宣言する。葵は、困ったようにはにかみながら、嬉しそうに「うん、わかった」と顔を綻ほころばせた。







２　後輩を叩きのめすニート







　豊とよ洲す。東京都内有数の最高級タワーマンションの最上階にある一室。

　慧けいと葵あおいが二人で暮らしている部屋に暖かな日差しが差し込んでいる。

　平日のど真ん中。世間の人々はあくせく働いている時間だったが、慧はパーカーと上下ジャージ姿で、大あくびをかましながら部屋を出る。大量に買い付けてある好物のコーラを取りに行こうとしてリビングを横切り、ふと気がついて立ち止まる。

　リビングのローテーブルに、葵の姿があった。

　クッションの上に座すわって、机の上に表示された仮想ディスプレイを睨にらみながら、机の表面を両手の指先でトントンと叩いている。

　それは、魔法によって机き上じように現れた仮想キーボードを叩く仕草だ。

　恐おそらく、アストレア軍関連のなんらかの仕事をしている最中。

　たんっ、と右手の指で強めにエンターキーを叩く。

　その結果を見て、ひときわ大きな溜め息をついた。

「分からない……」

「どうしたんですか」

　慧は、ダイニングの端に放置していた瓶びんのコーラを取ると、バチリと火花を散らして魔法を発動する。常温のコーラが、慧の魔法によって一いつ瞬しゆんで冷えた。栓せんを開け、ぐびりと一口飲み込んだ。

「魔力濃度を操作する魔法について、仕組みを考え直してるんだけどね、ここの部分のコードをどう書けばスムーズに動くのかが、どうしてもわかんなくて」

　葵の趣しゆ味みであり仕事。それは魔法コードの開発及および解かい析せきだ。

「どう思う？」

　葵が仮想ディスプレイをこちらへ向けて見せてくるが、慧は肩を竦すくめて答えた。

「先輩のコードは難解すぎて読む気が起きない上に全く理解できないから見せてくれなくていいです」

「……なんだか冷たくない？」

「そんなことないですよ。褒ほめてるんです。それに魔力濃度を操作するって、いくら俺でもそんな複雑な演算が必要なプログラム、書けないし、読んでも分かりませんよ。世界トップレベルの大学機関の天才魔法使いたちが頭を突つき合あわせても、魔ま力りよくの力学を解明するには至っていないんですよ？　江え戸ど時代の技術力でミックスジュースをオレンジとリンゴとパイナップルの果か汁じゆうに分ぶん離りする方法を考えるみたいなものじゃないですか」

　ちらりとカレンダーを見て、慧は葵に尋ねる。

「そういえば、いいんですか？」

「何が？」

「今日ですよね？　先輩の部下になるアストレア軍の研修生が来るの」

　ハッと顔色を変えて、葵は部屋の時計を見る。

「え、今日、何日？」

「二十五日ですけど」

「嘘!?　二十四日じゃないの!?」

　葵の表情が真っ青になる。

「えっ、何言ってるんですか……」

　葵は蒼そう白はくになりながらカレンダーを見て震ふるえる。

「まさか、私、まだ二日くらいだと思ってたのに、三日間このコードの開発に費やしてたの……？」

　葵が座っている場所の周囲には、コンビニの袋ふくろに入ったプラスチックのゴミが放ほうり投なげられている。カツ丼どんやカップラーメン、おにぎりにサンドイッチなど。

　葵の所属は、軍の中でもトップレベルの魔法の使い手が集まる特とく殊しゆ部隊だ。だから外に出るときは一ヶか月げつ帰ってこなかったりするし、かと思えば在宅で一週間部屋にこもってコードの開発を行ったりする。そんな葵の仕事模様は、ほとんど働くことがない慧の真逆で、極きよく端たんだ。

　飽あきやすい慧と違ちがい、葵は一度熱中すると丸三日くらいは飲まず食わずでプログラムに向かっていたりする。

　慧が働いているところを見るのと同じくらい、葵が何もしないで休んでいるところを見るのは貴重なことだ。

「……だとしても」

　丸々二十四時間の感覚がずれているというのはさすがの慧も呆あきれてしまう。葵の周りに散らかっている食べ物のゴミを見て、思わず尋ねた。

「ご飯食べてる時に、時間の経過に気づかなかったんですか……？」

「そもそも、これは私が食べたの……？」

「それすら覚えてないんですか!?　先輩と俺しか住んでないんですから先輩が食べたに決まってるでしょ！」

「だ、だって、仮想ネットワーク上の仕事って、脳の神経系と直接接続してるでしょ？　寝ねながらでも歩きながらでも仕事できるから、一度熱中しちゃうと止まらなくて……」

「もはやワーカホリック通とおり越こして仕事するロボットになってますね……過労死しますよ……？」

　そんな慧の忠言さえも耳に入らないほどに動どう揺ようしている葵は、はっと気がついて声をあげる。

「やばっ！　このままじゃ空港で待たせちゃう！　わ、私、空港まで迎むかえに行って来るから、リビング片付けといて、お願い！」

「え？　こっちの部屋来るんですか？　滞たい在ざいはゲストルーム使ってもらうんですよね？」

「せっかく遠くからはるばる来てくれるんだからお茶出さなくちゃ！」

　そう言うと、葵は慧と同じくジャージ姿から着き替かえるために、自室へと駆け込む。と思いきや、タオルを持って出て来る。

「何やってんですか」

「シャワー浴びるの！」

　洗面所に駆け込む。

　慧は頭を掻かいて見送って、机の上のゴミを見る。

「まあ、たまには手伝うか……」
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　慧が運転席に座り、葵が助手席に座ると、数十年前に発売された国産のセダンが地下駐ちゆう車しや場じようから自動で発進した。

　この車もトップガンたる慧の所有物だ。

「ありがとうね、慧くん」

「いえいえ、これくらいなんでもないですよ。先輩が一人で動き回るには何かと不自由でしょうし。どうせ俺、こういうことでもしないと延々自宅に引きこもってるニートですし」

　そう、慧は国内にいる限りありとあらゆる権利を持つ存在だが、葵はそうではない。

　日本国民ではなく他国の軍人である葵は、国内においては何かと動きが制限されがちだ。交こう通つう網もうなどの都市構造は、できる限り日本国民のヒエラルキー上位のものが優先されるように構築されている。だから、他国の軍人である葵が豊洲から羽田空港まで向かうのには、慧を一いつ緒しよに同どう伴はんさせたほうが都合がいい。

「電車を使うだけでも、日本国籍の魔法使いの行き来を楽にさせるために迂う回かいさせられたりしますからね」

「うん」

　慧と一緒であれば、トップガンの慧の特権を余すことなく使うことができる。高速道路上でも全すべての車が慧と葵のセダンを避よけてくれるし、通行料の支し払はらいが発生することもない。一緒に行くと言っても、魔法を利用した自動運転システムが発達しているため、ハンドルを握にぎったりということもない。慧は座ってゲームをしているだけでいい。

「で、今日来るのは一体どんな奴やつなんですか」

「うん。一年だけ一緒に訓練したこともあってね。二つ年下の女の子だよ」

「へえ。じゃあ、俺の一つ下か」

　日本で言えば、高校一年生にあたる学年だ。

　葵が日本国籍を捨てたのは、小学校を卒業した十二歳の頃ころのこと。一方で、少女が葵を追うようにしてアストレア国民、アストレア軍人になったのが十四歳の頃のことだというから、葵と比べるとやや遅おそい。だがしかし、そもそも葵が世界的にも抜ばつ群ぐんに天才的な魔法の才能を持っていたというだけなので、世間的にはそれでも十二分に優秀なほうだ。




　空港に到とう着ちやくし、待つこと十五分ほど。

「あ、来た」

　葵の言葉で顔を上げて、対象の少女を探す。

「あの子だよ。ツインテールの」

　向こうもこちらに気がつき、葵と視線を重ねてにこやかに微笑む。歩調が早くなる。少女の心音を聞き分けると、どくんと高鳴って興奮しているのが分かった。

　そして、その外見に慧は再度驚おどろかされる。

「マジかよ」

　小学生かと思うような小こ柄がらさだった。傍はた目めには、まさか世界最高の魔ま法ほう技術と最強の兵力を有するアストレア軍の特殊部隊の候補生だとは思えない。女性だとは聞いていたものの、てっきり葵のように大人びた少女が来るものとばかり思っていた。

　ダッフルコートは少女の背せ丈たけに合っておらず、軍の支給品では一番小さいサイズのものでも合わなかったのだろうということが一目で分かる。その上、顔立ちも童顔で、ツインテールにしているものだから、明らかに事前に聞いていた年ねん齢れいと容姿が合わない。

　慧はこっそり隣となりの葵に向けて呟いた。

「嘘うそですよね？」

「何が？」

　どうやら、嘘でもドッキリでもなんでもないらしい。

　少女は、こちらに近づくにつれて緊きん張ちようした面おも持もちになる。

　葵がその緊張をほぐそうとするかのように朗ほがらかな笑え顔がおで近づいた。

「久しぶり、優ゆ愛あちゃん。一年ぶりだね」

　少女は、その葵の声かけで、留め具が外れたバネのような機き敏びんさで、ビシッと敬礼を披ひ露ろうした。あたかもロボットの兵隊を見ているかのようだった。

「はい！　戸と鞠まり優愛、本日付で向さき坂さかチームに配属を命じられて着任いたしました！　よろしくお願いします！」

　その声は、校庭でドッジボールをしている小学生を思い出させる、なんともよく通る声だった。




　慧の運転で豊洲のマンションへと向かう間、葵は優愛が本国から持って来たデータの確かく認にんを始めた。配属登録などを済ませるための、簡単な確認だ。葵と優愛は同じ部隊の所属なので、簡単なパーソナルデータを事前に交こう換かんしているらしく、その会話、やりとりはスムーズだった。

　慧は、相変わらず運転席で携けい帯たいゲームをプレイしながら尋ねる。

「お二人は、一年間はアストレアでの生活時期が重なってるんですよね」

「うん。一緒に訓練したりもしてたし、寮りようの部屋も近かったから、一緒に遊んだりもしたよね」

　葵が後部座席の優愛に話題を振ふると、神妙な声が返ってくる。

「その節は、お世話になりました……」

　遊んだというくだりが歯がゆいのか、後部座席の優愛は少し顔を赤くする。

　慧が顔を上げるとバックミラー越ごしに目が合った。

　すると、優愛が唐とう突とつにきりっとした表情に切きり替かわる。その心音、リズム、呼吸と発する匂においから、何かを尋ねようとしているのだということが分かった。

　くわえて慧に対する警けい戒かい心しんが透すけて見えた。あるいは猜さい疑ぎ心しんとでも呼ぶべき刺とげ々とげしい匂い。

　魔法によって五感を発達させている慧でなければ気づかないほどの敵てき愾がい心しんが、優愛からは放たれていた。

「あの、あなたは」

「鳴なる海み慧だ。よろしく」

　努めて明るい声で返したつもりだったが、かえって優愛の表情は明確に曇った。

　眉まゆをひそめて尋ねられる。

「アストレア軍の方では、ないんですよね」

「ああ、軍人でもなければアストレア国民でもない。戸こ籍せき上は、東京生まれ、東京育ちの日本人だ」

　葵の方を見て確認する。

「先輩、フェイスネットのやりとりをした方が早いと思うんですが、構いませんか？」

「慧くんのＳＮＳアカウントを共有するってことだよね？　構わないよ。私たちは軍属だからフェイスネットのアカウント持ってないけど。慧くんのを見るだけならできるから、その方が紹しよう介かいとしては早いかもね」

　慧は腕うで時ど計けい型の電子端たん末まつを操作。ネットワークを介かいして後部座席の優愛へＳＮＳアカウントの情報を送信した。

「俺おれの簡単な自じ己こ紹しよう介かいは大体そこに書いてある」

「はっ、承知しました」

　わざとらしいほどのハキハキとした返答。慧との距きよ離りを縮める気は毛頭無いと、言外に告げられているような気がした。

　あえて気に留とめずに慧がゲームをしている間に、優愛は軍用端末を開いて画面に表示された慧の情報を閲えつ覧らんする。

「……全能権階級トツプガン。これが噂うわさの、東京都市内部におけるあらゆる行こう為いが合法なものとして許きよ認にん可かされるという、選ばれた十三名にのみ与えられる特権階級ですか」

「ああ」

「向坂中ちゆう尉いも、アストレア国民になる道を選ばなければこのトップガンになっていたんですよね」

「そういうことになるね」

　グッと、優愛が無意識に唇を噛んだのが分かった。

　けれどその真意までは、鋭敏な五感で心を読める慧といえども測りかねたままだった。

「あの、向坂中尉。質問してもよろしいでしょうか」

「ん？　なあに？」

　振り返った葵が、優愛の表情を見てぴくりと緊張するのが分かった。

「そもそも、この鳴海慧という男性は、中尉にとって一体何者なんですか」

　優愛は、慧に対して不信感を抱いだいていた。

　一方、葵に対しては、崇すう拝はいに近い信しん頼らいと、どこかよく見られたいという虚きよ栄えい心しんのようなものが伺うかがえる。

　慧のように、五感で相手の感情を読む能力を持たないとはいえ、葵も優愛の発する敵意には気がついているようだった。けれど、いまいち優愛が望む方向性が見えないため、困こん惑わくしてもいた。

「率そつ直ちよくに言うと、利害関係者、協力者かなあ。優愛ちゃんは、これから私と一緒に勤めることになる任務を、どう認にん識しきしてる？」

「事前に聞いていたのは、魔法犯罪を、根元から止めるため、と」

「そう。世界中で引き起こされている魔法犯罪で使われている魔法の半分以上が、この東京で開発されていると言っても過言じゃない。表の流りゆう通つう網もうで観測されている以上の魔ま法ほう素そ子しも出しゆつ荷かされているし、現在の東京は、あらゆる犯罪ネットワークの中心地になっている。だからこそ、世界最強の魔法軍を持つ私たちアストレア軍は、この東京で犯罪を企たくらんでいる人たちを探し出して、止めなくちゃいけない」

　そこまで話して、葵は慧の方へと視線を飛ばす。

「だから、利害の一いつ致ちなんだよ。トップガンの権利を持つ慧くんに日本が期待しているのは、東京の治安維い持じ。そして、私たちも東京に隠かくれている犯罪者を見つけ出したい。力を合わせたほうがいいでしょ？」

「ですが……。お二人は、一緒に暮らしているんですか」

「うん。小学生の頃からの幼おさな馴な染じみなんだよ、私たち。私が小学校を卒業してすぐに日本を出てアストレアに行っちゃったから、もう一度一いつ緒しよに暮らし始めたのはここ半年くらいだけど」

「存じています」

　優愛は、まっすぐに葵のほうを見て告げる。

「不ぶ躾しつけながら、進言したいことがあります」

「何かな？」

「今すぐこのどこの誰だれともわからない男との共きよう闘とう・共生関係を打ち切るべきだと思います！　トップガンは日本に十三人。何も、共闘関係を築くのがこの男である必要性はないはずです。これは向坂中尉のためを思っての進言です！」

「えーっと、どういうことかな……？」

　こほんっ、と。

　優愛は一つ咳せき払ばらいをして、きっぱりと言い放った。

「この男は、中尉には不ふ釣つり合いだと思います」

　慧と葵は、互いに顔を見合わせる。

　その間にも、優愛は更さらに言葉を続ける。

「中尉は、私にとって憧あこがれの人でした。……でも今日、空港で会って、正直、失望しました。私が憧れた中尉はもうここにはいないのだと思い知らされました……！」

「え、え？　待って、どういうこと？」

「これを見てください」

　狼ろう狽ばいして尋たずねた葵に向かって優愛が取り出したのは、軍用端末の画面に映し出された数枚の写真だった。

「えーっと、これがどうかしたのかな……？」

「メイクが違います。よく見て下さい。この頃ころの方が手が込んでいます」

「あ、それはね、今日はちょっと時間がなくって……」

「そこもです」

「そこも？」

「アストレアにいた頃の中尉は、待ち合わせの時や作戦開始前には十五分前には必ずいらっしゃったと聞いてます。きっと、この男と生活するようになって中尉の生活リズムが乱されてるんです！」

　首を傾かしげながら葵が「そうかなあ」と尋ねてくるので、慧は横目で優愛を見ながら「……言いがかりでは？」と返すほかない。

「他にもたくさんあります……。空港からここに来るまでに観測しただけでも、中尉はアストレアにいた頃よりも視力が低下してるように見受けられますし、筋力も落ちて体たい脂し肪ぼう率りつが増えていそうですし、そのせいか姿勢も少し悪くなっているように見えます。髪かみの艶つやや肌はだのハリも心なしか失われているようにも見えます」

「それは思い当たる節がありまくりますね、先輩？」

「そ、そんなことないんじゃないかなあ……」

　ついさっきまで、まさに好きな仕事にかまけて不ふ摂せつ生せい極きわまりない生活をしていたことが思い浮かんでいるのか、慧が向けた視線から葵は目を逸そらす。バチリと魔ま法ほうを発動し、さりげなく手元に仮想の鏡を生み出すと、自分の肌をチェックし始めた。

「何よりも、私の憧れの中尉が、こんなだらしなくて覇は気きのない仏ぶつ頂ちよう面づらのニートみたいなやつと同どう棲せいしてるなんて許せません！　しかも、さっきから色々ＳＮＳ経由の情報を見てますけど、なんですかこの男は!?　引きこもりだしゲーマーのオタクだしネットでしょっちゅう色んな人に喧けん嘩かを売って炎えん上じようしてるし、しかもその炎上を利用して動画サイトにネタ動画を投とう稿こうしては広告アフィリエイトで稼かせいでるクソみたいな人間じゃないですか！　あだ名もなんかドラゴンスレイヤーとか不死身殺しとか無む駄だに中二病臭くさいですし！　挙げ句の果てに、なんですか、あのＭｙｔｕｂｅマイ・チユーブに投稿されてるバカバカしい動画の数々は！　『某ぼうモンスターを狩かるゲームっぽい感じに素す手ででドラゴンを倒たおしてみた』とか『サルでも分かるリアルなスライム系モンスターの倒し方』とか『コーラで大昔の原付バイクを走らせる魔法コードを組んでみた』とかいう、嘘なのか本当なのかもよく分からない下らない動画の数々は！　なんの生産性もないただの魔法素子の無む駄だ遣づかいじゃないですか！　学校へも行かず働きもせず、魔法と国の税金と広告と株とＦＸでゲームしながらぐうたら生活してるなんて人間のクズですよ!?　こんなんが日本のトップでいいんですか!?　なんでトップガン候補でアストレア軍きっての天才エリートたる向坂中尉が、幼おさな馴な染じみとはいえこんな冬の道みち端ばたに腐くさり落ちてる小枝みたいな男と一緒に生活してるんですか!?　一体この男のどこがいいんですか!?」

　自動制せい御ぎよの車内に、優愛の罵ば詈り雑ぞう言ごんが響ひびき渡わたる。

「な、ななな、優愛ちゃん落ち着いて！　け、慧くん！　落ち込んじゃだめだよ!?　君は冬の道端に腐り落ちてる小枝みたいなんかじゃないからね!?」
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　葵が真っ青になりながら否定する。

　流石さすがに、ここまで一方的に罵詈雑言を浴びせられたのは久しぶりのことで、胸の奥おくにトンカチで殴なぐられたような鈍にぶい痛みを覚えながら慧は必死に言い返す。

「えっ、俺そんなにクソ野や郎ろうみたいに見える？　っていうかドラゴンの倒し方とかスライムの倒し方とかめっちゃ好評なんだぞ！　お前、俺の動画バカにしやがって、欧おう州しゆうとかアフリカとかの紛ふん争そう地帯に配属になって魔法生物モンスターに遭そう遇ぐうして泣いても知らねーからな！　それにコーラ・エンジン魔法コードはめっちゃ実用的だろが！　コーラがどれだけ素す晴ばらしい飲み物か分かって言ってんのか!?　いま国際特許申しん請せい中ちゆうだぞ!?」

「うるさいです。あたしは今、中尉に尋ねているんです。さあ、向坂中尉。あたしにあの男の良さを教えてください。どうせ説得力のある要素なんて出てこないに決まっています。幼馴染なんですよね？　中尉はきっと、あの男に誑たぶらかされて騙だまされて、冷静な判断ができなくなっているんです」

「えっ、あの、け、慧くんの好きなところっ？」

　真っ青だった葵の顔が、今度は真っ赤に染め上げられた。

「はい。出せるもんなら出してみてください」

「え、えと……全部、かな」

「「全部って何ですか！」」

　慧と優愛の声が綺き麗れいに重なった。

「えっと……目が猫ねこっぽくて好きだし、作る魔法のコードが私には書けないようなすっきりした見やすいコードで無駄がなくて好きだし、飽きっぽいけど私が褒めると素す直なおにポジティブになってくれるところとか好きだし、私のヘタクソな料理褒めてくれるところが好きだし、肩けん甲こう骨こつの形とか手の形とか、お風ふ呂ろ上がりに濡ぬれた髪かみ拭ふきながらコーラ飲んでるところとか、寝ね顔がおが可愛かわいいとか、あとあと、えっと……」

　顔を真っ赤にしながら必死に慧の好きなところを数え上げる。

「先せん輩ぱい、そろそろやめてください、聞いてるこっちが恥はずかしくなってきます」

　っていうか寝顔いつ見たんだよ。

「と、とにかくっ」葵が声に力を込めて言う。「慧くんは、優愛ちゃんの先輩だよ！　だから仲良くしよう！　クズとかクソみたいとかゾウリムシとか、そんなこと言っちゃだめだよ！」

「先輩、ゾウリムシとは言われてません」

　葵は、慧と優愛の手を掴つかむと握あく手しゆさせようとするが、優愛はそんな葵の手をぱっと振り払はらうと、腕うでを組んでどかっと後部座席に体重を預けた。

　ぱっと、慧の方を見る。

「それなら」

　優愛の瞳ひとみが、獲え物ものを狙ねらう獣けもののようにすっと細くなる。

「実力を見せてください」

「あん？」

　優愛は胸を張り、憤ふん然ぜんとした表情で慧に向かって刺々しい言葉を投げつける。

「私は、向坂中尉のような一人前のアストレア軍人になるために東京に来ました。……一方で、現状、あなたから学ばせていただきたいと思えるような情報は何一つありません。動画に載のってたコーラのコードだけじゃ、魔法の実力も到とう底ていあるようには思えません。っていうか、マイチューバーから魔法を教えてもらうとか、世界一の魔法大国であり世界一の魔法軍事国家であるアストレア軍人の恥はじです。ですから、私が見習うに相応ふさわしく、正しよう真しん正しよう銘めいトップガンに相応しい方であると証明してください」

　ピクリと、その言葉に慧は反応する。

「誰の魔法の実力がないって？」

「あなたです」

　ばちり、と。

　魔法が発動するときに発生する火花でもなければ、冬の静電気でもない。

　慧と優愛の視線の間で、喧嘩を売り買いする苛か烈れつな音が鳴る。

　葵が、手をパンと叩いて話をまとめた。

「交流が必要だと思うよ！　チームビルディングにはコミュニケーションが大事！　うん、そうしよう！　交流も兼かねて模も擬ぎ戦しよう！　互いの実力を知れば結束も深まるよ！」

　言うが否いなや、自動運転車のコンソールをいじって行き先を自宅マンションから変へん更こうする。車は車線を変更し、うねるような首都高速で加速し、三人を決けつ闘とうに相応しい場所へと運んでゆく。










＊










　お台場。

　半世紀前までは湾わん岸がんの娯ご楽らく施し設せつとして栄えていたエリア。

　第三次世界大戦を経て、軍事と魔法研究の最前線へと変へん貌ぼうした特区だ。

　そのうちの一角に慧、葵、優愛の姿があった。

　もともと商業ショッピングモールだったものをアストレアと東京都が共同で買い取って訓練施し設せつ化かした建物。

　いくら国内でもトップクラスの実力を持つ魔ま法ほう使つかいである慧と言えども、普ふ段だん自宅のマンションに籠こもっているだけでは見られない魔法がいくつもある。

　そのうちの一つが、建物の内装と合わせて構築される空間変異魔法だ。俗ぞくに、ダンジョン化魔法と呼ばれる類たぐいのもの。

　記き憶おくに新しいものでは、渋しぶ谷やの事件で犯罪者の男がビル内部をカジノのように彩いろどっていたものがそれに該がい当とうする。

　しかし、世界トップの技術力を持つアストレアの魔法によって作り上げられたこのお台場のダンジョンは、それとは次元の異なるものだった。

　ヒュウ、と慧は唇くちびるを鳴らす。

「模擬戦なんてめんどくせーなと思ってたけど、ここで暴れられるなら、チャラにしてもいいな」

　訓練施し設せつの内装に使用されている魔法のレベルの高さをその眼めで見て、にわかに自分の好こう奇き心しんがうずうずと熱を帯びていくのを感じる。慧の顔に浮うかんでいる表情は、新作のゲームを前にしたマニアのそれだった。

　いくつもの魔法を精せい緻ちに重ねがけして作られているバトルフィールド。

　目的に応じてさまざまなステージに変更できるようになっている。

　今回、葵が二人のために選んだのは、古い時代の石の古城を思わせるようなステージだった。

　さながらマチュ・ピチュ。見上げると石づくりの巨きよ壁へきの隙すき間まから青空と白い雲が見える。いくつもの階段が入り組んで配置されており、階層が作られている。燭しよく台だいに灯ともった炎ほのおがうっすらと照らしているものの、地下階層をはっきりと見定めるには心もとない。ところどころで城じよう壁へきが崩くずれており、太陽の光が古城の通路に差し込んでいる。瓦が礫れきや砂さ礫れきが散らばっており、足を取られそうになる。

　その目に飛び込んでくる光と陰いん影えい。耳に届く小鳥の囀さえずり。草いきれの匂いに顔を上げると、山々を駆かけ抜ぬけてきた風がざあっと頬ほおを叩いた。

　その臨場感。

「一体、このダンジョンを作るために何行分のコードと、何トンの魔法素子を使ったのやら……」

　全ての魔法はプログラムで構築されている。

　だから、複雑な魔法であればあるほど、複雑で長いコードが必要になる。

　そしてそれらのコードで表現された魔法を顕けん現げんさせるためには、その分膨ぼう大だいな量の良質な魔法素子が必要になる。

　旧来のコンピュータを動かすには、プログラムとメモリが必要になるのと同じように。

　魔法を使うには、同じく専用のプログラムと魔法素子が必要となる。

　慧ほどの魔法使いであれば、多少の魔法ならば一目見ただけでどんなプログラムで書かれているのかをある程度類るい推すいすることができる。

　だがしかし、ここまで複雑なものでは、そのコードがどのように構築されているのか、見当もつかない。

「……模擬戦とかどーでもいーから、このダンジョンのプログラム、見てえなあ……あとで先輩に話して、ちらっと見せてもらえねえかなあ……。でも軍の機密だもんなあ。無理かなあ……」

《慧くーん、準備はいい？》

　慧の頭の中に、直接、葵の声が響いた。魔法による無線通信テレパス。

「はーい、いつでもいいっすよー」

　と言いながら、慧の興味はまだダンジョンの石壁や燭台に向けられている。

　そんな慧の性せい癖へきを知っている葵は、構わず話を先に進める。

《先に三回致ち命めい傷しようを負った方が負けね。致命傷を具体的に言うと、頭部破は壊かい、心臓破壊、もしくは七割以上の身体欠損のどれか。フィールドには二人の他にも、あらかじめ数体の魔法生物モンスターを配置してあるから。そのモンスターを倒すと一体につき一回分、死んでもいい回数が増える設定にしてあるよ。鐘かねが鳴ったらスタートね》

「うーっす」

　今の話は、優愛にも共有されているらしい。

　つまり、モンスターを一体倒せば四回致命傷を負わないと負けにならない。二体倒せば五回になる、という具合だ。

　反対に、モンスターの攻こう撃げきによって致命傷を負えばそれはそれで負けになるのだろうが、そもそも訓練用のモンスターを相手に遅おくれをとるはずはなく、アストレア軍人たる優愛も、それは同じことだろうと想像がつく。

　すなわち、勝負を決めるのは一いつ騎き打うちだ。




　ゴーンッ、と。

　遠く空の彼方かなたから、戦いの開始を告げる鐘の音が響いた。

「さーて、どうしようかね」

　慧の格好は、いつも通り。白シャツ、革かわジャン、ジーンズにブーツ。

　プラプラと散歩でもするように歩きながら地形を確認する。その恰かつ好こうといい、気の抜けたやる気の無い表情といい、古風な石の城が舞ぶ台たいでなければ、おやつを買いにコンビニへ出かけるニートの姿そのものだった。

「すぐに遭遇するような距離には互たがいのスタート地点を配置しないはずだよな。まあ、とはいえ……」

　流石にいつまでも無む警けい戒かいで歩くわけにもいかないか、と考え、魔法を発動した。全身の衣服、体表面、体内に仕込んだ魔法素子が魔力を生み出し、慧の五感を鋭えい敏びんにする。

　普段、周囲の人々の心音や匂い、体温や脈みやく拍はくを敏びん感かんに感じ取っているのは、この魔法が所以ゆえんだった。

　その、鋭敏になった五感で察知する。大地から伝わる振しん動どう。息づかい。気温の変化。それらが、普段お目にかかれない大きさの何かが道の先にいることを告げている。

「近くにでけえのがいるな。景気付けに一発殺ヤっとくか」

　明らかに人間よりもはるかに巨きよ大だいな生物の息いき遣づかいと足音のする方へ、殆ほとんど警けい戒かいもせずに歩いていく。その慧の所作、表情は、たとえこの状じよう況きようでどんな相手にどんな不意打ちを食らったとしても、即そく座ざに反はん撃げきして瞬殺できる自信があるという余よ裕ゆうの表れだ。

　燭台のろうそくに灯された薄うす暗ぐらい地下通路の先、ポカリと開けた空間にそれはいた。

「お、竜種ドラゴンっ!?」

　その姿を見て、慧のテンションが一気に上がった。

　けだるげだった表情が、目当ての昆こん虫ちゆうを見つけた少年のように、にわかに明るくなる。

　目の前に現れたのは、オリーブグリーン色をした全長一〇メートルを超こえるであろう爬は虫ちゆう類るいだった。太い四本の足を持ち、黄色い双そう眸ぼうで慧をじろりと睨にらんでくる。もちろん、恐きよう竜りゆうが滅ほろんで以後の地球では、魔法が生み出されるまでの間、そんな生物は存在していない。まぎれもなく魔法生物の一種であるドラゴンだ。

「象の倍くらいはあるか？」その、のしりという足音と振動から慧は体重を類推。「一〇トンくらいか？　もうちょい軽いかもな」

　大きさに比して軽いな、と慧は思った。手足も体幹の大きさに対して決して大きくはなく、特とく徴ちよう的てきなのは広げた両りよう腕うでについている翼つばさだった。

「先輩がわざわざ配置してくれたんだろうなあ」

　にやりと嬉うれしそうに笑いながら呟つぶやく。

　魔法によって召しよう喚かんされる生物の中でも、やはり慧はドラゴンが好きだった。

　今回のようなダンジョンではない現実世界の戦場でも、魔法犯罪によって召喚されたドラゴンの駆く除じよという仕事をいくつかこなした経験がある。

　突とつ然ぜん現れた優愛との模擬戦という、慧にとってはとにかく面めん倒どう臭くさい仕事を少しでも楽しんでもらおうという葵の配はい慮りよに違いなかった。




　ドラゴンがこちらに気づいた。慧は体を温めるように、とっとっ、とフットワークを開始し、ジリジリと回り込むように横に移動する。

「シャア！」

　ドラゴンが喉のどの奥から轟とどろく声をあげ、ダンッ、と地を蹴けって飛び上がった。

「おっ、」

　体重と体たい躯くから想像した通り、その動きは機敏だった。

　飛び上がったドラゴンが、今度は天てん井じようを蹴り、別の場所へ着地したかと思うと、再び飛ひ翔しようする。

　威い嚇かくと、相手の動きを探さぐりつつ、獲物を狩るために改めて空間を把は握あくしようとする動き。

　そして、飛び上がったドラゴンの翼がキラリと光り、バチリという魔ま力りよく反応による火花が散った。

　飛び上がったドラゴンが、風を起こそうとするように、大きく両腕の羽を振るった。

　瞬しゆん間かん、ボオゥッ、という唸うなりが部屋を揺ゆさぶり、ガス爆ばく発はつでも起きたかのような火か炎えんが空間を焼き尽つくす。

「おっとお！」

　慧は即座に魔法を発動。足元でバチリと火花。石いし畳だたみの構造を変化させて壁を生み出し、炎の直ちよく撃げきを避けた。同時に、右手でバチリと槍やりを出現させて、構える。

　即そく席せきの防ぼう壁へきで直撃を避けたとはいえ、一気に気温が上がる。じりじりと肌が焼かれ、目、鼻、口の水分が奪うばわれてゆく。再生魔法で火傷やけどなども即座に修復される、が。

「あっちい……」

　ぼやいた直後だった。

　ドガンッ、と衝しよう撃げき。

　壁が砕くだけ、慧の体が後ろへ吹ふっ飛とばされる。

　ドラゴンが体当たりで慧の作った壁を破壊してきたのだと理解する。慧は猫のように体を回転させて着地して、槍を握り直す。

「はっはぁ！　頭のいい奴は大好きだ！」

　慧は炎に身を焼かれるのも構わず飛び出して、持っていた槍を投げつけた。

　ドラゴンの右う翼よくを貫かん通つう。「ギャフっ！」という叫さけび声ごえが上がって巨きよ体たいを後退させる。

　その隙すきを見計らって、慧は炎に焼かれていない暗くら闇やみへと駆け抜ける。そのまま背後を突つこうと疾しつ駆くすると、ぎょろりとドラゴンがこちらを向いて体勢を変えた。

「っと、見えてなくても姿が追えるのか……、まあ、基本的には爬虫類と似たような身体構造だろうしなあ。視覚以外のセンサーなんていくらでもあるよな。だけど、」

　ドラゴンが、尻尾しつぽを振るってなぎ払おうとしてくる。それを、慧は見もせずに跳ちよう躍やくして回かい避ひ。魔法による五感と身体の強化で成せる技わざ。

　ドラゴンと同じく、いやそれ以上に、慧の空間把握能力は魔法でずば抜けた強化が成されている。

「見えなくても戦えるのは、俺も同じだ」

　ドラゴンが再び跳躍。両腕の翼を広げる。バチリと火花を放ちながら魔法を発動。

　ボオゥッ！　炎によるあまりの熱で、慧の衣服が燃え上がる。

「うおっ、マジかよ」

　衣服も、慧の体と同じく魔法による保険の対象内であるためすぐさま再生されるが、瞬しゆん間かん的てきに、衣服が自然に発火する温度まで室温が上じよう昇しようしている。

　慧が渋谷で倒したインテリ眼鏡男のような並の魔法使いであれば、即座に全身を焼かれて殺されている凄すさまじい速度と出力の猛もう攻こうだった。

　けれど、慧は悠ゆう然ぜんとその様子を見守っている。

「相手が悪かったな」

　普ふ通つうの人間ならば即そく死しする炎。しかしながら、世界最高の治ち癒ゆ魔ま法ほうの恩おん恵けいを受けているトップガンたる慧にとって、全身が自然発火する気温であっても死には至らない。

　バチリと火花を発して魔法を発動。槍を生み出して掴んだ。

　手にした槍を横よこ薙なぎに振るう。

　もう一度、バチリ、と。

「見せてやるよ、とっておきを」

　瞬間、振るった槍の一部がプラズマ化した。

　それは、慧のオリジナル魔法の一つ。

　浮かべている表情は余裕の一言に尽きる。全力でもなければそれが慧の魔法の全てではない。数ある慧の魔法のうちの一つを披露するだけに過ぎない。

　それが、物質のプラズマ化だった。

「ガアアアアアアアアアアアアアッ！」

　ドラゴンが、渾こん身しんの叫びと共に炎を放つ。それに対して慧は、プラズマ化によって発生したあらゆるエネルギー体を真っ向からぶつけた。

　対つい消しよう滅めつ。

　ドオッ、と衝しよう撃げき波はが起こり、ドラゴンの巨体が吹き飛んだ。

　慧の体も後方へ吹き飛ばされるが、くるりと猫のように体を操あやつって石壁に着地する。その石壁に亀き裂れつが入る。衝撃を吸収しきれずに両りよう脚きやくが折れるが即座に再生。致命傷には至らない。その間にも床ゆかがめくれ上がり、エネルギー体同士のぶつかり合いによって発生した暴風によって天井が砕けて崩ほう落らくする。炎も何もかもが、数秒の後には跡あと形かたもなく消え去った。

　ドラゴンが「グルう、」と唸って起き上がろうとするが、その時すでに、慧は跳躍し、眼下のドラゴンを見下ろしていた。バチリと、携たずさえた新たな槍を構えて投げ下ろす。

「はあっ！」

　ド、と。

　太い首筋に投とう擲てきした一いち撃げきが突き刺ささる。「ガアアアアアアア！」致命傷を食らってなお必死に抵てい抗こうしようとする。起き上がり、着地した慧めがけて命がけの体当たりを敢かん行こう。

　だがしかし。

「お前の負けだ」

　再び槍を生み出そうと右手を構えた、その時だった。










　慧の頭ず蓋がい骨こつが粉ふん砕さいされ、真っ赤な血液が彼ひ岸がん花ばなのように咲さいた。

　魔法による無音の狙撃。

　続いて、ダンッ！　ダンッ！　ダンッ！　ダンッ！

　標的がドラゴンに変わり、弾だん丸がんが次々に巨大な眼球へと叩たたき込まれてゆく。連続で撃うち込まれた弾丸が反対側の眼球を内部から破は裂れつさせる。さらに、ドラゴンの頭蓋骨の内部で銃じゆう弾だんに仕込まれた魔法素子が魔法を発動。バチリ。内部から爆散。慧の頭蓋骨とほとんど同じようにして、ドラゴンの頭部が粉々に吹き飛んだ。

　巨体が倒れ臥ふす。その時にはすでに、吹き飛ばされた慧の頭部が再生している。素す早ばやく体を転がして移動。復活直後の慧の頭蓋骨を狙ってダンッ！　と追おい討うちの弾丸が飛来する。

「……クレバーじゃねーか」

　優愛の仕し業わざだった。

　慧がモンスターと戦い、とどめを刺す瞬間を狙って奇き襲しゆうをかけた。モンスターへのトドメの一撃を奪うことで自らのライフポイントを稼ぎつつ、復活直後の慧を狙うことで、二回目の致命傷を奪って一気にカタをつけようとした。

　優愛に殺されたのは一回だが、ドラゴンの炎によって七割以上の身体損傷と同等の破壊を受けているため、これで、慧はあと一回しか死ねない。

　一方の優愛は、ドラゴンのライフを慧から奪っているため、計四回は死ななければ負けにはならない。

　慧は、顎あごに手を当てて、考えを整理しながらそのまま口にする。

「しかも、この状況においても声すら上げず、姿も見せず。ヒットアンドアウェイってわけか。流石は世界最さい高こう峰ほうの魔法軍事力を持つアストレア軍人……」

　余裕たっぷりに言いながら、慧はあることに気がついた。

（殺意が、目の前に居る）

　鋭敏になった五感が拾った、ともすれば見み逃のがしてしまいかねない僅わずかな違い和わ感かん。

　それは、殆ど勘かんと言って差さし支つかえない何かの兆きざし。

　空間内はドラゴンの炎によって凄まじい気温と化している。

　何もかも焼かれ、プラズマで吹き飛ばしたため匂においを感じることも難しい。

　そして、今いま尚なおガラガラと崩落している瓦礫の振動で、たとえ近づく者の足音があったとしても聞き分けるのは困難。

　にもかかわらず、背筋がゾワっと総毛立った。

　優愛が、必殺の一撃を今まさに自分にぶち込もうとしているということが分かった。

　反射的に体を捻ひねっていた。

　それとほぼ同時に、グァシャ、と。

　顔面に硬かたく重い拳こぶしが打ち込まれた。

「てっ……」

　殴られた勢いでグルンと回転し、着地し、飛びすさった。頬が砕け、歯が折れ、首が思い切り捻られたものの、致命傷にはならず即座に再生。

「っぶねー！」

　たっ、と後方へ跳躍しながら、慧はなおも余裕たっぷりに優愛の攻撃を評価する。

「あぶねーあぶねー。狙そ撃げきの直後に、接近戦に切きり替かえて来たか……」

　言いながら、優愛の顔を思い出して（なんて血の気の多い奴やつだ……）と独りごちる。

「流石さすが、だな」

　慧がそう評したのは、アストレアの魔ま法ほう技術と、それを駆く使しした優愛の戦術についてだ。

　魔法技術とは、天下のアストレア軍の透とう過か防ぼう壁へきのことだ。姿は見えず、移動する音さえも聞こえず、普通の人間ならば今の一撃で頭蓋骨を粉砕されてあの世行きだったに違ちがいなかった。

　だからこそ、優愛が動どう揺ようしているということが手に取るように分かる。本来ならば、今の一撃で決着がついていたはずなのに。

　慧は、その必殺の一撃を間かん一いつ髪ぱつとはいえ避よけた。

　殆ど奇き跡せきか、悪あく魔ま的てきな勘としか表現しようのない刹せつ那なの反射によって。

　姿を消したままの優愛に向かって、慧は告げる。

「なんでだ、って思ってるだろ？　不意打ちの狙撃で一発殺した時点で、即座に仕し掛かけられた接近戦に対応できる奴はそう多くない。しかもアストレア軍直伝の透過防壁で君の姿は見えない。必殺の一撃を回避する方法は、俺にはないはずだった」

　言いながら、慧はバチリと槍を生み出して握にぎった。

「残念だったな、相手が悪くて。確かに君は魔法使いとしては一級品だが、まだまだ、トップガンと殺り合える器うつわじゃないって、今、はっきり分かったよ」

　く、っと慧は体の向きを変えて、予備動作なしのクイックモーションで持っていた槍を投げつけた。

　ドッ、と。何かに槍が突き刺さる音が空間に響き、バチリと魔力が弾はじけ飛ぶ音が聞こえた。

「がはっ、な……んで……」

　魔法による透過防壁を失った優愛の姿が現れる。

　和風の装束だった。

　元は、葵と同じくアストレア軍標準の濃のう紺こんの軍服。それを着物風にデザインし直したような恰好で、頭とお尻しりに、それぞれ狐きつねの耳と尻尾がついている。

　そして、その可愛らしい恰好の胸むな元もとに槍が深々と突き刺さり、胸元と口から大量の鮮せん血けつを溢あふれさせている。

「君が近づいた瞬間、大気の流れと音が変わるんだ。普通の魔法使いじゃ気づけないだろうが、俺おれは気づく」

「嘘うそ、です……、ちゃんと風下から……」

「ああ。風上から近づいたら俺じゃなくても気づくだろうな。君は言う通り、風下から近づくことでなるべく接近を俺に悟さとらせないようにした。だけど……裏を返せばその戦術は、教科書通りなんだよ。風下からだろうが、人が一人近づけば大気の流れは変わる。トップガンか、それと同等クラスの魔法の使い手なら、そこまで感じ取って対応してくるぞ。そして君がいる方向と距きよ離り感を測るのに決定的だったのがもう一つ、音って言っただろ」

「お、と……？」

　優愛は、自分の手で胸に突き刺さった槍を引ひき抜いた。慧に負まけず劣おとらずの速度で、負った傷が超ちよう速そくで再生する。しかしその表情には完かん璧ぺきに作戦を破られた動揺が広がっている。透過防壁を失ったことで、その心しん拍ぱく数すうや筋肉の硬こう直ちよくさえ、慧には手に取るように伝わった。

「ああ、音だ。君が隣となりに立った瞬間、今まで壁を反射してそっちから聞こえていたはずの音が、君の体に遮さえぎられて聞こえなくなった。君自身の音は魔法によって消せていたけど、君がいなければ俺の耳に届くはずの音も同時に消えていた。それで、君が近くにいるということが分かった」

　勘とも言うべき天てん啓けい。それによって総毛立った瞬間は、ほとんど体が勝手に動いたというレベルの反射だった。だがその直後、どうして自分が優愛の接近に気がつけたのかを理解していた。

　それこそが、音だった。

「まあ、アストレアの透過防壁は魔法技術としてはきわめてクオリティは高いんだけど、強敵相手の一対一の勝負じゃ無駄に魔ま法ほう素そ子しを消費するだけになり兼ねないから、使い方は気をつけたほうがいいぞ」
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「じゃあ、私は、接近戦に切り替えずに、狙撃を徹てつ底ていしてれば……」

「いいや。得意の接近戦でとどめを刺そうとしたのが裏目に出たと思ってるんだろうけど、狙撃にしようが俺は避けてるよ」

「で、でも、狙撃の場合は先ほど仰おつしやった、音で方向と距離を測る技は使えないはずです！　ライフルの弾丸は音よりも速く標的に届きますから！　どうやって避けるって言うんですか……」

「避けるって言うか、無効化する、って言うのが正しいかな。さっきは接近戦に切り替えて来たから発動しなかったけど、狙撃を一発食らった時点で、二発目の狙撃を食らわないように防ぼう御ぎよプログラムを仕込んでた。試ためしに、一発俺に撃ち込んでみ？」

「銃じゆう撃げきを、と言うことですか？」

「ああ。別にライフルじゃなくてもなんでもいいから」

　優愛は、言っている意味が分からないという怪け訝げんな顔で、懐ふところの拳けん銃じゆうを取り出すと、慧の顔面めがけて引き金を引いた。

　ダンッ！　と。

　その弾丸が慧の頭にぶつかった瞬間、バチリ、と火花が散って弾丸が消失した。

「は!?」

　その現象を見て優愛は驚きよう愕がくする。

　それに対して、慧は余裕の表情で告げる。

「俺に触ふれた弾丸を全すべてプラズマ化させてエネルギーのベクトルを散らすコードを走らせてる。この魔法を使うと魔法素子を損そん耗もうさせるから普段はあんまり使わないんだけど、これを発動してる間は、理論上どんな狙撃も俺には通用しない。ちなみに、このコード俺のオリジナルな上に先輩以外の誰だれにも教えてない技だから、他言無用だぞ？」

「なっ、……な、なっ」

　優愛は、ぺたりとその場にへたり込んだ。

「ちょ、ちょっと待ってください……弾丸に触れた瞬間、化学状態と力学ベクトルを同時に書かき換かえる……？　一体その処理だけで何千行分のコードになるんですか……。し、しかもそんな長文コードをカウンターで走らせたとしても、弾丸があなたに触れてから読み込むんですよね？　魔法素子がコードを読み込んで魔力を発生させて、プラズマ化現象を顕現させるまでのタイムラグで、間に合うわけが……」

「ああ。普通、日本人が使ってるヤマト式や、君らが使ってるハルモニア式言語じゃ間に合わないだろうな。だから言っただろ。俺のオリジナルだって」

「お、オリジナルって、……オリジナル言語ってことですか!?」

「ああ」

　魔ま法ほうには、言語がある。

　慧の言うヤマト式やハルモニア式というのは、世界でも特に利用者の多い汎はん用よう的てきな言語のことだ。

　魔法は、プログラムの書き方を間ま違ちがえれば、容易に　爆発事故などを引き起こす。

　だからこそ利用者の多い言語で書かれた魔法はそれだけ安全確実に効果を期待できるということになる。

　一方で、慧が使用したプラズマ化の魔法は、慧が自分で作った言語で書いた完全独自のプログラムということになる。

「オリジナル言語を、一いつ切さい破は綻たんさせずにそれだけ連続使用して……あ、ありえない……」

「多分だけど、俺が作った言語より発動までのタイムラグの少ない言語は、世界中探しても存在しないと思うぞ。先輩も言ってただろ、俺の言語は見やすくて綺麗だって。簡素なコードを書くってことは、それだけ魔法素子に読み込ませてから現象を発動するまでのタイムラグが少ないってことだからな」

　そこで、とっ、と。優愛の背後で足音が響ひびいた。

　現れたのは、葵だった。

「わかったかな、優愛ちゃん。慧くんがトップガンに相応しい魔法使いだって」

「と、トップガンどころか……世界中でも十指に入る実力者なんじゃ……」

「そうだよ。慧くんはね、すっごい魔法使いなんだよ」

　コクリと、優愛は頷うなずいた。

　頷かざるを得ないと言う表情だった。

　引き結んだ口元に、自らの敗北を認める感情が滲にじみ出でていた。

　そもそも次元が違った。

　優愛の魔ま法ほう戦せん闘とう技術は、あくまでも既き存そんの魔法を人よりも上手に使えるというレベルだ。もちろん、それだけでも以前慧が倒たおした男と比ひ較かくすれば圧あつ倒とう的てきに上位の実力者であることは間違いなかった。

　しかし、これが慧と優愛の差となると、また別の次元の違いがある。

　優愛は、既存の魔法を使うのが恐おそろしく上手うまい少女だった。

　それに対して、慧が使用しているのはそもそも既存の魔法ではない。

　かつ、普通まだ世界中の誰も生み出したことのない魔法というのは、得てして失敗する。暴発し、爆発事故などを起こしてしまい兼ねない。そうした事故が魔法犯罪として扱あつかわれるため、基本的には既存の安全性が確かく認にんされている魔法以外は非合法なものとして扱われる。

　魔法の安全性に関しては、日夜東京やアストレアの研究機関が実験を繰くり返かえしており、個人のレベルで開発した言語を安全に使うというのはほぼ不可能に近い。




　だが、慧はそれを可能にしている。自分で作った言語を運用し、東京やアストレアといった研究機関の検査にかけもせずに、一いつ切さいの失敗をせずにノーリスクで連発している。

　優愛のように、魔法に詳くわしいものであればあるほど、そのあり得なさがよく分かる。

「どうだ、俺の凄すごさが分かったか。分かったら俺のことを先輩と呼べ」

　優愛の傍そばへ歩いていき、胸を張って告げる。しかし優愛はふてくされたように俯うつむいて、そっぽを向いた。

「優愛ちゃん。これから一いつ緒しよに働くんだから、仲良くしないと」

「な、仲良くって……そんな幼よう稚ち園えん児じじゃないんですから、」

　すかさず、慧が茶々を入れた。

「へえ。幼稚園児にできることもできないのか」

「うっ……。こ、これから、いろいろ教えてください。宜よろしくお願い致いたします」

「先せん輩ぱいは？」

「せん……、鳴海さんっ！　宜しくお願いします！」

　やけくそ気味に叫びながら、優愛は乱暴に手を差し出して、慧の手を掴つかんだ。

「まあ、よし」

　力強く握あく手しゆする。

　その様子を見て、葵が嬉しそうに笑う。

「よかったあ。これで二人とも仲良しになれるねっ」

「「いや、それはないです」」

　二人の声が重なった。一いつ瞬しゆんだけ目が合うが、次の瞬間には優愛はふんとそっぽを向いてしまう。

　けれど、そんな優愛を見つめる葵の表情は相変わらずいつも通りの菩ぼ薩さつのような笑えみ。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。きっと、優愛ちゃんもそのうち慧くんの良さに気がつくから」

「そうですかねえ……」

　目も合わせたくない、という優愛の態度を前にして、慧としては珍めずらしく、葵の言葉に素す直なおに頷くことができなかった。







３　ダンジョンで大暴れするニート







　川沿いの喫きつ茶さ店てんに、慧けいと優ゆ愛あの姿があった。

　二人とも、ぶすっと唇を尖とがらせた顔でもくもくと食事を口に運んでいた。

「そうだ、優愛、君、ニンジン食べたそうだよな」

　そう言って、慧は自分の皿にあるニンジンを優愛の皿に押おしつけようとする。

「なんですか藪やぶから棒ぼうに」

　すかさず、優愛は自分の皿をさっと取り上げて、慧が差し出してきたニンジンを躱かわした。

「いや、なんか、お前がニンジン食べたそうにしてるように見えたから」

「何勝手に人の嗜し好こう性せいを操ろうとしてるんですか。ただでさえ向さき坂さか中ちゆう尉いに言われなきゃ顔も見たくない相手と昼食を摂とるなんていう苦行を強しいられてるんですから、これ以上あたしを苛いら立だたせないでください」

「それはこっちの台詞せりふだバカ野や郎ろう。何が悲しくて働かなくていいって国から認められてる引きオタニートの俺が、平日の昼間っから外でお前なんぞと飯食わなきゃいけないと思ってんだ」

「嫌いやなら断ればいいじゃないですか」

「断ったに決まってんだろ！　いくら先輩のお願いとは言え、部下と仲良くしてあげて欲ほしい、なんてお願い、断るに決まってるだろうが！」

「じゃあなんでいまここにいるんですか」

「ぐっ……」

　慧は、苦い顔で真相を口にしようとする。

「いいか、お前が早く一人前になってくれねーと、……先輩は、」

　そこまで話して、慧は口を噤つぐんだ。

　――早く一人前になってくれねーと、先輩は忙いそがしすぎて俺のプロポーズを受けてくれねーんだよ。

（言えるわけがねえ）

　硬直する。喉がきゅっと縛しばり付つけられ、顔が赤くなる。

　葵あおいには言えたのに。その葵との関係を人に話すとなると、できない。

「先輩は？」

「……いや、なんでもない」

「なんなんですか！」

「なんでもねーよ！　とにかく、俺は今、一時的に、先輩のお願いを断れない立場なの！」

　優愛は、真相をはぐらかされた事に対する不満を全面に押し出してこちらを睨んでくる。

「よく分からないですが、ニンジンは食べません。自分で食べて下さい」

「えーっ。融ゆう通ずうの利きかない奴だなあ。そんなんじゃ先輩みたいになれねーぞ」

「なんであたしが文句言われなくちゃいけないんですかっ。好すき嫌きらいは良くないですよ。特に、ニンジンは栄養価高いんですから」

「その理り屈くつで言うと、栄養価の低い食べ物は残していいってことか」

「そんなことは言ってません、ただ、」

「なんと言われようと、俺はニンジンは食わん」

　断固とした決意。優愛は呆あきれた顔で溜ため息いきをつく。

「世界トップクラスの魔ま法ほう使つかいなんですから、味覚を誤ご魔ま化かすとかいくらでもやりようあるんじゃないんですか？」

「なんで俺がニンジンごときのためにわざわざ貴重な魔法素子を消費しなくちゃいけないんだ」

「そこまで嫌いなんですか!?　……じゃあランチセット注文した時にニンジン抜ぬきでって言えばよかったじゃないですか」

「言い忘れたんだよ、そもそもわざわざ俺の好みを口で伝えなきゃいけねえような店に普ふ段だん入らねーし。大体、俺の好みは全部政府のデータベースに登録してあるのに、トップガン様の好き嫌いさえ把握できてないこの店が悪い。潰つぶれればいいのに。っていうか潰してやろうかな」

　そう。

　ニートで引きこもりの慧が外食をするときは、大たい概がい、葵が何かしらの記念日だとこじつけて予約した店に行くときくらいだ。そういうときには、店側もトップガンたる慧をもてなすために慧の情報を仕入れているし、葵も手を回しておくために、わざわざ慧が店に好みを伝えることはない。

　しかし、葵のお願いでできるだけ優愛に同行してあげるように言われて偶ぐう然ぜん入った店では、当然、そこまでの気配りができない。

「態度デカすぎません？」

「いーんだよ、事実として偉えらいんだから」

　慧の横おう柄へいな態度を前にして優愛はどんどん仏ぶつ頂ちよう面づらになっていく。

「なんだよ、ニンジン食べるか？　トップガン様からありがたーいおこぼれを頂ちよう戴だいできるんだぞ？　すっげー贅ぜい沢たくだぞ？」

　フォークで突き刺してあーん、と突き出す。

「やめてください、いりませんよ！」

「でももったいないだろ？　そうだ、先輩はニンジン好きだぞ？　こんな時、先輩だったら優やさしく笑いながら少し困った顔で「もう、仕方ないなあ」って言いながら俺の分のニンジンも食べてくれるんだけどなあ。向坂中尉に憧あこがれてるならこういう時にどうするべきかなあ」

「う、ぐ……。ぱ、パワハラで訴うつたえますよ」

「残念ながら、この国にはトップガン様を裁ける司法は存在しないんだよなあ」

「なら、アストレアに持ち帰って国際問題に発展させますよっ」

「確か、今朝のニュースでアストレアの国際法ほう廷ていは世界中の魔法犯罪を裁く日程が詰つまってて、一年後まで見通しが立ってないって言ってたなあ。そんなパワハラなんつーちゃっちい案件受け入れてくれるかなあ」

「ぐううううううううううううううう！」

　優愛が、両手を握りしめて奥おく歯ばを噛かみ締しめ、ブルブルと震ふるえながら涙なみだ目めで慧を睨みつけてくる。

「鳴なる海みさんは、最低のクズ男です！　人間の風上にも置けない、インフルエンザウイルスよりも害悪そのものな存在です！　ニンジンを喉に詰まらせて死んでしまえばいいんです！」

「おー、なんとでも言え。殺せるもんなら殺してみろ。先輩以外に俺のことを殺せるやつを連れてこられたらの話だけどな」

　そう言って、慧は容よう赦しやなく優愛の皿にニンジンを押し付けた。

　優愛は閉口しながらも、ぎらりと反はん抗こう的てきに瞳ひとみを光らせて慧を睨む。

「そうやって余裕をかましてられるのも今のうちですよ、鳴海さん。予言してあげましょう、きっと近い将来、鳴海さんは中尉に捨てられて路頭に迷うことになるんですからね」

「どうだかなあ。先輩、俺のこと大好きだからなあ」

　その途と端たん、優愛は不敵な笑みを浮うかべる。

「ふっふっふ、今に見ていてくださいよ。あたしが考え出した【向坂中尉を振ふり向むかせる作戦】が完かん遂すいすれば、鳴海さんは中尉から捨てられてしまうんですからね！」

「なんだそのクソダサいネーミングの作戦は」

「簡単なことです。クズでニートで最低男な鳴海さんのダメダメさに気づかせて、あたし、戸と鞠まり優愛の魅み力りよくを中尉に認にん識しきしていただくことで、鳴海さんに夢中になっている状態から改心していただき、あたしと中尉が幸せな人生を歩む薔薇ばら色いろな作戦です」

「それは、具体的に何をする作戦なんだ」

　優愛は、途端に嬉しそうに笑みを浮かべて、胸元に手を当て、得意げに演説モードになる。

「ふふふふふっ！　よくぞ聞いてくださいました！　まずは先輩への朝のモーニングコールから始まり、毎日の朝ごはんの準備とお弁当の準備で胃い袋ぶくろをがっちりキャッチします！　オススメのメイクアイテムをプレゼントして乙おと女め心ごころも完璧にキャッチアップ済みです！　それから中尉は真ま面じ目めな方なので、いつも外出時には服装がフォーマルで単調になりがちだと悩なやんでおいでですから、朝のファッションチェックも一緒にやってます！　私も当然仕事がありますが、合間を縫ぬってクリーニングに行ったり自動掃そう除じ機きの状態をチェックしてますし、お帰りの時間に合わせて夕食も作ってます！　ご多た忙ぼうですので夜はお風ふ呂ろで背中を流してあげて、アロマの湯船でゆっくりしていただいたあとはマッサージまでこなしてます！」

「あのさ、お前、軍人として一人前になるために日本に配属されたんじゃなかったっけ？」

　どう聞いても特とく殊しゆ部隊の軍人ではなく、小間使いの仕事内容だ。

「じゃあ鳴海さんはちゃんとお誕生日とかクリスマスとかに中尉のことをお祝いしたりしてあげられるんですか!?　デートの計画とか旅行の計画を立てたりできますか!?　好きな花を知ってるんですか!?」

「いったいお前は先輩の何になろうとしてるんだよ」

「鳴海さんこそ中尉の何になろうとしてるんですか！」

「えーっと、……ヒモ、かなあ」

「ここでぶち殺してもいいですか」

「やれるもんならやってみろ」

　食後のコーヒーを飲みながら、慧は優愛に尋たずねる。

「大体さあ、お前、先輩のどこが好きなの」

「え？　だから言ってるじゃないですか、中尉は私の憧れの存在で、」

「いやいや、それは出会いのエピソードの話だろ。そうじゃなくて、なんて言えばいいんだ、個人として？　好きな部分とかないの？　この仕草が好きとか、声が好きとか」

　優愛は、二秒ほど考えて、真顔で言った。

「え、胸ですかね」

「胸？」

「胸です。憧れの存在です。中尉の愛と包容力の象しよう徴ちようです」

「…………お前、最低だな」

「なんでですか!?」

「いやいやいや、もっと他に色々あるだろうよ黒くろ髪かみとか白い肌はだとかすらっとしたスタイルとか！」

「髪かみなんて染めればみんな黒くなりますし、肌だって魔法でいじればどうにでもなりますよ！」

「それ言い出したら胸だって魔法でどうにかなるだろ……」

「胸と身長は魔法でどうにかしたら負けた気分になるからダメです。鳴海さんのニンジンと似たようなものです」

「お前、実はめちゃくちゃワガママだな……。つーか胸に憧れてる奴に先輩が振り向くイメージが全く湧わかねえんだけど、お前のその振り向かせる作戦、企き画かく倒だおれしてねえ？」

「そんなことありません！　あれもこれも全て、魔法の勉強の一いつ環かんです！　優すぐれた魔法使いの生活をサポートすることで優れたプログラムが書けるようになるんです！」

「一体どの辺に優れたプログラムに繋つながる要素があるのか全くわかんねーよ。それに、」

　一瞬、言って良いのかどうか躊躇ためらったものの、結局慧は、思いついたことをそのまま口にする。

「先輩は、プログラムを書くセンスは壊かい滅めつ的てきだぞ？」

「へ？　そうなんですか？」

　優愛は、驚おどろいた様子で慧の顔をまじまじと見る。フォークに突つき刺していたハンバーグがぽろりと落ちる。

「ああ」

「う、嘘です。だって、中尉は数々の新しい魔法を生み出していて、世界中の魔法研究の大家から天才と呼ばれているんですから、」

「いやあ、確かに新しい魔法を生み出すことに関してはあり得ないほどにずば抜けた才能を持ってると思うけど、こと、プログラムの記述コーデイングスキルに関しては、変態的にめちゃくちゃでそのままじゃとてもじゃねーけど実用化できねえもんばっか生み出してるぞ？　すげえ魔法を生み出してるのも確かだけど、同じくらい糞くそ味み噌そなもんも大量に生み出してるからなあ」

　そう言って、慧は、葵が過去に書いたプログラムの一部を見せる。

「ほら、これとか」

　端たん末まつを受け取った優愛は、それを見て困こん惑わくした表情を浮かべる。

「なんですか、この、無む駄だに長い幼稚園児のラクガキみたいなコードは……」

「だから、先輩が書いたコードだってば」

「嘘です！」

　だんっ、と優愛が机に拳を打ち付ける。

「あんな、容よう姿し端たん麗れいで聖母のように優しくて同じ女のあたしから見てもどきっとするくらい綺き麗れいで可愛かわいくて愛らしくてよく分からないけどお花畑みたいな良い香かおりのする中尉が、こんな自じ称しよう吟ぎん遊ゆう詩し人じんの書いた毒にも薬にもならない寒気のする詩みたいな読みにくいコードを書くわけないじゃないですか！　こんなの同じ現象を発動させるのに五行もあれば十分ですよ!?」

「いや、事実なんだが……っていうかさ、お前、普ふ段だん先せん輩ぱいがずーっとコードを弄いじくり回してるの、あれ、なんでだと思ってるんだ？」

　問いかけられて、優愛は、はてと首を傾かしげる。

「確かに、無駄にデスクワークが多いなと思ってましたけど……」

「あれ、自分が書いたプログラムを読み直して書き直してるんだぞ」

「なっ……！」優愛は、絶句する。「ど、どういうことですか!?　なんでそんな昔の労働環かん境きようが劣れつ悪あくだった頃ころの日本みたいな、窓まど際ぎわで表計算ソフトを延々開いては閉じてを繰り返すような非効率的業務を!?　自分で書いたコードを読み直して書き直す!?　なんで!?」

「そりゃあ、汚きたなすぎて自分で自分のコードを読んでも理解できないからなあ、先輩の場合」

　慧は、別のフォルダに保存してあったプログラムを見せる。

「先輩が、幼い頃に書いたプログラム。これな、完全に魔法研究の分野ではオーパーツ扱いされてるからな」

「オーパーツ？」

「ああ。当時まだ四歳さいとかだった先輩がめちゃくちゃに書いたコードが、実はまだ世界に存在してない魔法の一部だったりするんだよ。ただ、あまりにも難解で複雑過ぎて、書いた本人も理解できないっつーことになっちまってて」

　優愛は、慧に見せられたコードを見て固まった。

　そのとき、川岸のウッドデッキをこちらに向かって歩いてくる黒髪の少女が、慧を見つけて手を挙げた。

「お待たせー」

　パタパタと、駆かけてくるのは話題の中心人物、葵だった。

「二人して楽しそうになんの話してたの？」

「先輩のおっぱいの話をしていました」

「えっ!?」

　にこやかだった葵の顔が、途端に日に焼けたみたいに真っ赤に染まった。

「し、してませんよ！」

　優愛が必死に誤魔化そうとするので、あえて追い打ちをかける。

「してただろうが。愛と包容力の象徴なんだろ？　それに良い匂いがするって、」

「鳴海さん！　た、確かにそういう話はしましたけれども！」

「してたの!?」

　羞しゆう恥ちで泣きそうになっている表情で葵に詰め寄よられた優愛は、しどろもどろになりながら弁明する。

「え、ええっと、いえそうではなくてですね、その、あたしの気の迷いというか、久々の東京で疲つかれてると言いますか、」

「そ、そうだよね、慣れない環境で、私みたいな頼たよりない上官の下で任務を命じられるなんて、疲れて当然だよね……。ごめんね、私、全然気づかなくって」

　なんだか面おも白しろいことになりそうだ、という至って短たん絡らく的てきな好こう奇き心しんで、慧は火に油を注ぐ気分で笑いながら言葉を挟はさむ。

「先輩。こいつは母性に飢うえてるんです。抱だき締めてあげたら喜ぶと思います」

「そうだったんだね、優愛ちゃん」

「ち、ちが！　違います！」

「遠えん慮りよしなくていいんだよ！　私はダメな上司だからこのくらいのことしかできないけど！」

「中尉はダメじゃないですううッ！」

　ぎゅっと、葵が優愛の小こ柄がらな体を引き寄せて抱き締める。葵が柔やわらかく腕うでを回して優愛の頭を優しく撫なでた。

「ど、どう……？　落ち着いた？」

「あ、あわわわわっ……じゃ、ジャスミンの香りがします……、じゃなくてっ」

　葵の羞しゆう恥ち心しんが伝でん播ぱしたみたいに同じように真っ赤な顔で、優愛はぐいっと葵の体を押しのけると、声を荒あららげる。

「任務の話をお願いします！　そのために、ここに呼んでいただいたんですよね!?」

「あ、そうだった……」

　我に返って、葵はこほんと咳せきをする。




「二人にお願いしたい仕事があってね。早さつ速そくで申し訳ないんだけど。今夜動いてもらう必要があったから早く話をしなくちゃって思って。それで今日の仕事場の近くに呼びつけちゃったの、ごめんね」

　そう言うと、葵は持っていた鞄かばんに手を触れると魔法を発動した。

　鞄に予あらかじめセットされていた回路と魔法素子によって発動した魔法が、簡易的なダンジョン化魔法を発動。空間を変質させる。三人の会話が外へ漏もれないよう、周囲に防音層を形成。盗とう聴ちよう器きなどが仕掛けられていないか探査しつつ、あらゆるデータ通信を暗号化する情報防ぼう壁へきを展開した。

　簡易的な会議室を形成する魔法だった。

「急で申し訳ないんだけど、今夜向かって欲しい現場があるの。この前渋しぶ谷やで起きたみたいな、大勢の人を集めて殺し合いをさせるっていうゲームが、都内のあちこちで発生してるっていう情報を掴んでね。都内に派は遣けんされてる諜ちよう報ほう部隊からの情報で、その殺し合いゲームの裏側に、私たちアストレア軍が追いかけてる大規模な魔法犯罪ネットワークが拡ひろがってるらしいってことが分かりつつあるの。目的は、魔法素子の原料になる人の遺伝子を大量に入手するため。で、今日、そのネットワークに絡からんでそうな重要なゲームが行われるって情報を掴んだの」

「それは、俺たちでいいんですか？」

「大人数で行っても怪あやしまれるからね。優愛ちゃんにも、実際の魔法使いとの戦せん闘とう経験を積んでもらいたいし、慧くんと一緒なら安心だから。それに……慧くんも、きっと行きたいって言うと思って」

「と言うと？」

　葵は、透すき通とおった氷の刃やいばを思わせる真しん剣けんな表情で、慧の方を見た。

「いま、都内でそれらのゲームを取り仕切っている人物……ウィリアム・キングが、今晩現れるらしい、って」

「……なるほど」

　かつて、慧の商売を利用して邪じや魔ました人物。

　あれ以来、その名前を聞いてはいなかった。

「そいつが、まだ都内で暗あん躍やくしてるってわけですか」

「うん」

　つまり、ウィリアムを捕つかまえてぶちのめさない限り、先輩の仕事は減らないどころか増えていく一方になる。

（逆に言えば、ウィリアムの野郎をふん捕づかまえてぶちのめせれば、先輩が俺おれのプロポーズに答えてくれるかもしれない可能性が出てくる、かも）

　そんな慧の思考を知ってか知らずか、葵は不意に微笑ほほえんで言った。

「それに、最近、二人とも仲良くなって来てるみたいだし、ここらで一緒に任務を遂すい行こうして、一気に距離を縮めて欲しいなって」

「「それはあり得ないですね」」

　二人の声がハモる。

「うん、やっぱり息ぴったり。これなら大だい丈じよう夫ぶっ。何にも心配いらないね！」

「俺は時々先輩のそのどこから出てくるのか全くわからないポジティブさが心配になるときがあります」

　そんな慧のぼやきは、「それで、任務の詳しよう細さいなんだけど、」と楽しそうに資料を取り出す葵の耳には届かない。
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　東京都内にあるとは思えない洞どう窟くつに、慧の姿があった。洞ほら穴あなの天てん井じようは高く、横よこ幅はばも広く、歩いても歩いても先が見えない。入った時間は間違いなく夜だったが、昼間に入ったとしても太陽の光一つ届かないであろうと窺うかがえる暗くら闇やみ。時折、ぽつぽつと淡あわい光を放っている苔こけがあり、それ以外には一切の光源が存在しない。

　魔法によって構築されたダンジョンの一種だった。

　それも、渋谷のビルに作られたような単純なものではなく、模も擬ぎ戦を行ったお台場の訓練施し設せつに作られたような、精せい緻ちで大規模なダンジョンだった。

「こりゃあ、ひょっとしたらお台場のあの訓練施設より広いかもしれねえな」

《これだけの規模のダンジョンを隠かくして作るなんて、確かに、国外も含ふくめた大規模な魔法犯罪者ネットワークの資金が流れ込んでるのは間違いなさそうですね》

　魔法による無線通信テレパスの先から飛んできた声は、優愛のものだ。

　今回は、渋谷のときのような突とつ入にゆうと違ちがい、殺し合いゲームの参加者として潜せん入にゆうすることになった。行われるゲームの会場といい人数といい、規模が倍以上も違う。その上、いつウィリアムが姿を見せるか分からないため、潜入という手段をとることにした。

　ダンジョンへの入り口は、一人ずつしか入れないようになっており、優愛とは別行動を強いられていた。諜報班が発見した入り口は複数あり、そのうちの一つに慧が入った瞬しゆん間かん、魔法によって壁かべが現れ、閉ざされてしまったためだ。

　慧は、少女の恰かつ好こうに身を扮ふんしていた。

　トップガンである慧は、そのままの姿で現れれば警けい戒かいされる可能性がある。渋谷のときは無む警けい戒かいの相手だったが、今度もそうとは限らない。そのため魔法で髪や表情、骨格や肉付きを僅わずかに変化させて、女性然とした恰好で正体を隠していた。




　発達した五感で洞穴の先を探さぐりながら進む。

「とにかく、優愛と合流しねえと……」

　幸い、アストレア軍の無線通信テレパスのお陰かげで優愛とは会話ができるし大まかな位置も把は握あくできている。ただし、ダンジョンの全ぜん貌ぼうは分からないため、ざっくりとした方向感覚だけを頼りに進んでいくしかない。

　不意に、目の前でバチリと火花が爆はぜた。

　魔法が発動する気配を察知し、身構える。

　目の前に人ひと影かげが現れた。

《鳴海さんっ》

　その優愛の声の調子で、彼かの女じよが言おうとしていることが読めた。

「そっちにも、現れたか」

　互たがいの目の前に現れた謎なぞの人物。その見た目の異様さ。

　魔法によってキメラ化した男だ。

　口元にあるのは、明らかに人の口ではなく鳥の嘴くちばしだった、マジシャンのようなシルクハットを被かぶっており、顔の右半分は爬は虫ちゆう類るい、左半分が毛深い猿さるのもの。纏まとっている燕えん尾び服ふくは一見して普ふ通つうの人間のサイズのものだが、脚あしが一本しかなく、革かわ靴ぐつの代わりに奇き蹄てい類るい独特の蹄ひづめのついた脚が見えた。

　見たことのある症しよう状じようだった。

　意図的に、そんな動物のパーツを継つぎ接はぎにした体になりたいと思う人間はそうはいない。

　恐らく魔法生物を召しよう喚かんする魔法で、プログラム上のミスによって暴発し、その暴発に巻き込まれた。表の社会には決して出てこない軍事技術にまつわる魔法の実験に巻き込まれ、失敗作として廃はい棄きされたのであろう存在。闇やみ世界でしか生きられない存在。

　望んでそうなったのかどうかは、なぜか浮かべている愉ゆ悦えつの表情からは想像できず。

「レディース＆ジェントルメン、新月の夜の宴うたげにようこそ！」

　くわっ、と。キメラの男は嘴を裂さけんばかりに開いて愉たのしそうに叫さけぶ。

「このダンジョンにいる者たちは、誰だれもが訳あって陽の目を見ることができなくなった者たち。そう、いわば仲間！　友！　運命共同体！　まずはこの出会いに感謝の盃さかずきを私からお送りさせていただきたい！」

　その声は、寒気を感じるほどに不気味で、それでいて酔よっ払ぱらっているのかと思うほどに軽けい妙みようだった。しわがれていて、老人のものとも若者のものともつかない声であり、そのくせに、その声質とは不ふ釣つり合あいなほどにしっかりと訓練されている滑かつ舌ぜつの良さ。聞きたくもない汚い音でありながら、嫌でも言葉の意味を理解させられる不ふ愉ゆ快かいな話術。

　そして、バチリ、と。突とつ如じよ目の前にグラスが浮かび上がり、そこに男の手によってなみなみとシャンパンが注がれた。

　このダンジョンに集められた人数は、軍の諜報部隊が観測しているだけでも百名を超こえるという情報が慧の元には入っている。

　渋谷区の十数名の殺し合いと比較すると圧倒的に大規模。

　それぞれが別々の入り口を指示されるため、一いち堂どうには会かいさず。そしてそのそれぞれの前に、この男は現れている。恐おそらくは魔ま法ほう技術を用いた拡張現実映像に違いなかった。

　その証しよう拠こに、男の目は慧の方を見ていないし、慧の動きを全く意に介していない。記録映像を垂れ流しているのと同じで、現れた男にはこちらを認識する機能がない。
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「乾かん杯ぱい！」

　そう叫んで、キメラの男は、自らのグラスにもいつの間にか注がれていた液体を飲み干した。

　慧が黙だまったまま口をつけずにいると、宙に浮いていたグラスがふっと力を失ったように落下し、ぱりん、と切ない音を立てて、中身をまき散らしながら砕くだけた。

「それでは、初めての方もいらっしゃるだろうから早速ルールを説明させていただこう。巷ちまたでは殺し合いゲームなるものが流行はやっているらしいが、私が主しゆ催さいさせていただくこのゲームはそんな物ぶつ騒そうなものではない。ここにいる皆みな様さまは運命共同体。そんな運命を打うち砕くような真似まねを私はしたくありませんので、殺しあっていただく必要性は、全くない」

　コホン、と咳をして、続ける。

「ルールは簡単！　このダンジョンには金銀財宝が隠されている！　それをつかめば皆様は再び陽の当たる世界に戻もどることができる！　みなさんには、隠された宝箱を探して頂く！　ただし、このダンジョンには宝箱と同時に無数のモンスターが放たれており、そのモンスターたちから逃にげて、夜明けまで生き延びなければならない！　みなさんのミッションは、宝探しと鬼おにごっこ！　このたった二つだけ！　とっても単純！　まさにシンプル・イズ・ザ・ベスト！」

　男が説明したゲームのルールを聞いた慧は、胸中で得心する。

（なるほどな）

　冒ぼう頭とうで、キメラの男が言った言葉。

　このダンジョンにいる者たちは、訳あって陽の目を見ることができなくなった者たち。

　つまり、キメラの男と同じく、なんらかの魔ま法ほう事件や事故に遭あい、巻き込まれ、普通の生活ができなくなった者たち。仕事を得て、賃金を得て、当たり前の幸福を享きよう受じゆすることさえ難しい者たち。

　そんな者たちへの闇社会からの救済措そ置ち。決して後あと戻もどりできない禁きん忌きへと誘さそう禁断の果実そのものの言葉。

「モンスターたちは明け方四時に、日の出とともに消しよう滅めついたします！　それまで逃げ延のびることができた方には、ダンジョン内で手に入れた財宝は全すべて持ち帰っていただけます！　……いかがです？　やる気がジャンジャンバリバリ湧いて来ましたかあぁ？」

　ゲームの趣しゆ旨しは理解できた。

　敗北者たちの死体は、魔ま法ほう素そ子しの原料として世界中に売り捌さばかれる。

　生き残った者たちは、次の参加者を呼ぶ客寄せパンダだ。

（じゃあ、……その仕し掛かけ人にんであるウィリアムがこの場所に現れる目的は、なんだ？）

　そんな慧の問いかけに答える者は当然いない。キメラの男の姿がゆらりと陽炎かげろうのように揺ゆらめいて消えたかと思うと、ゲームの開始を告げる声だけがダンジョンに響ひびいた。

「それでは、スタートッ！」

　耳みみ障ざわりな絶ぜつ叫きようが響き渡わたる。

　それと同時に、通路の向こうから、いくつもの足音が響いてくる。参加者たちが続々と活動を開始する。

《鳴海さん》

「あん？」

《やはり、この場所の目的があたしには分かりません。単純に魔法素子の材料となるヒトの遺伝子を入手したいだけなら、わざわざゲームをさせる必要はありません。スタートの合図と同時に全員を殺せるなんらかの魔法を仕掛けておけばいいだけです》

「そうだなあ……まあ、他にも考えられるメリットがないわけじゃないが、」

　そのとき、「あああああああああああああっ！」洞窟の向こうから、甲かん高だかい絶叫が聞こえた。

「なんだ……？」

　慧は、声の聞こえた方へと駆け出す。いくつかの分かれ道があったが、五感の探査で迷わず声の方へと向かった。

　淡い光を放つ苔の傍そばで、一人の女性が蹲うずくまっている。その左ひだり腕うでが、めきめきと音を立てて変質してゆくのが慧の目に映った。

「これは……」

　女性の左腕から、バチリッ、という火花が散った。魔法が発動する。苦しそうに伸のばした左腕から無数の刃が生み出され、洞穴の壁に突き刺ささった。

「……な、なに、これ」

　女性は、息も絶え絶えになりながら、自らの腕から飛び出した無数の凶きよう器きを見て、硬こう直ちよくしている。

　その足元に落ちている物。空になったグラス。

「そういうことかっ……！」

　踵きびすを返して分かれ道まで戻った慧は、全速力で優愛のいる方角へと走り始めた。

　一刻も早く、合流する必要がある。

「実験場だッ」

《実験場、ですか？》

「ああ、このダンジョンは、魔法素子の原料である人体を入手するだけじゃない。魔法の才能のない者に魔法を埋うめ込む技術の実験場なんだ」

　最初に配られたシャンパン。あれを飲むことで、強制的に人を魔法使いに変質させる。

「軍や大学の魔法研究を行っている機関と違って、テロリストや犯罪者は、独自の魔法を開発する施設を持っていない。だから、こういう人目に付かない場所で人体実験を行うことで、自分たちの魔法の開発を進めるしかない」

　新しい魔法言語やコードを開発するには、慧や葵のような天才でもない限り、大規模な試験場が必要になる。そこで、何度も暴発や不発を繰くり返かえして、コードを書かき換かえて、一つ一つの魔法は完成に至る。

「さっきの、最初に配られたドリンクだ！　恐らく、あれに試験的に組まれたコードとゲル状回路、それに魔法素子が入ってる！　このダンジョンは、魔法犯罪者たちが自分たちの魔法を開発するための人体実験場だ！」

　そして、慧が急いで優愛と合流しようとしている理由。

「優愛！　急いで俺の方へ来い！　ウィリアムがこの場にいる目的が分かった。実験を邪魔する奴やつを一人残らず殺すためだ！」

　実験に必要なく、邪魔になる者たちがいる。

（見み極きわめるのは簡単だ。シャンパンを飲まなかった奴を片かたっ端ぱしから殺せばいい）

　そして、シャンパンを飲まなかった慧の前にウィリアムが現れていないということは。

　優愛の方に向かった可能性が高い。

　慧は走りながら魔法を発動。女装ではなく、普段の少年の姿へ。

《鳴海さん》

「なんだ？」

《申し訳ありませんが、そちらへ向かうことができません。緊きん急きゆう事態です》

「詳くわしく話せ」

《先ほど、ウィリアム・キングと思われる人物と遭そう遇ぐうしました。そして、あたしの手に負えない敵である可能性があります。……食くらった傷が治りません》

「なんだって……？」

　それは、つまり。

「ウィリアムが、俺と同じ、回復無効果魔法アンチヒールプログラムを持ってるってことか？」

《恐らく》

「マジかよ」

　かつ、優愛の手に負えない魔法の実力者。だとするならば。

　優愛が死ぬかもしれない。

「すぐに助けに行くッ！　全力で逃げろッ！」

　慧は、走りながら右手を掲かかげると、バチリ、と魔法を発動。

　槍やりを生み出すと、その先せん端たんをプラズマ化させる。自分と優愛との間にある洞穴の壁に向かって、思い切りプラズマ化させた槍をぶちかます。一直線に、優愛の下を目指して駆けた。
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　バチリ、と魔法を発動。

　優愛の頭部にぴょこんと生えた狐きつね耳みみが、普ふ段だん使用している自身の耳以上の集音能力により、驚きよう異い的てきな空間把握能力をもたらす。

　ごうっ、と突き出された拳こぶしを回かい避ひ。地面に手を突いて体を捻ひねりながら後退。お尻しりに生えた尻尾しつぽが、曲芸的な体術を駆く使しする際の体のバランサーとなる。

　優愛の恰好は、和風の装束と狐耳、尻尾。

　一見して女子中学生のコスプレ。しかしながら、アストレア軍にて開発された、体術を特化させるれっきとした身体強化魔法の一つ。

　相対する男と距きよ離りをとって、身構えた。

《すぐに助けに行くッ！　全力で逃げろッ！》

　魔法による通信で脳内に響いた慧の声。

　あれだけ啀いがみ合っていた慧の声が、今は頼たのもしくて縋すがりたくて仕方なかった。

「ちょっと、これは、本気でやばいかもしれませんね……」

　ちょうど二車線の道路くらいの広さの洞窟だった。

　天井から水すい滴てきが落ちる音が響く。苔こけ生むした岩いわ肌はだに飛び散った血液は、目の前の男が優愛とぶつかる前に殺した別の魔ま法ほう使つかいのものだ。

　二人分の死体が転がっている。その二人は、さっきまで優愛を殺そうと動いていた。だが死んだ。突如現れた第三者の手によって殺された。

　その第三者は、あたかも模擬戦で不意を突いて慧の命を奪うばった優愛の行動を再現するかのように、二人の魔法使いを殺し、同時に優愛も殺そうとした。

　だが、あの模擬戦とは大きな違いがあった。

　優愛は男の一いち撃げきを避よけることができた。それは、優愛が優れていたからじゃない。優愛が慧に放った必殺の一撃とは違い、男が優愛に放った右ストレートは、「避けてみろ」と問いかけてくるような、優愛を値ね踏ぶみする一撃だった。実際、優愛はそれを避けたが、男の拳が左ひだり肩かたを翳かすめた。

　その際、男が持つなんらかの魔法が発動し、優愛の左肩が傷を負い、出血。本来であれば瞬しゆん時じに修復されるはずのその傷は塞ふさがらず、痛みは消えず、血は流れ続けた。




　相対している男。

　優愛はこれでもアストレア軍人として様々な実力者と渡り合ってきたつもりだったが、そんな優愛でさえ、その男の底を測りかねていた。

「まさか……中ちゆう尉いや鳴海さんクラスではないと信じたいですけど……。というか、あのレベルの化け物がそんなに何人もいたら困りますけど」

　少なくとも、自分一人の手に負える相手ではなさそうだとは思えた。

　相手の容姿。金きん髪ぱつ碧へき眼がん、そしてドレッドのヘアスタイル。決して屈くつ強きようというわけではなく、むしろ優やさ男おとこ風。盛り上がるほどの筋肉があるわけではないが、しなやかで芯しんの強い体幹を連想させる立ち姿。

　それが逆に怖こわい。見るからに屈強な体で威い圧あつしてくるのではなく、底の知れない畏い怖ふを感じさせた。

　最初は、他の参加者かと思った。

　けれど、その男の目を見てすぐに、優愛の本能が違うと告げた。

　事実、トップガンや軍人などの一部の人間以外に使用許きよ諾だくの降りないアンチ・ヒール・プログラムをなぜか操あやつる実力者が、金や生活に困ってこんなゲームに参加するわけがない。ではゲームに参加する理由がない者がなぜ参加しているのか。

　答えは一つ。

　慧や優愛と同じく、ゲームをクリアして得られる報ほう酬しゆう以外の別の目的を持っているから。

　そして、治安部隊側の慧や優愛とは異なる勢力で、別の目的を持ってダンジョンにいる人間がいるとすれば……、一つの可能性にたどり着く。

　すなわち、主しゆ催さい者しやの意図通りにゲームが進むように中からゲームをコントロールする、主催者側の人間。




　魔法で痛覚を遮しや断だんしているため肩かたに負った傷の痛みは感じないが、それでも瞬時に傷が治る戦いと、傷を負ったまま振ふる舞まう戦いでは勝手が違う。

　まして、優愛が攻こう撃げきをしたとしても男の傷は瞬時に修復するだろう。回復系の魔法自体は、日本国民でなくとも戦場に広く普ふ及きゆうしている。だが男の攻撃は、被ひ弾だんすればそのまま優愛の命を刈かり取とる必殺の一撃となる。

「お前……何者だ？」

　男が、優愛に尋ねてくる。

「身のこなしといい、魔法の使い方といい、只ただの素人しろうとじゃない。お前くらいの歳でその練度で魔法を扱あつかえる人間が、世界中で数えても一体何人いるか……。なんでお前みたいな奴が紛まぎれ込んでる？」

　男はタバコを咥くわえて、紫し煙えんを燻くゆらせている。ネックレスに苔の光が当たってきらりと輝かがやいた。はだけたカラーシャツと白いジャケットに革靴。無ぶ精しよう髭ひげが野性味を演出しており、昔はいくつものヒット曲をリリースしていた元ジャズピアニストだと言われれば信じてしまいそうな垢あか抜ぬけた風ふう貌ぼうだった。

「あなたこそ、何者ですか」

「俺か？　ウィリアム・キングが今の名前だ。キングとか、ウィリーとか呼ばれてるな。どっちでも好きな方で呼んでくれて構わないぜ」

　渋しぶい笑えみを浮うかべる。女性が向けられたら、危ない目に遭うかもしれないと思ってもつい近寄ってしまいたくなるような、美しくも獣けものじみた笑み。

　けれど、先ほど他の魔法使いを殺した手口を見ていた優愛は、純然たる恐きよう怖ふしか感じなかった。思い出すだけで額に冷ひや汗あせが浮かぶ。

　男が触ふれただけで、魔法使い二人の体が爆散した。

　おそらく、男が両手につけている指輪が魔法素子でできており、触れるだけで相手を破は壊かいする魔法を発動することができる。だが、どんな魔法なのか見当がつかない。慧や葵であれば、見た瞬間に男が何をしているのか分かるのだろうが、自分にはそこまでの魔法に対する観察眼はない。

「せっかくだ、ちょっと俺と遊んでくれよ」

　男は咥えていたタバコを湿しめった壁に押おし付つけてから放ほうり投なげると、壁の温度を確かめるようにしっとりと指先を湿らせてから、優愛を見た。

（来る……！）

　殺気を感じた。迷わず、自身の体を透とう過かさせる魔法を発動。素す早ばやく立ち位置を移動する。

　今までそれを使わなかったのは、ゲームの参加者がいきなり身体透過魔法ステルスを使用したら怪しまれると思ったからだ。透過魔法は、世界中の軍・武装組織では当たり前に使われる技術だが、民間人が気安く使える魔法ではない。しかし、このままでは殺されかねない。出し惜おしみしている場合ではなかった。

　ウィリアムが、ぐん、と体重をかけて踏ふみ込んでくる。凄すさまじい速度で接近。当たり前のようにハイレベルな身体強化を自身に施ほどこしており、瞬時に距離を詰つめてくる。

（とにかく、あの両手に触れられたら体が吹ふき飛とぶ前提で立ち合わないと……！）

「オラ！」

　男が突き出した右手を寸前で躱かわす。ボンッ、と空気が破は裂れつする音が耳元で聞こえ、慌あわてて退く。

（これだっ！）

　おそらく、この破裂現象を体に直接触れられた状態で受けると、先ほど殺された他の魔法使いたちのように、体が爆ばく発はつする。

　男は、ボクシングのように左のジャブを連続で繰り出してくる。フットワークも常人のそれよりも速く、ぐいぐい距離を詰めながら優愛の行動範はん囲いを狭せばめてくる。

（嘘うそでしょ!?）

　胸中で悲鳴を噛かみ殺ころす。

　こちらは魔法によって完かん璧ぺきに姿を消しているにもかかわらず、男は当たり前のように優愛の急所を狙ねらった拳撃を繰り出してくる。

　優愛自身、接近戦には自信があった。自分が一番得意なのが接近戦であるということに気づいてからは、この身体強化魔法を使いこなすことに時間を割さいてきた。

　一いつ般ぱん的てきには身体強化魔法は、全身に魔法素子を練り込んだスーツを纏うことで発現させる。

　小柄な優愛ではどうしても纏える魔法素子量に限界があるため、魔法の出力不足に陥おちいる。だからこそ、耳や尾おなどの形を模して、魔法素子を練り込んだ素材で生成した身体パーツを増やすことで、人並み以上の身体強化魔法を獲かく得とくした。体格で負けている同じアストレア軍の仲間を相手に何度も模擬戦で上回ったこともある。しかし、ウィリアムはそんな優愛の自信を打ち砕くように、確実に逃げ場も反はん撃げきのチャンスも削そぎ落おとしてゆく。

　それだけ、男が手て練だれだということだった。

「オラア、そんなもんか!?」

　ばしゃっ、と水みず溜たまりを蹴けって一気に距離を詰めてくる。

　ウィリアムが、魔法による透とう過か防ぼう壁へきで見えないはずの優愛目め掛がけて右の蹴りを放ってくる。それを左腕で受ける。

　ボンッ！

「はっ!?」

　破裂した。蹴られた左腕が吹き飛んだ。止めていた呼吸が破られて、肺に蓄たくわえていた空気をどばっと吐はき出してしまった。

　左肩から先がなくなっていた。真っ赤な血が噴ふき出して、頭の中が真っ白になった。

　無論、本来であれば自動オートで発動するはずの再生魔法はぴくりとも反応してくれない。

　爆発の衝しよう撃げきで吹き飛ばされる。着地し、普段なら素早く攻撃に移るところが、ふらついて右手を地面についてしまう。

　ついでにせっかく発動していた透過防壁も解除された。

（しまった……！）

　その想おもいで頭が一いつ杯ぱいになり、次の一手が考えられない。

　ただでさえ格上の相手なのにもかかわらず、左腕を失った。その事実が優愛の思考を完全に凍こおりつかせた。

　男が迫せまる。

「うっ、あああああああああああああッ！」

　パニックになる。

　右手で懐ふところの拳けん銃じゆうを抜ぬいて、連射した。普ふ段だん片かた腕うでを失うことなどないため、うまく射しや撃げきの衝撃を支えられずに、その場にへたり込んで尻しり餅もちをついた。弾だん丸がんは一発も当たらなかった。

　カチカチと引き金が空を切る音が響く。魔法で再装そう填てんできる銃じゆうだったが、それを行ったところで次の弾丸がウィリアムに当たるとは思えなかった。

　その様子を見て、ウィリアムは迫るのを止めて肩を竦すくめた。

「……んだよ、その程度か」

　再びタバコを取り出すと、火をつけて美味うまそうに吸った。

「お前、軍人だな。その身のこなしに透過魔法ステルス、アストレアで採用されてるＳ社製魔ま法ほう充じゆう填てん式拳銃。そんだけ証拠が揃そろえば猿でも分かる。大方犯罪ネットワークの情報を嗅かぎつけて潜入してきたってところだろう。その様子じゃ、本気で狩かられる側に回るのは生まれて初めてって感じだな」

　男はタバコを吸いながらパキパキと両手の指を鳴らす。

「まあ仕方ねえか。……お前、亡国の騎士ペイルライダーって存在を知ってるか」

「えっ……？」

　ふう、と。男は紫煙を吐き出しながら笑った。

「その様子じゃ、知らねえみてえだな。見たところ、まだ訓練生上がりでクリティカルな情報は持たせてもらえねえってところか？」

　ずばり、ウィリアムの言葉は的中していた。世界中に様々な勢力がいることは理解しているが、その一つ一つの由ゆ縁えんや特とく徴ちようまで、全ての情報を与あたえられているわけではない。

　優愛の沈ちん黙もくを肯こう定ていと受け取ったのか、ウィリアムが余よ裕ゆうたっぷりの声で告げる。

「一言で言えば、無む国こく籍せきの雇われ魔法使いフリーランスだ。その中でも実力があり、名の知れた者をそう呼ぶ風潮がある。第三次世界大戦で焦しよう土どと化し、国としての機能を失った政府が山ほどある。そうした国から逃のがれた魔法使いは、今なお各地で続いている戦争や紛ふん争そうの当事者たちからすれば、金さえ払はらえば戦ってくれる体ていのいい労働者だ」

「貴方あなたも、国を喪うしなったの」

「ああ、そうだ。名前が売れれば、ただの過激派組織や解体寸前の政府軍だけでなく、世界中で商売をしているマフィアやブローカーからも仕事を貰もらうことができる。そいつらに成り代わることも、な。そうして裏社会の実権を握にぎり、自分の魔法の力だけで生きていけるようなごく一ひと握にぎりの奴らが、ペイルライダーと呼ばれる」

　つまり、ウィリアムは優すぐれた魔法兵士であり、そしてまた裏社会の人間たちに雇われながら、自らもビジネスを主体的に動かすブローカーでもある。

　するとウィリアムは、先ほどとは違う意味で優愛の値踏みを始めた。その目つきは、命を奪い合う魔法使いとしてではなく、人身売買ルートに乗せる商品を見る目だった。

「俺の好みよりちと幼いな。まあお前くらいのが好きな奴も世の中にはいるからな。適当に遊んでもらった後は、魔法素子の材料になってもらうぜ。特に、アストレア軍人になれるほど優ゆう秀しゆうな魔法使いの細さい胞ぼうだ。さぞ高純度の魔法素子が出来ることだろう。高く売れるに違いねえ」

　真顔で紫煙を吐いて、ぼきりと大きく指を鳴らして拳を握った。

「な、んで……」

「あん？　ああ、何でさっきの二人とは違って殺さねえのかって？　んなもん決まってんだろ。軍属の人間なら情報を握ってるかもしれねえ。しかも若い女はくたびれた男より売りやすいし儲もうけやすい。それだけのことだ」

「違う……」

「ん？」

　犯罪者としてはテンプレートな人身売買という話題を出してきたことで、かえって優愛の思考が冷静になる。

（もうすぐで、慧が助けに来る。そもそもこの相手は再生魔法ナシであたしが勝てる相手じゃない。であれば、あたしがやらなくちゃいけないことは、たとえ軍属だとバレたとしても、時間を稼かせいで相手の情報を引き出すことだ）

「何で、あたしの場所が、分かった……」

「ああ、透過防壁か。アストレア軍人の十八番だからな。散々やり合ってるし、攻こう略りやく法ほうも知ってる。……匂においだよ」

「匂い……？」

「その様子じゃ知らねえみてえだな。アストレア軍支給の透過防壁は、透過と消音に関しちゃ一級品だが、消しよう臭しゆう能力があんまり高くねえ。基本的にはアストレア軍の戦略は、最初に火か砲ほうをぶち込んで敵の戦列をぐちゃぐちゃにしてから、物量で一気に叩たたきつぶす作戦だからな。火砲でこっちの鼻が潰つぶれてる前提だから、消臭機能は持たせてねえんだ。だからこそ、一個軍として敵を殲せん滅めつするには非常に有効だが、あの距離の一対一で透過防壁を発動するのは、ぶっちゃけ魔法素子の無む駄だ遣づかいだ。いたずらに魔法素子を損そん耗もうさせるだけのただの悪手。アストレア軍開発の魔法は、性能が良い代わりに魔法素子の消しよう耗もうも早えからな。使いどころはちゃんと考えたほうがいい。もし来世があったら覚えておくんだな、お嬢じようちゃん」




　勝てない。

　はっきりと、そう感じた。絶望感が、優愛の胸中を押し潰しそうになる。

　自分が模擬戦で慧に一撃を与えることができたのは、本当にただの偶ぐう然ぜん、たまたまだったのだと思い知らされる。なぜならば、この男が追える程度の匂いであれば、五感を発達させる能力を持つ慧が気づかないはずはないのだから。

　あの時は、たまたま部屋が焼き尽つくされた後だったから、優愛の匂いも誤ご魔ま化かされて透過防壁の本当の弱点に気づけなかった。それでもなお、慧は自分を超えてきた。そして今また、目の前に、自分よりも強い男がいる。

（世界は広い）

　慧が透過防壁に関して言っていた言葉を思い出していた。

　――強敵相手の一対一の勝負じゃ、使い方は気をつけたほうがいいぞ。

（それは、こういうことだったんだ）

　恐らく、今の男の話は聖都アストレア軍直下の魔法訓練学校では教えてもらえない。軍に配属されて実戦を積めば嫌いやでも分かることなのだろうが、学校を出ていきなり葵の下に配属されてきた優愛にとっては、知る機会のない情報だった。

　そしてその世界の広さを知ったばかりであるにもかかわらず、もう自分はこの世界から溢こぼれ落ちそうになっている。

（殺される。私の人生は、ここで終わる）

　元々、葵も慧も、生まれながらにして上級市民の中でもさらに最上位、トップガンとしての資質を認められた存在。それに対して、自分は確かに魔法の資質こそ認められたものの、あの二人には到とう底てい追いつけない圧あつ倒とう的てきな才能の壁がある。

　そう思った時、涙なみだが溢れそうになった。

　いやだと思った。けれど、抗あらがう気力は残っていそうになかった。

「ここで、終わりか……」

　声が掠かすれて、嗚お咽えつが混じりそうになる。

　その時だった。




《待たせたな》




　ドガンっ、と。

「うおっ!?」

　突とつ如じよ洞どう窟くつの向こうから槍が飛来する。

　ウィリアムは素早くファイティングポーズを取って前傾ダツキング。その耳元を通過した槍が、背後の岩肌に突つき刺さった。

「お仲間か？」

　ウィリアムの問いかけに応こたえるように、少年が姿を現した。

「……鳴海さんっ」

　赤いピンで留めた前まえ髪がみ。革かわジャンに白シャツ。ジーンズにブーツ。

　冴さえない顔に浮かべた余裕の笑み。手に携たずさえた槍の先端をウィリアムに向けて告げる。

「さあて、見せてもらおうか。俺おれの後こう輩はいを追おい詰めたっつー裏社会の魔法使いの実力を」










＊










「お前……トップガンだな？」

　慧を見たウィリアムは、それまで優愛へ向けていた余裕を覆おおい隠かくすほど、一段と暴力的な笑みを浮かべた。

「だったら？」

「ぶち殺す。トップガンを殺した魔法使いになることは、裏社会に生きる魔法使いにとって、最高の栄えい誉よだからなッ！」

「ああ、そうかよっ！」

　慧もまた、喜々として笑った。ウィリアムの言い分、態度が、自分を満足させてくれる実力者だと告げていたからだ。

　踏み込んで槍を振るった。カウンターで打ち込まれたウィリアムのジャブを、仕掛けながら軽快に躱す。

　ボンッ！　ウィリアムが放った右フックが突とつ如じよ爆ばく発はつ。慧の槍が弾はじき飛ばされ、捻ねじ曲まがる。

　魔法を発動。バチンッと火花が走り、瞬時に捻じ曲げられた槍を元どおりに再生させる。

　慧は再び高速の突きを繰り出す。それをウィリアムが避ける。ジャブで槍が弾はじき落とされる。ボンッ！　爆発で捻じ曲げられ、それを魔法で直す。

　一進一退。互たがいに様子を見て、間合いを測り、相手の実力を測りながら攻こう防ぼうを繰り返す。

「んだよ、来ねえならこっちから行くぞ？」

　慧は、呟つぶやきながら一歩大きく踏み込んだ。

　バチンッ！　槍が光を放つ。金属粒りゆう子しをプラズマ化。もしもその光が海上の帆ほに灯ともされていたとしたならば、セントエルモの灯ひと呼ばれる代しろ物もの。太古の昔、航海する者たちを照らして嵐あらしから救ったと言われる希望の光。そして今は、謎なぞの魔法を使う敵を打ち倒たおす希望の光さながらに、洞どう窟くつの中で輝いた。

　そのプラズマ化した量子の一ひと振ふりをウィリアムめがけて叩き込む。

「ははははッ！」

　慧の魔法を見たウィリアムが歓かん喜きの嬌きよう声せいをあげた。踏み込んでくる。腰こしを捻って全身を使った右ストレート。慧が放ったプラズマの一撃に対するカウンター。

　ボンッ！　……バアンッ、と。

　同時に破は裂れつ音おん。エネルギーが弾け飛び、慧の両手の指と腕うでの骨が折れる。

　ウィリアムも右拳がズタズタに引ひき裂さかれ、真っ赤になった。

　そして、普段なら瞬時に再生するはずの互いの傷が治らないのを見て、二人して顔に笑みを浮かべる。二人とも、一撃必殺の武器を持っているはずなのに、一歩も譲ゆずらず、それどころか自分が殺されるとは露つゆほども思っていない態度だった。

「へえ、面おも白しれえ魔法だな……」そこまで言って、慧はバチンッと槍を顕けん現げんさせると、ズタズタに折れたままの両手で槍を構えて告げた。「もっと見せてみろよ!?」

　体と違ちがって槍を何度でも直せるのは、ウィリアムの使っている魔法が、身体修復を妨ぼう害がいするという特定の条件下でのみ発動する魔法だからだ。

　だから、ウィリアムによって破壊されたという点が同じでも、槍は直せても体は治せない。

　喰くらった傷を治せないという事実に、優愛は動どう揺ようし、実力を発揮できなかった。しかし、慧は躊ちゆう躇ちよなく踏み込み、槍を突き出す。その表情に浮かんでいるのは、優愛を助けるための慈じ愛あいでも犯罪者を裁くための正義感でもない。

　単純明快な好こう奇き心しん。すなわち、未知の魔法をもっとその目で見たいという魔法オタクのそれ。そしてその魔法を上回り、屈くつ服ぷくさせたいという我が欲よくだ。

　そして、その余裕をウィリアムも感じ取っている。

「テメエ、手ェ抜いてやがるな……？」

「ったりめえだろ？　だって俺が本気出したら、お前死ぬじゃん？」

「ほざけッ！」

　ボンッ！　と強きよう烈れつな爆発が慧を襲おそう。慧の肩を掠めたそれは、慧を傷つけ、血を撒まき散ちらせる。ぱっと見で負傷が多いのは慧の方だった。にもかかわらず、慧は終始余裕の表情で、むしろ表情に焦あせりが浮かんでいるのはウィリアムの方だった。今も、先手をとって踏み込み、仕掛け、煽あおっているのは慧のほうだ。

「オラオラ、もっと見せてみろよ！」

　ウィリアムは、ばっと後退。慧の態度を見て、迷いさえ表情に浮かべながら問いかける。

「……お前、死ぬのは怖くないのか？」

「はあ、何言ってんだ？」

「テメエみてえな無む鉄てつ砲ぽうな奴は、初めてだ。いくら傷つけても全く恐怖が顔色を見せやがらねえ。それどころか、自分の体がぶっ壊こわれるのも関係なしに突っ込んでくる。ノーガードの殴なぐり合あいにこっちを引きずり込もうとしてきやがる……。一体、どんな育ち方すりゃあ、んな戦い方が身につくってんだ」

「んー、育ち方っていうか、……俺、死なねえし、あんたごときに負けるわけねーからな」

　もはや、ぐしゃぐしゃに骨が叩き潰されて軟なん体たい動物のようになった腕では槍を持てず、脇わきに槍を挟はさんでいる。そんな有様でありながら、けろっとした顔で言い放つ。

「俺を殺せる存在がこの世界にいるとしたら一人しかいねえよ。そんでもって、あんたがどんなに頑がん張ばっても、俺に勝つのも、その人に勝つのも、絶対に不可能だ」

「……その傷で、よくそんなハッタリをかませるもんだ」

「ハッタリじゃねえよ。だって、どう考えてもあんたより俺の方が強えじゃん」

「何を……、」

「んじゃあ、そんなに言うなら」

　言い合いをしても埒らちが明かないと態度で告げる。

　ちらりと背後を見た。優愛が間ま違ちがいなく自分の後ろにいて、これから放とうとしている攻撃の巻まき添ぞえを食らったりしないことを確かく認にんする。

　慧は、脇で挟んでいた槍を放り投げて、それをウィリアムの方に向かって蹴る姿勢を見せる。

「ちょっとだけ、俺の力を見せてやるよ」

　そうすることによって、ウィリアムの力を引き出したいという欲求が慧の表情には張り付いていた。未知の魔ま法ほうを前にして、どうしようもなく相手を知り尽くしたいと願ってしまう魔法オタクの性せい癖へきそのもの。

「だから、これ食らっても死ぬなよ？」

　バチンッ、と魔法の発動を告げる干かん渉しよう摩ま擦さつの火花が散った。

　瞬しゆん間かん、蹴り飛ばされた槍がプラズマ化。

　それはこれまでのものとは全く異なる大出力。

　一部をプラズマ化させるのではなく、槍を構成する全すべての原子をプラズマ化させてエネルギー体に変化させ、しかもそこに魔法によって無む茶ちや苦く茶ちやなまでの運動エネルギーをぶち込んだ。

　ウィリアムの表情が硬直した。ゴクリと息を飲んだのが分かった。

　その表情が、洞どう窟くつ内ないに疾ったプラズマによる空間破壊で掻かき消きえる。




　洞窟内、視界の全てが光に灼やかれた。







４　不良たちに絡まれるニートとその恋人







　慧けいにとって、葵あおいは生きる理由そのものだ。

　だから、その葵に怒おこられるというのは、慧にとってこの世の終わりを告げるラッパの音を聞くに等しい。

「で、調子乗って違い法ほうダンジョン吹っ飛ばして取り逃にがした挙句、せっかく潜せん入にゆう班はんのみんなが苦労して追いかけてた証しよう拠こも、現場も、追つい跡せきのための情報も、何もかも全部跡あと形かたもなく消し炭にしちゃったって？」

「先せん輩ぱい、それはちょっと言葉の使い方が違います。熱力学的崩ほう壊かいなので、化学的には炭化したわけじゃ、」

「そういう話をしてるんじゃないっ」

　むぎゅっと、ほっぺたを人差し指で突っつかれる。

「ごめんなさい……。まさか、あんなに脆もろい作りだと思わなくて……」

「言い訳しないの」

「はい……」

　中央区。葵がよく仕事に使うオフィスビルの近くにある喫きつ茶さ店てん。

　ウィリアムに破壊された両りよう腕うでは治ち療りよう済み。目の前に好物のコーラがあるものの、珍めずらしく慧に対してお説教モードの葵を前にして尻込みし、せっかく治った両腕がありながら手を伸のばせずにいた。

「確かに、君が、まず誰だれかに負けるわけないのは知ってるし、君とまともに戦えそうな相手が出て来たり、初めて見るオリジナルの魔法を目にして嬉うれしくなっちゃうのもおんなじ魔法エンジニアとして分かるけど、君があそこに突とつ入にゆうするまでに沢たく山さんの人が頑張って死しに物もの狂ぐるいで仕事してるってことを忘れて勝負に熱中しちゃうのはどうかと思うよ」

　珍しく、葵が真ま面じ目めに頬ほおを膨ふくらませて正論をぶちまけてくる。

　そしてまた、慧も葵の言うことがもっともであるという自覚があり、これまた珍しく反省して「すみませんでした、もう調子乗りません」と頭を下げていた。

　顔色はすこぶる悪い。

　頭の中でぐるぐると回るのは、「あああ、死にてえ……」というネガティブな衝しよう動どう。

　珍しく反省している一番の理由は明確で、崩ほう落らくするダンジョンから左ひだり腕うでを失った優ゆ愛あを連れて脱だつ出しゆつする際、危あやうく優愛をも死なせてしまうところだったからだ。

　そのまましょんぼりと肩を落としていると、葵が急に黙だまったので、おずおずと顔を上げると目が合った。

　葵の表情からはお説教モードが消えていて、むしろ、さすがに言いすぎたかな、という顔になっていた。

「君にはすっごい魔法の実力がある。だからこそ、気をつけなきゃいけないところもあるんだって覚えておかなくちゃね」

　段々と優やさしくなる口調。まだ小学校にも入学していない子供を諭さとすような口調。

　柔やわらかいコットンで涙を拭ぬぐってくれるような葵のそんな態度に、いつも通りの葵を感じてほっとする。

「はい、もう、仰おつしやる通りです」

　珍しく慧が真面目に反省している姿を見て、葵の表情が更さらにゆっくりと変化していく。

「あ、でもね……何も君を落ち込ませようとして言ってるわけじゃないんだよ。むしろ、君の魔法には私も見習うところが沢山あるし、そもそも君がいなかったら優愛ちゃんはあそこで命を落としてたかもしれないんだし」

　お説教モードからフォローモードへ変化し、そして継つぎ目め無く甘あまやかしモードへと切きり替かわる。

「だ、だからね、君がしょんぼりしてたら私も悲しいし、過去の反省は明日の挑ちよう戦せんに変えればいいって私は思ってるの。だからねっ、その、今日は君に提案があって……」

「はあ。なんですか？」

　葵は、胸の前で組んだ指を知ち恵えの輪わを弄いじくるみたいに絡ませながら、恥はずかしそうに目を逸そらして、頬を少し赤く染める。

「た、たまには、お仕事お休みにするから、一いつ緒しよに遊ばない？」

「えっ、ど、どうしたんですか急に。東京に来てから半年以上、一日だって仕事しない日がなかった先輩が、休み!?　一体どういう風の吹き回しですか!?」

「ゆ、優愛ちゃんに言われたの……！　重じゆう症しようなんだから休まなきゃダメだよって言ったら、上官が休んでくれないと休めないって……」

「あ、ああ。なるほど」

　ドがつく真面目人間である葵は、アストレアから東京に戻もどってきてからというもの一日として休んだことはなく、たとえ家にいるときでも仕事をしている有様だった。

（確かに、先輩が上司だったら休みにくいだろうなあ。何しろ、夢の中でまで仕事をする特技を持ってるくらいのワーカホリックだからなあ……）

「で、一体、何をしようって言うんです？」

　すると、葵は途と端たんに心の底から嬉しそうに笑って言った。

「あのね、東京に戻ってきたらずっと乗りたかったものがあって……」

「はあ。なんですか？」

「ロードバイク」

「どうぞ、一人でやってください」

　コンマ数秒の速さで即そく答とうすると、葵の顔が悲しみに暮れた。

「一緒に乗ろうよう！」

「嫌です！　なんでよりによって引きこもりのニートにスポーツをやらせようとするんですか！」

「いいじゃない、スポーツ！　きっと慧くんにも似合うよ！　新しい魅み力りよくだよ！　それに魔法使いとして世界で一番駆く動どう効率のいい乗り物が好きじゃないなんて損してるよ！　世界で一番魔法のエネルギー効率が良いって言われてるジェネティックダイヤモンドでさえ、自転車のエネルギー効率には勝てないって言われてるくらいなのに！」

「一体どういう理り屈くつですか!?」




　結局、一時間ほど後に、葵の押しに負けてサドルに跨またがっている慧がいた。
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「そもそも、自転車ってどうやって乗るんですか……」

「あれ、君、自転車に乗ったことなかったっけ？　流石さすが、引きこもりここに極まれり、だね」

　葵が、ニヤニヤとした笑いをこっちに向けてくる。

「よし、お姉さんが手取り足取り自転車の乗り方を教えてあげよう！」

「あ、今、自転車が漕こげるようになる魔法をダウンロードしたんで大だい丈じよう夫ぶです。いやあ、まさかこんな魔法を自分の体にインストールする日が来るとは思わなかったなあ」

「……ほんとに、君のことがちょっぴり嫌きらいになりそうだよ」

　葵が予あらかじめ用意したルートに沿って、二人でサイクリングをする。

　その最中。改めて街にいる人々を見て、葵が感かん嘆たんの声を上げる。

「本当に、私がいない間にも随ずい分ぶん変わったよね」

　葵の視線の先に、ちょうど地下鉄から出てきた高校生と思おぼしき集団がいた。

　制服のカフスを触さわるとプリセットされた魔法が発動。バチリ、と。制服の構造が魔法で変化し、一いつ瞬しゆんで思い思いの私服へと変へん貌ぼう。学校へ行く姿から放課後の姿へ。

　そのままカフェへ入り、軒のき先さきで酒を注文する高校生たち。

　一目で魔ま法ほう使つかいの上級市民だと分かる服装と行動だった。髪かみ型がたも、服も、小物もデバイスも、何もかもが魔法を扱える者にしか手に入れることのできない代物だ。

　だからこそ、酒もタバコも容易に手に入るし止める人間はいない。

　たとえ酒で内臓を痛いためようがタバコで肺が汚よごれようが、魔法保険で解決できる現代において、魔法を使える若者がそれらの快楽を享きよう受じゆするのを止める人間はいない。

　昔の煙草たばこのように副ふく流りゆう煙えんは発生しない。魔法によって製造されたフィルターが、大気汚お染せんを防止する。

　酒を飲んだとしても、味も香かおりも損そこなうことなく酩めい酊てい度合いをコントロールできるアルコール吸収フィルターもある。それを体内にセットすることで、アルコールへの耐たい性せいがないからという理由で酒の席を毛け嫌ぎらいする必要もなくなった。もちろん味や香りも好みに調節できるため、酒の味を気にする必要すらない。当然、飲酒・喫きつ煙えんの年ねん齢れい制限など存在しない。

　魔法の才能さえあれば、まさしくバラ色と言って良い人生が待っている。

　一方で、魔法の才能がない人間には、この世界に人権はない。

　ある意味で人種差別的とも言えるその事実を、この街で目にすることさえなくなった。

「私が今より小さかった頃ころは、まだ、魔法使いじゃない人もいたんだけどね」

　自転車を漕ぎながらそう呟いた葵の声こわ音ねが、少しだけ悲しみに暮れている。

　葵が日本を去った後、才能を持つ者と持たざる者との格差は進み続けた。

　そして、東京は、魔法の才能を持たざる者が暮らせる街では、なくなった。
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「で、結局仕事するんですね」

　ひとしきりサイクリングを楽しんだあと、葵に「手伝って欲ほしい」と言われて連れてこられたのは、中央区のとある施し設せつ。

　過去の日本に存在していた警察機構の建物を改築したものだが、その用よう途と自体は変わっていない。

　いわゆる留置所。被ひ疑ぎ者しやを拘こう留りゆうするための施設。

　そしてその施設も今は、日本政府直ちよつ轄かつの天てん軍ぐんと呼ばれる組織の施設となっている。

　第三次世界大戦を経て大規模な組織・省庁の改編が行われた結果、警察機構・自衛隊といった旧来の機関は過去のものとなり、国内外にかかわらず、日本の治安を守る組織は全てこの天軍と呼ばれる組織と成り代わった。

　天軍。

　それはすなわち、日本国こく籍せきの魔法使いによって構成される軍隊だ。

　アストレア軍と並び立つ、世界二大魔法武装組織のうちの一いち翼よく。

　それが日本政府の誇ほこる天軍だ。

「だって、」

　葵が困ったような顔をして、隣となりを歩く慧の方を見る。

「だって、なんですか？」

「早く仕事を片付けないと……、君のプロポーズを、待たせちゃうことになるから」

「えっ」

　葵は顔を赤くして、少しだけ歩調早く、慧の前を歩く。

　恥ずかしさに染まる顔を見られまいとしているように。




　葵が留置所を訪おとずれた理由。

　それは、先日慧と優愛が潜入したダンジョンから発見された、犯罪者組織の仲間と思しき人物が拘留されているからだ。

　実際にダンジョンに潜入した慧と共に、詳くわしく話を聞き出すのが目的だった。

　入り口まで辿たどり着ついて入場記録を残そうとしていると、たまたま入れ違いに出て行こうとしていた天軍の制服を身に纏まとった男性が、葵の方を見て、おやっと表情を変えた。

　その様子を見て、慧は、顔見知りかと思う。が、しかし。

「先ほどいらっしゃいましたよね？　再入場ですか？」

「え？」

　葵が顔を上げる。

　不ふ審しんげに眉まゆ根ねを寄せて、こちらを振ふり返かえった。

　何かがおかしい。なぜなら、葵は今日一日、ずっと慧と一緒にいたのだから。

　葵と男性の間に割って入る。

「案内しろ」

「えっ」

　天軍の男が、訝いぶかしんで慧を見る。

　懐からチェーンで繋つながれたバッジを見せながら告げた。

「俺はトップガンだ。先日この施設に拘こう置ちされた、違法ダンジョンの生き残りに会いに来た。案内しろ」

「え、ええっと……」

　トップガンと聞いて、狼狽うろたえながらも慧の指示に従う。葵の入場記録は入力が終わっていなかったが、それも慧の権限で無視させた。部屋の位置を聞いて、葵と二人で廊ろう下かを駆かけ抜ける。

　ちょうど、面会室にいるはずだということだった。

　教えてもらった部屋へ走って行き、勢いよく扉とびらを開けて、中に入った。




　絶句。

　慧と葵がいる部屋と、強化ガラスを挟んで反対側の部屋が、ペンキをぶちまけたみたいに真っ赤に染まっている。

　ちょうど、男性一人分を巨きよ大だいなミキサーに突っ込んでかき混ぜたみたいな有様だった。元は頭ず蓋がい骨こつと思しき歪ゆがんだ球体と、腕と、脚あしと、内臓と、胴どう体たいと、夥おびただしい量の毛もう髪はつや血液、体液、引き裂かれた衣服が、ぐちゃぐちゃに散らばっているのが見えた。

　そして、その中心に突っ立っている人物が、一人。

「やあ、待っていたよ。鳴なる海みくん」

　銀ぎん髪ぱつの少年。もしくは少女。

　その見た目と声は、どちらも中性的だった。

　作り物のような美しさでさえある。いずれにせよ、ぱっと見ただけでは分からず、よく見ても分からず、慧の五感を持ってさえしても、この目の前の銀髪の人間が少年なのか、少女なのかが分からない。

　慧と目が合う。浮うかべたのはにこやかな笑えみ。

「初めまして。僕ぼくの名前は水みず城しろ漱すすぐ。元々は、君と同じ、政府から最上級の魔法の才能を持つと認められた、十三人のトップガンのうちの一人だった魔法使いだよ」

　葵が普ふ段だん浮うかべる笑みが聖母さながらの慈愛だとするならば、彼かれが浮かべているのは汚れ無き天使の無む垢くさそのものだ。

　その恰かつ好こうは、慧が好むものによく似ている。簡かん素そなシャツとスラックスという地味で素そ朴ぼくなノームコア風。世せ俗ぞくに興味がなさそうでどこか一いつ般ぱん人じん離ばなれしているという意味では、元トップガンらしい共通点なのかもしれない。

　だが、はりついて剥はがれないのではないかと思えるような、場ば違ちがいなほどのにこやかな笑みは慧との決定的な違いだ。そして、その瞳ひとみの色が渦うず巻まくようにグラデーションで変化していく。まるで、いままさにリアルタイムで複数色の絵の具を水に溶とかしてかき混ぜているよう。そのせいで、少年の笑みは、怒っているようにも悲しんでいるようにも見える。裏を返せば、その笑みからは感情が一いつ切さい読み取れない。
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　善悪の境さえも分からないおぞましいほどの無垢な笑み。

　慧は、背後にいる葵にぼそりと告げる。

「心音が聞こえません。匂いもないし、体温もない」

「どういうこと？」

　ただ分かるのは、人のような形をしていて、元トップガンを自じ称しようしていて、葵と慧が追いかけている魔法使いのウィリアムにつながる手がかりをその手で潰したらしいということ。

　慧には思い当たる節があった。

「俺の少し上の代に、ドールマスターって呼ばれてるトップガンがいました。それはあんたのことだ、そうだろう？」

「そう呼ぶ人もいたね。あんまり好きな名前じゃないけれど」

　葵が、「どういうこと？」と慧の背中に問いかけてくる。

「誰も本当の名前を知らず、誰も本当の顔を見たことも、本当の声を聞いたこともない。そいつはいつも、魔ま法ほう素そ子しで作った現うつし身を我わが身みと扱あつかい街に出る。その現し身で教育を受け、情報を摂せつ取しゆし、対話し、数々の偉い業ぎようを残した。そいつは紛まぎれもない天才でありながら、やってはならない禁きん忌きを犯おかした」

「禁忌？」

「ええ。ドールマスターが事件を起こしたのは、先輩が日本を出た後でしたから、知らないのも無理はないです」

　苦々しい顔で、慧はその禁忌を口にする。

「同属殺し。ドールマスターと呼ばれた稀き代たいの天才は、自分と同じトップガンを一方的に虐ぎやく殺さつしたんです」

　葵が目を見開く。その話題に触ふれても、漱は笑みを浮かべたままだった。

「トップガンを裁ける法律はない。だから、トップガン同士が殺し合うことを止めることのできる機関はこの世界には存在しない。そんな俺たちトップガン同士が殺し合いなんて始めたら、この国は終わる。だから、俺たちトップガンは決して殺し合いをしてはいけない。全ての権利を与あたえられた俺たちに課せられた数少ないルールの一つがそれだ。同属殺しはトップガンの資格を剥はく奪だつされる」

　だから、漱はトップガンではなくなった。

　全ての行こう為いが許されるトップガンであってさえも許されない数少ない行為の一つを犯して。

　それを聞いて納なつ得とくしたのか、葵が、漱の周囲に転がっている人体だったものを見て、問いかける。

「私を装って忍しのび込んだのは、あなたね」

　葵の言葉には確信があった。

　漱も、なんら不思議なことはないと表情で告げるようにして、こくりと頷うなずく。

「なぜ、私に？」

　漱は、くすくすと笑った。

「君たち二人の大ファンだからさ。あのダンジョンの崩落にトップガンの鳴海慧くんがかかわってるって知って、すぐに、有名なアストレア軍人の君が後ろにいると思った。だから、君の姿で動いたら見つけてもらえると思ったし、君たちにも僕のことを知って欲しかったから」

　葵は、無意識に漱の笑みから目を逸らし、血ち塗まみれの部屋へ視線を向ける。

「あなたが、殺したの？」

「さあ？　僕は彼が望む通りのことをしただけだよ」

「望む通りのこと？」

「うん」

「死にたがっていた、とでも？」

「少なくとも僕はそう解かい釈しやくしている」

「その人物は、私たちが追っている犯罪者に繋がる手がかりを持っていた可能性があるの。あなたは、それを潰つぶしてしまった」

「だから？」

　少年は肩かたを竦すくめた。

　まるで自分が悪いことをしたとは思っていない態度だった。

　慧が、取調室の机に両腕をついて、身を乗り出して尋たずねる。

「目的はなんだ」

「目的、というと？」

「そいつを殺した目的だ」

「そうだなあ。簡潔に言うと、邪じや魔まになりそうだったから、かな」

「邪魔？　なんの？」

「人類の救済」

「救済？」

「そう、全ての人類をこの地じ獄ごくから解き放ってあげるんだ。そのために進めている計画もあるんだけど、いずれ君たちにも教えてあげるよ。今はまだ、そのときじゃない」

　少年は、そう告げると、再び肩を竦めた。

　つまり、慧たちにはまだ知られてはならないことがあり、それを隠いん滅めつするためにこの場に現れたということだった。

　柔らかく細い銀髪が室内灯の光を浴びて煌きらめいた。虹にじ色いろの瞳がくすぐったそうに笑う。その様子だけを見れば、無垢で天使のような少年だと評する者が居るだろうと思わせる純じゆん粋すいな仕草だった。彼がいるのが血まみれの取調室でなければ。

「地獄っていうのは、」

「この世界のことだよ」

　手を広げ、いかにも演技めいたわざとらしいボディランゲージをして見せる。そんな様子さえ堂に入っていて、性別どころか年齢さえも読み切れないと感じさせる歪いびつさを見せつけてくる。

　艶あでやかな唇くちびるで、悪あく魔まのような言葉を吐はいた。

「人々は、根源的に滅ほろびを望んでいると思うんだ。だって、人間は、

　自ら命を絶つ。

　自らの体と心を傷つける。

　他者の命を奪うばう。

　他者の体も心も傷つける。

　戦争も、憎にくしみも、何もかもがどれだけの時間をかけてもなくならない。

　人類の幸福？　世界平和？　そんなの嘘うそだよ。だって本気でそれを願い、想おもっていたなら、とっくに叶かなっているはずじゃないか。でもね、僕は人間が大好きだ。だから彼らが嘘をついているとは思いたくない。だからね、間違ってるのは僕らじゃない。世界の方だと思うんだ。こんなにも皆みんな苦しんでいるのに、一つも救いなんて現れやしない。こんな世界は間違ってる。だから、こんな世界、壊してしまえばいい。でも、誰もやろうとしない。だから、僕が代わりに滅ぼしてあげるんだ」

　少年の無垢な笑みが、真まっ直すぐにこちらに訴うつたえかけてくる。

　だって世界は苦しいから。人生は辛つらいから。

「だから、僕はそんな地獄のような苦しみから世界中の人たちを救ってあげたいんだ」

　葵が叫さけぶ。

「そんなことっ……！」

「じゃあ君は、この世界が本当に素す晴ばらしいものだと本気で一いつ片ぺんの迷いもなく肯こう定ていできるのかい？

　試ためしに僕に教えてくれないか。

　どうして戦争は無くならないんだい？　どうしてお金や資源を奪い合うんだい？　どうして子供を殺す？　どうして親を殺す？　どうして恋人を殺すんだい？　殺してしまわなければいけないのなら、最初から生み出さなければよかったのに。最初から愛さなければよかったのに。

　もっとミクロな話をしようか？　本気でこの世界で生きることが幸福だと思っている人間は何人いる？　朝、ベッドから出たくないと思ったことはない？　今日の仕事は本当に君がしたい仕事かな？　今朝食べたパンは本当に食べなければならないものだった？　なぜ学校に行きたくないという衝動に従わない？　その町に暮らすことを選んだのは本当に君自身の意思かな？　その服を着ることを本当は望んでいないのでは？　目の前にいる人間を殺せたらどれだけスッとするだろうと思ったことはない？」

　少年は、青白いほど透すき通とおった自身の細い手を見下ろした。まるで、本当に自分がここにいるのかということを確かめようとしているようだった。そして改めて顔を上げて、こちらを見て言った。

「問おう、いま、君は本当に幸福かい？」

　無垢な笑みで。屈くつ託たくのない笑みで。

　透き通っていて、絶望的なまでに笑う以外の表情を忘れてしまったような笑みで。

「それは……」

　葵が口ごもる。たじろぐ。その様子さえ愛いとおしいというように、目を細めて少年は笑う。

「多くの人がきっと答えられない。なぜなら根源的に人類は幸福ではなく、惰だ性せいで不幸を甘んじる生き物だからだ。そして誰もが、本気で幸福を望むことほど、未来に手を伸ばすことほど苦しいことはないと知っているからだ。だから、人類社会は常にいつだって最大公約数的に幸福を選せん択たくしようとして失敗する。なぜなら、口ではそれらしいことを言いつつも、本当は幸福を望んでいる人なんて一人もいないからだ。そうして人類社会は常にいつだって、最大公約数的に不幸を選択し続けている。不幸のカケラを積み上げて、カルマの塔とうを登り続けている」

　にこりと笑う。どうしようもない惨さん状じようを見て笑うしかないとでも言うように。

「もう、偽いつわるのは止めにしないかい？」

　そして、そっと細くしなやかな手を差さし伸べてくる。

「嘘を吐くのはもう止めよう。無む為いに苦しむのはもう止めよう。僕らはいつだって人を殺したいし、いつだって人より上に立って見下したい。長生きしたいなんてこれっぽちも思っちゃいないし、やりたくない仕事を放ほう棄きできないのは苦しいはずだ。もう止めよう。全部止めよう。この人類社会という地獄を終わりにしよう。……それが僕の夢だし、人類全すべての夢だって、信じてる」

「それは……」

「それが、トップガンの地位を捨ててでも僕がこの生しよう涯がいをかけて叶えたい大たい望もうだ」

　そのとき、

　バチリ、と。

「じゃあ手本として、あんたから死ね」

　慧が掲かかげた右手に、一本の槍やりが生み出される。先せん端たんをプラズマ化。振りかざして、少年との間にあつらえられている強化ガラスに、思い切りぶちかます。

　落らく雷らいのような音。粉々に砕くだけたガラス片の飛礫つぶてを吹ふき飛とばす風のように飛びかかる。

　その音は感情の爆ばく発はつであり、物理エネルギーの爆発であり、魔ま力りよくの爆発でもあった。

　プラズマ化した槍の先端を、漱の胸むな元もとに突つき込んだ。

　その細い体を貫つらぬいて、背後の壁かべに磔はりつけにする。背後の壁に深々と槍が突き刺ささり、ひび割れ、ずしんっ、という振しん動どうが響ひびいた。

　ごふっ、と。漱の口から真っ黒い色をした血が流れ落ちる。それでも、彼の表情から笑みが消えることはない。

　槍を突き刺したまま、少年に告げる。

「死んでくれたら、あんたの死を教訓にして俺おれたちは前に進む」

「……残念だなあ」

　漱は、再びごふっと血を吐きながら、慧と、背後にいる葵を見る。

「君たちのような、トップガン級の魔法使いである二人なら、きっと僕の想いに共感して、友達になってくれると思ってたのに」

「嘘うそ吐つけ。俺らと友達になる気なんて、さらさらねえだろうが」

「どうして？」

　慧は、その問いかけに答える代わりに、磔にした少年の細ほそ腕うでを掴つかむと、ぶちりと果実をもぐように捻ひねり千切った。

　その、腕うでの断面。黒っぽい灰色の筋肉らしきものと、骨らしきもの。滴したたるのは赤い血ではなく、彼が口から零こぼしているのと同じ黒い体液。

「ここにいるあんたはただの人形アバターだ。本当のあんたは別の場所にいる。そうだろう」

　魔法素子で作り上げた人工生体。ただしその体に命はなく、魂たましいはない。

　笑みを浮かべ続けていること自体が、絶対に本心を見せまいとしているようにさえ思えた。

「あんたの目的は俺たちと仲良くすることなんかじゃない。俺たちを殺すことだ。あんたの夢を邪魔する存在って意味では、俺たちのほうがよほど邪魔なはずだから」

「いやいや、今日君たちの前に現れたのは、本当にただの挨あい拶さつだよ。まだ殺したいとは思っていないし、……仮に僕が君たち二人を殺す時が来るとしたら、それはきっと人類最後の日になるんじゃないかな」

「どういう意味だ？」

「言っただろ？　僕は君たち二人の大ファンなんだ。君たちは、僕にとっては逃のがれられない敵であり、唯ゆい一いつの希望なんだ。つまり、僕とは全く正反対の位置にいて、唯ゆい一いつ僕ぼくが望んだ以外の道、本当に全人類が幸福になれる世界を作ってしまうかもしれない存在だと思ってる。僕は君たちに期待しているんだよ」

　それでもまだ、慧は漱の言葉の意味を理解できなかった。訝しんだ表情の慧たちを見て、漱はひび割れた壁に磔にされた状態のまま、器用に肩を竦めてみせる。

「大前提として、僕は人類が大好きであり、大だい嫌きらいでもある。無関心には決してなれないし、彼らのために何かを成したい。……そして恐おそらく、ここまでは、鳴海くん、君と僕はそんなに変わらない価値観なんじゃないのかと思ってる。違ちがうのはここから先だ。このまま人類社会が続いても、不幸は増えるばかりで世界平和は成じよう就じゆしない。なら、そんな醜みにくくて苦しい世界は壊こわしてしまったほうがいい。だって、人類は皆、本当は辛くて苦しいことが嫌いなはずだから。これが僕の考え。……で、君は、いや君たちは、恐らくそれでも最後まで足あ掻がくことを選ぶ類たぐいの人間だと思う。だから、僕と君たちは絶望的に折り合わない。そして、もしも君たちが足掻いて、信念を貫いて人類が真に救われるときが来るのなら、僕はそれでも構わないと思っている。だって、僕の究極の目的は、人類を救うことなのだから。ただそのアプローチ方法が、皆みな殺ごろしか世界平和かで少し違うだけだ」

　殊こと更さら嬉うれしそうに、漱は目を細めて笑った。

「だから僕は君たちを殺さない。僕が考える以外の方法で、人類を救済しうる存在だと思うから。最終的に世界が救われさえすれば、救うのは僕であっても君たちであっても、どちらでもいいと思ってる」

「わかった。あんたが俺と同じように、度を超こした自分勝手なクソ野や郎ろうだってことがな」

　慧は、漱の首をがしりと掴むと、握にぎり潰して、その骨を力ちから尽ずくでへし折った。

　漱の頭が、ごろりと肩を転がって、慧の足元にぐしゃりと落下する。

「おい、どっかで聞いてんだろ。てめえ」

　ここではないどこかにいる漱に向かって告げる。

「いいか、よく聞け。確かにこの世界はクソみたいで、人類はみんなクソ野郎かもしれない。だけど、そいつらに死を与える権利は、少なくとも今のあんたにはないはずだ。……そんでもって、俺は必ずあんたを殺す。なぜなら、あんたは必ず先輩の邪魔になるだろうから。そして何よりも、俺はてめえみてえな奴やつのことがフツーに嫌いだからだ」

　首をねじ切られてなお、漱の姿をした人形はにこりと笑って足元で囁ささやいた。

「悲しいな。僕は君のことが大好きなんだけど」

「そうかよ、ますます嫌いになった」

　転がった頭をぐしゃりと粉ふん砕さいする。

「あんたの夢は叶わねえ。確かに、俺もこんな世界滅んじまえばいいって思ってるし、クソ野郎を独断と偏へん見けんでぶち殺してるくそったれさ。だけど、別に俺は、あんたみたいに世界を滅ぼそうと思ってるわけじゃねえ」

　スッと。

　首を折られて首なしになった漱の手が、慧に向かって差し出された。

　握あく手しゆだった。友好関係を求める態度だった。まるで、「あんたを殺す」と宣言してくれたことに「ありがとう」と感謝を示すかのようだった。

　慧はその手をぶん殴なぐった。ぼきりと骨がもげる音が響き、手首から先が吹き飛んだ。

　それっきり、漱の体は次し第だいに腐ふ臭しゆうを放ち始め、喋しやべることも動くこともなかった。
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　帰り道。地下鉄の車内で、葵は慧の肩に頭を預けた状態で、消え入りそうな声でぽつりと呟つぶやいた。

「本当はね、君にも、アストレアに来て欲しかった」

　今から五年前。葵は十二歳さいのときにアストレアへ行き、日本国籍を捨ててアストレアの魔ま法ほう軍に入った。当時から、最年少のトップガン候補だった葵は、瞬またたく間まに実力を身につけて、アストレア軍の最年少尉い官かんとなった。そして、アストレア軍に並び立つ世界最強の魔法軍たる天軍を有する日本の動向を探さぐり、同時に日本で暗あん躍やくしている魔法使いたちの動向を探るため、東京に舞まい戻ってきた。

「一緒に勉強して、一緒に遊んで、一緒に戦いたかった」

　けれど、慧はトップガンになることを選んだ。

「俺は、この街を守りたかったんです」

「うん」

　葵は、慧がトップガンになった理由を知っている。

　それでも想いを口にする。伝える。何度も好意を伝えて繋がりを確かめ合うように。

「だって、この街は、先せん輩ぱいが生まれた街だから。先輩が帰ってくる場所だから」

「うん」

　だから、慧はトップガンになった。

「私も、この街を守りたかった。守れるだけの力が欲しかった」

　だから、東京に戻ってきた。

「今、この街は、世界で最も魔ま法ほう技術の進んだ街で、世界で最も犯罪を企たくらんでいる魔法使いが集まっている街でもある。だから、その人たちを一人残らず倒たおすことができれば、世界中の魔法犯罪を止められるはず」

　それが、葵に課せられた任務であり、葵自身が自分に課した使命でもある。

　慧は、自分の手を見下ろした。互たがいの膝ひざの上で、互いの指を絡からませ合って繋いでいる。

「先輩。俺には、二つの夢があるんです」

「なあに？」

「世界を救うような魔法使いになることと、先輩と結けつ婚こんして先輩を幸せにすることです」

　くすりと、葵が肩で笑う。黒くろ髪かみがかさっと動いて、慧の頬ほおをくすぐった。

　嗅かぎ慣れたジャスミンの香りが鼻び孔こうをくすぐる。

「奇き遇ぐうだね。私にも、二つの夢があるんだよ」

「なんですか？」

「世界を救うような魔法使いになることと、君と結婚して君を幸せにすることだよ」

　握り合った掌てのひらにじわりと汗あせが浮かぶのが分かった。ずっと体はくっつけたままなのに、言葉を交かわしたあとのほうが、ずっと心の距きよ離りが近づいたように思えた。

「俺はトップガンであり続けます。先輩の一番そばで戦い続けるために、結果的に一番近道なのは、トップガンであり続けることだと思うから」

　電車が駅に停車する。

　慧は、葵と手を繋いだままホームへ降り立つ。背後で扉が閉まり、電車がホームを離はなれてゆく。

　そこで気がついた。

　乗っていた電車に、自分たち以外の人間が一人もいなかったということに。

　薄うす暗ぐらいホームに、二人分の、影かげと思しき巨大なシルエットがあった。人であるかどうかは定かではない。魔法生物の類いかもしれない何かが二つ、慧と葵の逃にげ道みちを塞ふさぐように、息を潜ひそめて待ち受けていた。

　異様な光景だった。その二つの影以外に人がいる気配はなく、それどころか駅構内に他の人間がいる音も気配も感じなかった。恐らく簡易的なダンジョン化魔法だった。周囲の人々が、無意識的に駅構内に立ち寄ることを避さけるような魔法。『工事中』や『立ち入り禁止』の標識や、そもそもそこに駅への入り口があるということを認にん識しきさせない感覚阻そ害がいの魔法。

　俗ぞくに、結界と呼ばれる類いの魔法だった。巧こう妙みように仕し掛かけられたそれによって、慧と葵だけが誘さそい込まれた。

「待まち伏ぶせ、みたいですね」

　慧と葵は、同時に繋いでいた手を離して構えた。

「水城の言っていた、俺たちを殺す気はないっていう言葉が仮に本当だとしたら、差し向けたのはウィリアムのほうですかね」

「かもね。そもそも、トップガン級のスキルを持つ彼が私たちを殺すつもりだったなら、わざわざ殺し屋を雇やとうなんて真似まねせずに、正面から殺しにくるはずだし」

　二つ分の影がホームの灯あかりの下に立ち、その姿をさらした。




　サーカス団といった様相だった。

　まず、召しよう喚かん魔ま法ほうの研究に失敗してキメラと化した女。ダンジョンで司会進行をしていた嘴くちばし男を思い出すが、しかし、今目の前にいる女はそれとは異なる容姿をしていた。

　巨大なサソリの下半身と、熊くまの上半身。女だと判断したのはぞっとするほど整った目鼻立ちの女性の首が、本来ならば熊の頭があるところに据すえ付つけられているからだ。

　そしてもう一人は、恐らく工業系の現場で使用される魔法で手足を失い機械化した男。右手がパワーショベル。左手が杭打機パイルバンカー。パワード・スーツに身を包んでいるかのよう。顔は通常の人の顔面の三倍ほどに膨ふくれあがり、象の肌はだのようにしわくちゃで年齢がわからず。

「俺との戦いを想定して、対策を取るためでしょうね」

　ウィリアムは、どこかで慧と葵のことを監かん視ししていて、格上の二人に対して対策を打つために、殺し屋を雇って差し向けたに違いなかった。一いつ般ぱん的てきな魔ま法ほう使つかい同士の戦いは、どれだけ相手の力量を予測して、対策を立てるかで勝敗が決まる。そういう意味では、ウィリアムがこうして殺し屋を差し向けてきたのは、きわめて真っ当な手段と言えた。

　すると、葵が数歩前に出て、慧を庇かばうように構えた。

「先輩？」

「私が倒す。慧くんは下がってて」

「でも、」

「今日は、」

　葵は敵の二人への警けい戒かいを残したまま半身になって振り返ると、慧の胸に優やさしく手を当てて告げた。

「今日は、慧くんと久しぶりにデートできた大事な日だから。だから、私が戦いたいの。いつも守ってもらってばかりだから、私自身の手で、今日を「良い日だった」って、ちゃんと納得して言える日にしたい。…………だめ？」

　上うわ目め遣づかい。

「分かりました。でも、危なくなったら介かい入にゆうしますからね」

「うんっ」

　葵の返事は、初めてのおつかいを任された子供のように無む邪じや気きなものだった。

　互いに応おう援えんしあい、背中を支え合う。そんな関係が当たり前のものとしてあるのは、この殺さつ伐ばつとした世界で何よりも幸福なことだと、二人は知っている。
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「でも、大だい丈じよう夫ぶですか？　アンチヒールプログラムなしで」改めて敵に向き直った葵に、慧が背中から声をかけてくる。「ここじゃ、先輩はアンチヒールプログラムを使えないですよね？　それに、アストレアの基本戦術は二人一組ツーマンセルですよね。なんなら、援えん護ごくらいは入りますけど、」

「うん、大丈夫。心配してくれてありがとう」

　アンチヒールプログラムにも、複数の種類がある。慧が使用しているものは、日本国内で開発され、トップガンと一部の軍人のみが使用することを許されている。

　一方で、葵が所属しているアストレアが開発しているアンチヒールプログラムも存在するが、こちらは使用するのにいくつもの許きよ認にん可かを取得する必要があり、日本国内で葵を始め、優愛を含ふくめたアストレア軍人がそれらを使用することは許されていない。

　葵は、敵の二人を見やり、告げる。「でも、アストレアのツーマンセル制は、何も二人一いつ緒しよじゃなきゃ戦えないってわけじゃないから。それに、自動で発動する回復魔法があったとしても、決して万ばん能のうじゃないからね。不死身なんかじゃないってこと、思い出させてあげる」

　葵が構えると、バチリという魔法の発動音と共に、その手に一ひと振ふりの木刀が生み出された。

　更さらに、もう一つ魔法を発動した。纏っている衣服に編み込まれている三次元回路と魔法素子が、生じた魔力によって変形。慧とのデート用の私服から、濃のう紺こんの軍服へ。

　キメラ女が、サソリの下半身から伸のびる巨大なハサミをかちかちと鳴らしながら言う。

「その格好。紛れもなくアストレア軍人の装備だね」

　隣の機械男が、巨大に膨れあがった顔をぶるぶると振るわせながら、早口でぶつぶつと呟く。

「そうだな……なあ、もう我が慢まんできないんだ、早くあいつを壊させてくれ。ダメなんだ、おい、女、こっちを見るな見るんじゃねえぶっ壊すぞ、俺は偉えらそうな奴と整ったモノが大嫌いなんだ」

「ちょっと、あたしの趣しゆ味みを分かってて、あの女を壊すって言ってる？　あたしとしては、是ぜ非ひとも切り刻んでコレクションに加えたいんだけどねえ」

「うるせえ、俺はあいつを壊したくて堪たまらねえんだ。しゃきっとした恰好しやがって、そのくせ俺のことを何度も何度もぶん殴った男とおんなじ目をしやがって、ああもうだめだ俺はもうだめだ、あいつを壊さなきゃそれになんだこの場所は、キレイに作りやがって、こんなもんだめだ、いつか全部壊れるんだ、ふざけんじゃねえぞ、だから、俺が壊してやるんだ」

　機械男は、最も早はや足あし踏ぶみにさえ見えるほどに激しくがくがくと貧びん乏ぼう揺ゆすりを始めた。

「じゃあ、早い者勝ちだね。強い者が奪う。欲ほしいモノは早い者勝ち。それがあたしらの掟ルールだからね」

「ああそうだ、そうだ、その通りだ。だから俺は、壊して壊して壊し尽つくす、でなけりゃ、俺が、壊れちまうんだよっ！」

　だんっと、機械男がパワードスーツの太い脚でホームの床ゆかを割り砕きながら駆け出し、葵に向かって突とつ進しんしてきた。

　その二人の異常な様子に、葵は見覚えがあった。

　魔法のリバウンドによる精神異常。バグのある魔法を使用することで、物理現象の操作に失敗し、脳を含めた身体に障害を負ってしまうケース。あるいは自らそうなることを望んで、デバッグされていない魔法をわざと使用し、自分自身を壊してしまう者たち。

　機械男が振ふりかぶったショベルが、葵の頭上から振り下ろされる。

　ステップして回かい避ひ。ガンッ！　ショベルがホームを砕き、破は片へんが飛来。びしびしと葵の体を傷付ける。着地して振り返ると、回り込んできていたキメラ女がサソリのハサミを振り回まわして襲おそってくる。

　ガキンッ、刀でハサミの起動を逸そらしながら、キメラ女の間合いから素す早ばやく離り脱だつ。

　ドン！　ドン！　ドン！

　背後から杭くい打うち機による連射。魔法によって、人体どころか周囲の壁や柱を粉々にするほどの威い力りよくで射出する機構が備わっていた。

　放たれた杭が葵の細い体を突き破やぶらんとする速度で飛来。

　たっ、たっ、とじぐざぐにステップ。飛来する杭の方向に対して斜ななめに構えて、最小の動きで躱かわした。構えた刀の切っ先をかすらせて軌き道どうを逸らす。最小の動きで三発の杭をやり過ごす。そのまま、あえて葵の方から機械男の間合いに飛び込んだ。

　葵が杭の連射だけでは仕留められないということを知っていたかのように、機械男は右手のショベルを振りかぶる。

　葵の構え、中段。すり足だけで間合いを図はかり、振り下ろされたショベルを回避。

　その死角から、キメラ女の尾おの先端、鋭するどく尖とがった針が飛んでくる。機械男の体を回り込むように移動し機械の体を盾たてにしながら回避した。

　ズドンッと地面を貫いた針の先端から毒液が跳はねる。

　キメラ女と機械男、互いに傷付き合うのも気にしていない様子。二匹ひきの怪かい獣じゆうが獲え物ものを奪い合っているかのよう。

　葵は距離を取る。

　続いて杭打ちの連射が飛来する。

　ドン！　ドン！　ドン！

　回避、回避、回避。刀を中段に構えたまま、葵は滑すべるように立ち位置を変えて、攻こう撃げきを躱し続ける。

「クソ女があああ！　壊れろ、壊れろ、壊れろ、壊れろッ！　その、その目で俺を見るんじゃねえええッ！」

　バチン、バチン、とハサミが葵の脚あしを切り刻もうとするが、跳ちよう躍やくして回避。

　一発たりとて、葵の体に傷は付かない。キメラ女の甘あまく毒々しい声が響く。

「ねえ、なんで逃げるの？　手足を切り刻んで、可愛かわいいお人形さんにしてあげるのにっ。手の指も脚の指も、全部バラバラにしてキレイにして、可愛いネイルを塗ぬってあげる！　そうしたら、一つ一つが宝石みたいに輝かがやくよ？　一つに繋つながってるなんて勿もつ体たいない！　バラバラのミニチュアにしてあげる、だって、その方が可愛いじゃない？」

「壊されるのも、バラバラにされるのも遠えん慮りよします」

　葵としては、壊されるのとバラバラにされるのとの違いがいまいち分からなかったけれど、どちらも絶対嫌いやだと思った。

　改めて、二人を見る。そしてこれまでの二人の言動を振り返る。

　葵を殺すことに躊ちゆう躇ちよなし。人体改造や違い法ほうな魔法の使用をさも当然のものと扱っており、今後も魔法による犯罪で被ひ害がいを拡大させる可能性が大いにある存在と言って良かった。

「壊れろ、壊れろ、壊れろ、壊れろ、壊れろよッ！」

　パイルバンカーの連射。

「お願いだから、その指を、腕を、唇を、髪かみを、目を、あたしに頂ちよう戴だいッ！」

　サソリのハサミと熊の腕を振りかぶって突進。

「仕方ないですね」

　葵は、溜ため息いき交じりに呟くと、上段に構えた。

「お二方を、アストレア軍のガイドラインに則のつとった有害魔法生物と見なし、駆く除じよします」

　飛来する杭を全すべて回避。キメラ女がふるったハサミを跳躍して躱すと、高速の剣けん戟げきを放った。

　ずばっ、と。キメラ女の美しい頭が真っ二つに切きり裂さかれる。

「あっ？」

　ちょうど目め頭がしらを境に、大脳を真っ二つに叩たたき割わった形だった。

　魔法によって、あらゆるものを切り裂く切れ味を帯びた木刀。その一いつ閃せんで、女の脳を切り裂いた。

「やってくれたねッ!?」

　キメラ女は、熊の腕で切り裂かれた頭を掴んでぐしゃりと元の位置に戻もどす。それと連動して回復魔法が発動し、破は壊かいされた脳や頭ず蓋がい骨こつが修復を開始する。

「遅おそい」

　ずばっ、と。

　再び一刀両断。今度は、頭を支えていた熊の腕うで諸もろ共ともの切断。再び大脳が破壊される。

「まず、大前提として、日本国やアストレアが開発している回復魔法と比ひ較かくして、違法に流通している回復魔法の最大の特とく徴ちようは、その回復速度の遅さです」

　葵の忠告。確かに、キメラ女の頭部や腕の回復速度は、慧が体を破壊されたときの回復速度と比して明らかに遅い。

「魔法の質は、プログラムと回路、そしてコアとなる魔ま法ほう素そ子し、全てのバランスで決まります。もちろん、使い手の遺伝配列の影えい響きようもありますが、それよりも、優すぐれたプログラムを用意し、質の高い回路と高純度の魔法素子を用意することのほうが重要です。また、魔法素子は、純度が高ければ高いほどよく、その量も多ければ多いほど良い。プログラムと回路の質が高ければ、より無む駄だなく効率的にエネルギーを魔法現象に変へん換かんできますし、魔法素子の質が高く、その量が多ければ多いほど、より高出力な魔法を使うことが出来る」

　生徒に講義をする教師そのものの、整然と整った口調だった。

　キメラ女が必死に反はん撃げきをするが、息を切らすことなく余よ裕ゆうの表情で回避する。

「加えて、大脳のように複雑な身体構造を回復させるのには、他の腕や脚といった部位と比較して時間がかかります」

　どっ、と。三度目の剣戟。キメラ女の大脳が破壊され、その修復速度自体も段々と時間がかかるようになっていった。

「違法な回復魔法に、違法な魔法素子。当然、負ふ荷かの大きい魔法を自動で発動し続ければ、魔法素子の劣れつ化かも早まり、回復魔法そのものが発動しづらくなってくる」

　最も早はや、キメラ女はその美しく艶やかな唇から悪言を放つことさえままならない。

「大脳の他には、心臓、肝かん臓ぞうの破壊も、発動する回復魔法の負荷が高いため、魔法素子の劣化が早まって効果的です」

　そう言いながら、葵は容よう赦しやなくキメラ女の心臓に突きを叩き込む。

　キメラ女が倒れ伏ふした。ひゅっ、ひゅっ、とおかしな呼吸音が口から漏もれる。

　死んではいなかったが、最早手持ちの魔法素子ではそれ以上の回復魔法は発動できない。




　圧あつ倒とう的てきな破壊をもたらす葵に向かって、機械男が言葉を漏らす。

「な、何が……」

　単純に、並外れていた。

　キメラ女と機械男の回復魔法と魔法素子が違法に流通しているものであることを見み抜ぬき、その最大の弱点を容赦なく突くことのできる戦せん闘とうのスキル。

　普ふ通つうの魔法使いでは、たとえキメラ女の弱点が分かっていても、その攻撃を易やす々やすと躱して、一いち撃げきで頭部を破壊するということはそう簡単にできることではない。逆に待ち伏せをし、狙そ撃げきなどの手段をとれるならばまだしも、立て続けに三度もの破壊を及およぼせるということ自体、圧倒的な力量差があるという証左だった。

　アストレア軍人の力量を見誤った。機械男の表情に、そんな感情が移ろった。

　並外れていた。魔法で人を殺すことに慣れた二人の凶きよう人じんが完全に置いて行かれるほどに。世界一の魔法軍事力を誇ほこるアストレア軍の中でもごく一部の精せい鋭えいが選ばれる特とく殊しゆ部隊の尉官というステータスに偽りのない実力だった。

「ふざけてんじゃねえぞ、ぶっ壊してやるよおッ！」

　機械男がパイルバンカーを向ける。

　崩くずれ落おちるキメラ女の巨きよ体たいの上で、葵は振り返って刀を構えた。

　その表情、雰ふん囲い気き、そして殺気は、あたかも次々に浪ろう人にんを刈かり取とる武士のそれ。

　あれだけの連続攻撃を躱し、逆に容赦なく急所を連戟で破壊する強さを見せつけたにもかかわらず、汗さえ浮うかばず息さえきれていなかった。

「ふざけているのは、あなた方では？」

　ずばんっ、と。

　パイルバンカーのバレルを真っ二つに切り裂くと、男の懐ふところに入り込む。

　鋭い一閃。心臓への突き。ズドンッ、と。

　その一撃が、男の放つパイルバンカーの一発に匹ひつ敵てきしそうな威力だった。

「がっは……」

「投降してください。そして、全ての魔法犯罪の罪を償つぐなうべきです」

「んなこと、するわきゃあねーだろうがッ！　クソ女がああああッ！」

　そのとき、葵の腕がいきなりぐいっと後ろへ引っ張られた。

「へ？」

　葵の口から驚おどろきの声が漏れる。敵の攻撃を全て回避するほどの空間把は握あく能力、危機回避能力を持つ葵の、認識の外から近づける人物は、この場には一人しか居ない。




　慧だった。

　葵を押おしのけて前に出ると、機械男に向かって、思い切り右みぎ拳こぶしを振り上げる。

「先輩は、クソ女じゃねえッッッ！」




　ズドンッ！

　機械男の首から上が、破は裂れつしたように爆ばく砕さいする。

　慧の拳も、渾こん身しんの右ストレートの破は壊かい力りよくによって、粉々に砕けるが、即そく時じ再生。

　一方の機械男は、どがんと大きな音を立てて、仰あお向むけに倒れた。

　ふーっ、と。突とつ然ぜん戦いに割って入った慧が、一いつ瞬しゆんですっかり治った右拳をさすりながら、吐はき捨すてるように言う。

「次、先輩をクソ女とか言ったら、マジでぶち殺すからな」
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　バチリ、と葵は魔法を発動。

　木刀を分解して捨てて、軍服から元の私服へ戻した。

「さっ、行こう」

　葵は慧の腕を引いて歩き出す。

　駅構内を出てから、家路を辿たどる間、いつもより少しだけ、甘えたように慧に寄より添そった。

　慧は、そんな葵の様子に対して、うっとうしがるそぶりも見せずに腕を貸してくれる。

「先輩」

「なあに？」

「先輩は、クソ女なんかじゃないです」

「うん」

「先輩は、切り刻まなくたって可愛いです」

「うん、ありがとう」

　しばらく歩いて、今度は葵から問いかける。

「ねえ、慧くん」

「なんですか？」

「君は、私のこと、嫌きらいになったりしないよね？」

「そんなわけないじゃないですか、一体、どうしたんですか」

「…………よかった」

　怒おこってしまったり、連れ回したり、自分のせいで事件に巻き込まれたり、迷めい惑わくをかけたり、自分のために怒ってくれたりする姿を見る度に、少しだけ不安になるときがある。けれど、確かく認にんするたびに、慧は「そんなわけない」と言ってくれる。それが、嬉うれしくて、たまらない。

　ぎゅっと、半ば腕にしがみつくようにして歩く。

　慧の匂においを感じる。体温を、鼓こ動どうを、感じることができる。

　そんなちょっとの歩きにくさが、かえって心ここ地ち良よいとさえ感じられた。







５　不死身にして最強のニート







　江え戸ど川がわ区く。千葉県にほど近いかつてのベッドタウン。

　戦争の影響で、今では大規模な貧民街スラムと化している。

　そこを、慧けいと葵あおい、それに優ゆ愛あの三人が歩いて行く。




　前回、慧と優愛が行ったダンジョン探たん索さくから早くも二週間が経過していた。

　アストレア軍の調査員が集めた情報。

　亡国の騎士ペイルライダーの一人であるウィリアム・キングは、いまや世界中の魔法武装組織に新型の魔法や武器、資源を横流しするブローカーになっており、今夜、過去最大規模の実験が行われるという情報を掴んだ。

　その実験場となるダンジョンに、三人で向かっていた。

　じろじろと集まる視線。髪の色も肌の色もばらばらの闇やみ市いちの住人たちが、見慣れない三人組に警戒の視線を送ってくる。

　今回は姿を隠かくしたりせず、堂々と正面からダンジョンを目指していた。

「ここだね」

　ある廃はいビルの地下通路。

　葵が、立ち入り禁止と書かれたスチール扉とびらに触ふれた。左手で空中に浮かび上がった仮想キーボードを叩いて、その場で即そく席せきのプログラムを構築していく。ダンジョンを守るために作られた防ぼう壁へきをなんなく突とつ破ぱする。

「来いって言ってるみたいだね」

　葵の呟きに、優愛が反応する。

「どういうことですか？」

「破ってくれと言わんばかりに、一カ所、プロテクトをあえて薄うすくしてる場所があった。多分、ウィリアムもこのダンジョンで私たちを倒すことを望んでいるんでしょう」

　そう言いながら、葵が鉄てつ扉ぴを開くと、その向こうにはおよそ埋うめ立たて地ちの地下とは思えない空間が拡ひろがっていた。

「うわ……」優愛が思わず声を漏らす。

　ウィリアムとしても、自らのステップアップとしてトップガンたる慧を倒すことを望んでいるはずだった。このダンジョンが、決戦の舞ぶ台たいとなる可能性は十分にある。




　扉の向こうは、さながら神しん殿でんだった。

　磨みがき上げられて鏡面と化した廊ろう下か。

　装そう飾しよくの刻まれた太い柱と、見上げるほどに高い天てん井じよう。

　こつ、こつ、と三人で靴くつ音おとを響ひびかせながら歩いてゆく。

　真まっ直すぐに続いている廊下の先に、巨きよ大だいな両開きの扉が見えてくる。そして、その扉の前に立っている一人の男に気がついた。

　シルクハット。燕えん尾び服ふく。そして蹄ひづめのある一本足。

　あの、数日前のダンジョンにいたキメラ男だ。

　鳥の嘴に、顔の右半分は爬は虫ちゆう類るい、左半分が毛深い猿さる。

「ようこそ。我わが主、ウィリアム・キングの開く宴うたげへ。お三方のご到とう着ちやくを、首を長くしてお待ちしておりました」

　ぴくりと、慧が反応する。

「お前……」

　あのときの記録映像ではない。五感を研とぎ澄すますと、キメラ男のものと思おぼしき心音がしっかりと聞こえた。体温も、息づかいも。目の前にいるこのキメラ男は、生身の本人だ。

　慧のその理解に気づいたのか、キメラ男もにやりと笑う。

「主はダンジョンの最さい奥おうでお待ちです。ですが、せっかく来て頂いたおもてなしをするよう仰おおせつかっておりますので、まずは当ダンジョンにいらしている他の魔法使いの皆みな様さま方がたと同じく、本日のメインイベントをお楽しみいただければと思います」

「メインイベント？」

「左様。我ら亡ぼう国こくの騎き士し団だんが満を持して披ひ露ろうする、革命の狼煙のろしでございます」

　それは恐おそらく、今日行われるはずのなんらかの大規模な魔法実験のことだ。

　キメラ男はにやりと笑うと、体を避けて、三人に扉の向こうへ進むことを促うながした。

「どうぞ。既すでに、宴は始まっております」

　慧は、葵と顔を見合わせて頷うなずき合い、扉に手をかけた。

　開けた瞬しゆん間かん、ずん、という振しん動どうに全身を強く揺ゆさぶられた。そのすさまじさ。がたがたと神殿全体が大きく揺れて、魔法建築でもない限り、そのまま崩ほう落らくしてしまうのではないのかと思うほどの振動だった。

「一体何が……？」

　背後の優愛が呟いたその疑問の答えを、慧と葵は、扉の向こうに進むなり同時に理解した。

「これか……」

　咄とつ嗟さに、全てが繋がって理解できた。

　漱すすぐが隠したがっていたものの正体が、目の前にいた。漱は、世界を滅ほろぼす計画の一いつ端たんとして、亡国の騎士であるウィリアムに出資していたのだろうと分かった。元トップガンの漱であれば、まだ世界中の誰だれも知らない魔法を開発するスキルもあり、そしてまたウィリアムを始めとした犯罪者・魔法使いたちに資金を供給することも可能となる。

　そして目的は世界の破壊と人類の滅めつ亡ぼう。そのためにうってつけの兵器が、慧の目の前に現れていた。

「ドラゴンだ……」

　慧が呟く。その肩かた越ごしにそれを見た優愛が、「ひっ……」と小さく悲鳴を上げるのが分かった。

　ただのドラゴンではなかった。以前、模も擬ぎ戦で慧が倒した翼よく竜りゆうなど比較にならなかった。

　その大きさ。

　一目見て、その全長がどれほどなのか言い当てられる人間はいない。

　そう思わせるだけのスケール。

　まず部屋が巨大だった。柱も壁かべも神殿らしい美しい装飾に彩いろどられてはいたが、何よりもその巨大さに遠近感が狂くるう。柱は世界樹のように高く伸び、空間を見下ろせるように据え付けられたバルコニーは十階、いや二十階層分は高く連なっている。

　そして中央に座しているドラゴンは、猛もう然ぜんと前足を振るい、目の前で数十人にものぼる魔法使いたちを、まとめて薙なぎ払はらった。

「ガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッッ！」

　全身がビリビリと揺さぶられる常識外れの雄お叫たけび。

　その威い圧あつ感かん。魔ま力りよくの濃のう度ど。存在しているだけで、周囲のあらゆる物理現象が歪ゆがめられ、バチバチという火花が散る。

　本来、この地球上にあってはならない存在。物理法則を歪める存在。

　その矛む盾じゆんを魔力で無理やりねじ伏ふせることで顕けん現げんを可能としている。その歪みがエネルギーの摩ま擦さつを発生させ、空間を終始バチバチと脅おどかす。

　少なくとも、現代の地球上にここまで巨大な生物は存在しない。

　優愛が叫さけぶ。

「このレベルのドラゴン、戦せん艦かんか戦車一個大隊でも持ってこないと、本気で暴れ出したら誰にも止められないんじゃ……！」

　かつて、第三次世界大戦で実際に投入されたことがある。そのときは欧おう州しゆう一帯の町々を一晩で焦しよう土どに変えたこともあり、被害を食い止めるためにアストレア軍も特別編成されて戦場に投入された。

　まさしく、亡国の騎士たちの今は亡なき故郷を焼やき払った存在そのもの。

　そして今目の前にいるドラゴンでさえ、試作品に過ぎないはずだった。本気で世界を破壊しようとしているのなら、ダンジョンなどではなく街中で召しよう喚かんしているはずだからだ。この場は、いわばデモンストレーション。本番を迎むかえるための準備に過ぎない。

　そして、その強力さを実際に戦ったことがないとはいえ優愛も知っている。

　いや、実際に戦ったことがないからこそ、優愛の声には怯おびえがあった。その巨大な体たい躯くとエネルギーを目の前にしたいま、倒たおす方法が全く思いつかないからだ。

　彼かの女じよも、曲がりなりにもアストレア軍の一員であり、魔法使いの中では優ゆう秀しゆうな部類だ。とはいえ、現状、目の前で数十人からなる魔法使いたちの一団が為なす術すべなく蹂じゆう躙りんされており、今からそこに自分たち三人が入ったところで、形勢を逆転できるわけがないという悲観が、優愛の声には込められていた。

「もしもこのドラゴンが、このダンジョンを出て暴れ出したら、東京は……」

　けれど。

「大丈夫」

　ぽん、と。葵が優愛の頭を撫なでる。その声には、本当に少しの動どう揺ようさえもなかった。

「ち、中ちゆう尉い？」

　葵は優愛を安心させるために微笑ほほえむと、慧を見た。

「行けるよね？」

「まあ、俺おれしかいませんよね」

　腕うでを頭の上で組んでストレッチをしながら、葵の問いかけに当然のことだと応こたえる。

「よし、決まりね。その間に、優愛ちゃんは私と一緒にウィリアム・キングを倒しに行こう」

「で、でも……、いくら鳴なる海みさんでも、一人で竜りゆう種の最上級個体を相手にするなんて……」

　慧は振り返ると、優愛のおでこを指で弾はじいた。

「痛！」

「落ち着け。平気だから、まあ任せとけ」

「何を根こん拠きよにそんなこと言えるんですかっ」

「根拠も何も、倒したことあるからな」

「えっ……」
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　優愛が、「冗じよう談だんでしょう？」という顔で絶句する。

「ほぼ同等級の個体なら、何度も倒したことがある。ほら、マイチューブの動画で見ただろ？　俺がドラゴンスレイヤーって呼ばれてて実際にドラゴンを倒す動画」

「え、あれって、……ゲームの実じつ況きよう動画じゃないんですか？」

「いや、アレ、マジに現実リアルでやってる動画を嘘うそっぽくゲームっぽい動画編集しただけで、全部ガチ」

「じゃあ……」

「ああ、倒せる」

　葵が優愛の肩かたをポンと叩く。

「そういうわけだから、慧くんのことは何にも心配いらないよ。さ、行こう」

　それでもなお、葵の後に続こうとしながらも、優愛は何度かこちらを振り返る。

「本当に、本当に大丈夫なんですよね？」

「だーから、大丈夫だって言ってんだろ。……つーか、俺がいなくなった方がお前にとっちゃあ都合がいいんじゃねーのか？」

　優愛と葵を交こう互ごに見る。優愛の葵好きは相当なもので、どうにも優愛は慧のことを邪じや魔ま者もの扱あつかいしてくる節があるからだ。

「そんなこと……！　な、鳴海さんがいなくなったら、本当にあのドラゴンとかウィリアムを止める人がいなくなっちゃうじゃないですか！　それに……いきなり鳴海さんがいなくなっちゃったら、その、中尉が寂さびしがりますし。別に、鳴海さんを心配してるわけじゃあ、ありませんっ。いなくなったら困るって言ってるだけです」

「あっそ」

「じゃあ、私は中尉と一緒に行きますから、……ちゃんと仕事は果たして、無事に追いついてくださいね」

「それはこっちのセリフだ。先せん輩ぱいの足引っ張りやがったらはっ倒すぞ」

　優愛がコクリと頷く。

「先輩も、気をつけてくださいね」

「うん。任せて。いざとなったら、これもあるから」

　そう言って、葵はグローブに包まれた左手の指を慧に見せる。

「そうですね」

　頷いた。葵の隠し球だま。それがあれば大丈夫だろうと、慧自身も思えた。

　優愛が葵と共に神殿の奥おくへと駆かけて行く。その背中を見送った。




「さあて」

　他の魔ま法ほう使つかいたちには、最早戦意など残ってはいなかった。

　潰かい走そうに次ぐ潰走。我先にと逃にげ惑まどう魔法使いたちの背後から、容赦の無い灼しやく熱ねつの炎ほのおが襲いかかる。

　その様子を見て、慧は指の骨をぼきぼきと鳴らしながら近づいて行く。

　どこにでもいそうな若者の姿。

　けれどその表情に浮かんでいるのは、トップガンとしての絶対の自信。その眼光はダンジョンにいる誰よりも鋭い。

　二十階以上ありそうな吹ふき抜ぬけで、ドラゴンの背せ丈たけでさえ見上げると首が痛くなりそうな大きさなのに、空間はそれよりもなお高く、天井は暗くら闇やみに消えて見えない。

　その広さはゆるりとした楕だ円えん形けい。中央に座すドラゴンが巨大な羽を目め一いつ杯ぱいに広げ、首と尾を伸ばしてさえ、端はしから端までは届かない。一いつ般ぱん的てきなスタジアムよりもさらに広い。

「十分だ」

　暴れるのに遠慮のいらない空間。それはドラゴンにとってそうであるように、慧にとっても申し分ない条件だった。

　ずぅん、ずぅん、とドラゴンが移動するたびに大地が揺れる。ガタガタと足の裏から揺さぶられる。

　未いまだに逃げ惑う魔法使いたちの阿あ鼻び叫きよう喚かんが耳に張り付いてくる。

　だが、慧は笑う。

　広すぎて怖おじ気け付づくなどという感情は微み塵じんもなく、その表情にあるのは嬉き々きとした興奮。

「これだけ広けりゃ、多少暴れても大だい丈じよう夫ぶだろ」

　最初から、ドラゴンに負けることなど考えてもいない。

　ドラゴンがどれだけ自分を楽しませてくれるのかしか考えていない。

　両手をかざす。

　バチッと火花。両手に槍やりを握にぎった。

　その音で、ドラゴンがこちらに気がついた。

　グルウルルルル……！　唸うなり声ごえを轟とどろかせながら、ドラゴンがこちらを睨にらんだ。

「よっしゃ、闘やろうぜ」

　右手を振りかぶり、握っていた槍を投げ放つ。リリースの瞬間、構成粒りゆう子しがプラズマ化。神速にして超ちよう破は壊かい力りよくの一撃。それをドラゴンの首元めがけて投げ放つ。

　初手にして、必殺。だがしかし、それは鱗うろこという強きよう靭じんな鎧よろいに届くことさえなかった。ドラゴンが地についていた前まえ脚あしをギシリと握った瞬間、バチバチバチバチ、と前脚周辺に火花が散り、魔ま法ほうが発動した。前脚から炎が噴ふき上がったかと思うと、その炎が三匹の小さな竜の姿を成し、慧とドラゴンの間に割って入った。慧が投げ放ったプラズマの一撃と、ドラゴンが魔法で生み出した炎えん龍りゆうがぶつかり合って相そう殺さいされる。

　慧は目を見張った。

「はっ、はっはっは……！　なんだ今のはっ……」

　驚き、呟つぶやく。その表情からは笑えみが消えるどころか、ますます嬉しそうに笑みが深まる。

「……召しよう喚かん魔ま法ほうか？　魔ま獣じゆうが眷けん属ぞくを召喚する？　んな個体、初めて見たぞ。召喚魔法としちゃあ大したもんじゃないが、けど……そんなんアリかよ!?」

　駆け出す。

　それを予測していたのか、ドラゴンは両前脚をダンッ！　と地面に打ち付けた。魔法の発動。空間摩擦の火花を食くらっただけで意識をふっ飛ばされそうな激しさ。

　生み出されたのは大小で十を超こえる炎龍。それが駆け出した慧をめがけて殺さつ到とう。油で引いた導線の上を炎が走るように、目にも留とまらぬ速度で迫せまってくる。

「来いよ！」

　槍を投げ放ち、迫ってくる炎龍を一匹ずつ散らしてゆく。

　バチリ、バチリ、と槍を生み出しては投げ、迫る炎龍を寄せ付けない。




　それを見ていた他の魔法使いたちギヤラリーは、突とつ然ぜん介かい入にゆうした慧のおかげで安あん全ぜん圏けんまで逃げ延のびると、口々に呟く。

「……あいつ、一人であのドラゴンを倒すつもりか？」

「無理に決まってんだろ……。あのデカさと圧力、一国の軍隊が壊かい滅めつさせられるレベルの魔獣だぞ」

「にしても……なんだあのガキの、槍を生み出す魔法は。発動から現象発生までのタイムラグが短すぎる……。それに、投げた瞬しゆん間かん槍やりが消えたと思ったら、次の瞬間にはあの炎の竜が倒されてるじゃねえか……一体どんなプログラムで組んであるのか、全くわかんねえ」

　そうした呟きが、強化されている慧の聴ちよう覚かくに次々に届く。

「トップガンだ……」

　一人が、慧を見て呟く。

「あいつ、知ってる……。トップガンだ……！　不死身の死神だ……！」

　炎龍をいくら生み出しても慧の致ち命めい傷しようには至らない。しびれを切らしたドラゴンが、自ら慧を倒すべくその巨体をグッと縮めた。跳躍。まっすぐに慧を押し潰つぶす角度で突っ込んでくる。一瞬で広大な神殿を端から端まで移動する。

　慧は回かい避ひする。流石さすがにこれだけ巨大なドラゴンの持つ分厚い鱗の鎧で突とつ進しんされたら全身が粉々になる。再生できたとしても、反撃も回避もできなくなる。そのまま畳たたみ掛かけられたらいくら不死身に限りなく近い慧といえども為す術がなくなる。

　筋力強化の魔法を駆く使ししてダンッ、と大地を蹴けった。足元の石いし畳だたみが砕くだける。慧の両りよう脚きやくも衝しよう撃げきを流しきれずに砕けるが、空中で瞬しゆん時じに再生。斜ななめに高く飛び上がった。慧の眼下で、突進してきたドラゴンの両前脚が、つい先ほどまで立っていた場所に突つき刺ささる。

　榴りゆう弾だんの爆ばく発はつを目まの当あたりにしたかと思うような轟ごう音おん。砕けた石畳が弾だん丸がんのように周囲に弾はじけ飛とび、周囲にいた魔法使いたちを襲おそう。壁が崩落し、柱が小枝のようにバキバキに折れた。

　魔法で空中を蹴る。ドラゴンを見下ろしながら退たい避ひする。

　ギロリとドラゴンが振ふり返かえった。

　瞬間、明後日の方向からドラゴンの尾が飛んでくる。

「ぐっ」

　反応が遅おくれた。すかさず槍を生み出して受け止めるが、バットで打たれたみたいに慧の体が吹っ飛んだ。

　ズドンッ！　柱を巻き込みながら壁に突き刺さる。すかさず立ち上がろうとするが、暗い。ドラゴンがすぐ目の前にいる。振りかぶった右前脚を、渾身の右ストレートでも放つかのような体勢で打ち込んでくる。

「はっ……！」

　笑い声が、漏れた。

　普通なら、ここで死ぬ。

　普通なら絶望で死を覚かく悟ごする。

　だが、慧の顔に浮かんでいるのは狂きよう喜きだった。

「最っ高だ」

　バチリ。右手に槍を顕現させ、その全てをプラズマ化させる。

　待っていたのは、ドラゴンがこちらの命を刈り取る勝負手をかけてくる瞬間。

　そこに渾身の一撃をぶつける。慧が望んだものは、ひりつくような力比べだ。

「死ぬなよ？」

　あくまでも相手を舐なめ腐くさった態度とセリフ。不ふ遜そん。尊大。

　それでいて、自分が最強だという絶対的な自信。

「あああああああぁあああぁぁあああああぁあああぁぁあああああああッ！」

　プラズマ化した槍を投げ放つ。

　ダンジョンをまるごと崩落させたあの一撃。

　ドラゴンが慧を押し潰さんと突き出した右前足と衝しよう突とつした。

　インパクトの瞬間、バチバチバチバチ、と激しく火花が散った。

　ドラゴンが魔法を発動する。魔力によって物理法則が歪められ、空間が歪んだ。ぐわっ、と。ドラゴンの前足から、突とつ如じよ飛来した隕いん石せきの爆発が生み出されたかと思うほどの熱が弾け、プラズマとまともにぶつかりあった。

　ドッッッッッ！

　あるいはそれは、大たい砲ほうの絨じゆう毯たん爆ばく撃げき。もしくはミサイルの一撃。かつて大戦で一国を焦土にしたと言わしめる圧倒的なエネルギー。

　それによって、プラズマ化した一撃が、爆砕、相殺した。

　もうもうと立ちこめる煙の向こうに、小山のようにそびえ立つ無傷のドラゴンを見た。

「マジかよ……」




　ドラゴンの方も、慧がただの蹂躙されるだけの羽虫ではないということを察したようだった。その立ち姿に余裕はない。慧を本気で潰さなければならない相手として見ていた。

　両前足で、バチッ、と。魔法を発動。幾いく重えにも体を連ならせながら、炎えん竜りゆうが生み出され、襲いかかってくる。

「なら、」

　バチバチバチバチバチバチ！　慧の周囲に無数の槍が生み出され、それらが一いつ斉せいにプラズマ化。光を放つ。

　慧は、右手で拳けん銃じゆうの形を作ると、ドラゴンに向けて突き出した。

「……力比べだッ！」




　ドッ、ドドドドドドドドドドドドドドドドッッッ！

　炎竜と槍が、炎と光が、エネルギーと爆ばく風ふうが、ぶつかり合い、混じり合い、喰くらい合って互たがいに消え去り、また次の爆発が生まれる。

「はっ、はっはっははははははははははははッ！」

　慧は、移動しながらバチバチバチバチと次から次へ槍を生み出し、ドラゴン目がけて射出する。炎竜を砕き、前足を弾き、ドラゴンの体、首、翼つばさ、顔面にぶつけてゆく。次し第だいに、鱗の鎧を傷付け始める。

　一方で、炎竜が慧の足元を砕き、周囲を灼やき、腕を奪うばい、視界を塞ふさぐ。

　先に力ちから尽つきた方が破れる。力と力の凌しのぎ合い。

　その戦いは、最早観戦することさえ許されない。近くに居れば、まず間ま違ちがいなく炎と爆発に巻き込まれ、吹き飛ばされて命を落とす。

　かつての大戦主力兵器であるドラゴンと、現代最強の魔法使いの一角であるトップガンとの、あまりにも苛か烈れつに過ぎる戦いだった。
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「待っていた」

　神殿の奥。水が流れ滴したたる泉の脇わきで、金きん髪ぱつの男は駆けつけた葵と優愛の姿を見て甘あまい笑みを浮かべた。

　奥から流れ落ちてくる滝たきの水が泉へと注ぎ込み、さらに溢あふれた水は淡あわく輝かがやく鉱石の上を滴り、流れ落ちていく。

　流れて行く水が、ウィリアムの足元で赤く染まっている。

　転がっているのは、十数名からなる分隊規模の軍人のバラバラになった肉体だった。

「これは……」

　その惨さん状じように目を向けた葵と優愛の様子を楽しむかのように、ウィリアムが獰どう猛もうな笑みを浮かべる。

「日本が誇る天軍の連中だよ。お前らアストレア軍と同じように、こいつらも俺の情報を掴つかんでいたらしい。一足先にここへ来たが、全く以もつて楽しませてはもらえなかった。第三次世界大戦を唯ゆい一いつ生き延びた魔法大国、日本の魔法軍と言えど、下したっ端ぱ兵士となるとやはりこの程度か、と落らく胆たんしたよ」

　そこまで告げると、ウィリアムはちらりと優愛を見た。

「お嬢じようちゃんは、楽しませてくれるんだろうな？」

　ウィリアムは、以前と同じジャケット姿だった。

　カラーシャツに仕立ての良さそうなホワイトスーツ。それが彼かれなりの正装らしい。

　特とく徴ちよう的てきな金髪のドレッドに澄んだブルーの瞳ひとみ。

　威圧されまいとするかのように、優愛はきっと睨み返す。

　葵が、刀の切っ先をウィリアムに向かって突きつけた。

「アストレア軍特とく殊しゆ戦術組織、ヴァルキュリア隊所属、向さき坂さか葵。あなたの策さく謀ぼうを止めに来ました」

　葵と優愛。共に濃のう紺こんの軍服を、自身の得意とする戦術に合わせてカスタマイズした姿。葵は標準のデザインそのまま。あくまでも後方支し援えんを主眼とし、刀を片手で携たずさえつつも優愛をサポートするためのプログラムを、仮想キーボードの打だ鍵けんでいくつも走らせ始める。

　一方の優愛。

　狐きつね耳みみと尻尾しつぽ。濃紺の軍服が和風の装束に変へん貌ぼうする。両手て脚あしに分厚いグローブとブーツを携えた、本格的なインファイトスタイル。得意の体術に身体強化を特化させるための変貌。

「違い法ほうな魔法開発を行い、魔法のプログラム、資源を世界各国の犯罪組織に供給している犯罪行こう為いを止めるため、力ずくで、拘こう束そくさせていただきます」

「はっはっは。お手て柔やわらかに頼たのむぜ、黒髪の美人さんアジアン・ビユーテイ」

　葵の宣言に応じて、優愛が一歩、二歩と前へ出る。

　次の瞬間。とん、と。

　優愛が一瞬にして間合いに踏ふみ込んだ。

　高速にして必殺のワンツー。

「う、お!?」
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　ボッ、と。空気を切きり裂さく音。しかし紙かみ一ひと重えで回避されている。

「ッぶねえ、……この前とは違ちがって、随ずい分ぶん思い切りがいいじゃねえかっ」

　すかさず距きよ離りを詰つめる。

　光学迷めい彩さいは使用せず。魔ま法ほう素そ子しによる魔法の出力を身体強化に振り分ける。

　ウィリアムに対して臆おくすることないインファイト。

　ジャブ、ジャブ、右フック。

　そこに、ウィリアムがカウンターを絡からめてくる。

　ボンッ！

　互いの拳こぶしがぶつかり合う。ウィリアムの拳が、彼の魔法によって爆発。優愛の左ひだり腕うでが吹っ飛ぶ。だがしかし、一いつ切さい気にせずさらに踏み込んだ優愛が右のアッパーをウィリアムのボディにぶち込んだ。

「なんと、」

　ウィリアムが驚きよう愕がくする。

　再び距離をとった優愛。その粉ふん砕さいしたはずの左腕が見る間に修復されていく。

「なるほどな」

　ウィリアムは一いつ瞬しゆんでからくりを看過。

　優愛の背後にいる葵が、独自の修復プログラムを走らせることでウィリアムのアンチヒールプログラムを対たい症しよう療りよう法ほう的に無効化する作戦。つまり、通常自動で発動する再生治ち癒ゆ魔ま法ほうと同じ効果を発現する魔法を、葵が手動で、その場で逐ちく一いち発動させている。

「アンチヒールプログラムは、乱暴な言い方をすればジャミングみてえなもんだ。自動回復魔法は、通常、予あらかじめ怪け我がや破は壊かいの症しよう状じようとして予測されるものをプリセットしておいて、魔法を利用したネットワークを介かいして処方をダウンロードする。だから、治癒魔法を発動するための魔法素子が持つ特定の波長をシャットダウンすることで、ダウンロードそのものをできなくする」

「そう。……ですから、アンチヒールプログラムに対処する一番簡単な方法は、もう一人の魔法使いがすぐ傍そばに控ひかえて、ケースバイケースで受けた傷を修復するプログラムを組み上げて、その場で治ち療りようを行うこと」

「口で言うのは簡単だが、人体に対する理解と治ち癒ゆ系魔法の文法理解、何よりも高速で的確な魔法をくみ上げる判断力と決断力が必要になる。なにしろ、戦場で即そつ興きよう手術を行うみてえなもんだからな」

　そのウィリアムの口調には、葵の行っている治癒に対する感かん嘆たんの響きがあった。

　そして、優愛はステップを刻みながら、臆することなく踏み込んだ。

　いつも通り回復できると分かれば、優愛が得意とする接近戦スキルも最大限に活いきるからだ。

「はっはぁッ、動きが段だん違ちがいだ！　いいぜ、俺も、お嬢ちゃんとはそういう勝負がしたかったんだッ！」

　優愛の身体能力は、単純な超ちよう至し近きん距きよ離りでの破は壊かい力りよくに関しては、葵さえも凌ぐ可能性がある。

「そして、そっちのアジアン・ビューティも抜け目がねえな」

　認にん識しき阻そ害がい。巧こう妙みようにウィリアムの視覚や聴覚に妨ぼう害がい情報を差し込んでくる。

　魔法を駆使した妨害行こう為い。

「最初の一いち撃げきも、これだな。俺の視覚と聴覚にアトランダムに魔法による妨害を行うことで、」

　一瞬でウィリアムの目の前に踏み込んだように感じさせた。

　そしてそれは、先日地下鉄のホームで殺し屋たちと戦ったときにも使用した技術だった。目を瞑つぶった瞬間に移動したり、敵が一番不快に思う音を発生させるなどして、戦せん闘とうへの集中力をさりげなく奪いながら戦う技術。

「なるほど、こいつはやばい……！　流石は鍛きたえ上あげられたアストレア軍人同士の連れん係けいってところか。並みの人間ならまず抵てい抗こうするのは不可能、ってところだな」

　葵が最も得意とする部隊支援スキルの真骨頂。

　そして優愛が最も得意とする超至近距離の肉にく弾だん戦せん。

　その二つが合わさって、じわじわとウィリアムを追おい詰めてゆく。

　ウィリアムの口数が減る。この二人が、余よ裕ゆうで捻ひねり潰せる相手ではないと認めるように。戦いながら冷静に分ぶん析せき。けれど笑みは残したまま。

（ここからだ）

　優愛は気合いを入れ直す。

　仮にも敵は、世界的にも危険視されている亡国の騎士。一説には、トップガンクラスの実力さえあると言われている。

　そのウィリアムへ、渾こん身しんの右ストレートを放つ。

「はあっ！」

　ドゴッ！　と。

　ウィリアムは両りよう腕うででガードするが、ガードの上からウィリアムの体を吹っ飛ばす豪ごう腕わん。小こ柄がらな体躯に似合わないハードパンチャーさながらの一撃。

　インパクトの瞬間、ウィリアムの両腕が折れるボキリという音が響いた。

　しかし、ウィリアムの両腕は即そく座ざに回復。

「無む駄だだ。アンチヒールプログラムなしで勝てるほど、俺は甘くないぞ。まあ、使いたくても使えないんだろうがな」

　ウィリアムが告げた事実は、まるっきり、こちらの事情を知り尽つくしている物言いだった。

　アストレア軍にも、種々の敵に対処するために、全すべての言語方式というわけにはいかないが、多くの回復魔法を無効化できるアンチヒールプログラムが取とり揃そろえられている。

　しかし、この日本というエリアで作戦を行うときに限っては、それらのアンチヒールプログラムを使用することは許されていない。

　聖都アストレアの憲法上では、紛ふん争そう地帯や、今なお第三次世界大戦の続きが繰くり広げられている海外の多くの危険なエリアでは、『魔法の力で世界に持続可能な平和をもたらす』というアストレアのビジョンに則のつとっている限り、アストレア国民は殆ほとんどの魔法を使用できることになっている。

　しかし、現在の日本のように自国の政府組織と、天軍という治安維い持じ組織が正常に機能している安全なエリア内では、アストレア国民の魔法の使用は大きく制限される。特に、直接的に生存の権利を奪うアンチヒールプログラムなどは、アストレアの憲法上だけでなく、日本国と結んだ条約上も、使用が難しい。厳密に言えば、アストレア国内と日本国内、双そう方ほうの議会承しよう認にんを得た上でなら使用することは可能だが、いくら亡国の騎士を止めるためとはいえ、たかだがテロリスト一人を止めるためだけに、双方の議会の承認を得るのは不可能に近い。

「正義の味方の辛つらいところだな。とはいえ、アンチヒールプログラムありで、俺に傷一つ付けられなかった天軍の連中と比ひ較かくすれば、その実力差は歴然だが」

「うるさい」

　優愛にとっては、不利な状じよう況きようで戦うなど、当たり前で、とっくに覚悟を決めていることだった。

　踏み込んでジャブを連打。右拳も混ぜながら、高速のワンツー・コンビネーション。ウィリアムの軽けい薄はくな口調を塞ぐ連撃。

「おいおい、年上の話は素す直なおに聞くもんだぞ!?」

「うるさい、黙だまって」一いつ蹴しゆう。「完かん璧ぺきな再生魔法なんてこの世には存在しない。一発で倒せないなら、合法的に、壊こわれるまで殴なぐるだけ」

　ある意味で、葵よりも慧よりも、誰よりも頭の中が単純なる筋肉で満ちている発言だった。

「はっは、イかれてやがるぜ……！　ま、確かに回復魔法を持ってる敵の倒し方としては全くもって及きゆう第だい点てんの回答だが」

　殴り続ければ、回復魔法の処理が追いつかなくなるか、魔法を発動している魔法素子の劣れつ化かが進んでいずれ魔法を発動できなくなる。だから、慧やウィリアムのように回復魔法を無効化する魔法を持っていない優愛や葵が敵を倒すときには、回復魔法が発動できなくなるまで壊して壊して壊しまくる、というのが魔法戦における常道だった。




　優愛のフットワークとコンビネーションに圧されているように見えて、ウィリアムの表情からは余裕の笑みが消えることはなかった。ちらりちらりと葵のほうを盗ぬすみ見みながら冷静に戦せん況きようを分析している。

　優愛の右フックがウィリアムの頭部に迫り、ウィリアムは上半身を逸らスウイープしながら左拳を優愛の右フックに合わせた。

　ウィリアムの左拳がフリッカー・スタイルのようにしなる。

　ボンッ！　破は裂れつ音おん。ウィリアムの魔法による爆発。優愛の右拳が砕け、弾け、手首から先が失われた。しかし、その瞬間に葵が編み上げた魔法が発動。優愛の右拳を即座に再生。追い討うちをかけようとしていたウィリアムのボディに渾身のアッパーを打ち込んだ。

　ドゴンッ！

「がは！」

　ウィリアムの体が浮うき上がる。口から赤い血液が飛ぶ。仕留めきれてはいない。しっかり両腕をクロスしてアッパーを防いでいる。着地して、口元から血を滴らせながらニヤリと笑う。

「凄すさまじいテクニックだ。対症療法とは言え、その速度で失った腕を再生させるとは。量子コンピュータを相手に戦っているのかと錯さつ覚かくさせられるようなプログラミング速度だな」

　葵に対する褒ほめ言こと葉ば。

　確実に追い詰めているはずなのに。どこか、ウィリアムは余力を残しているように見えた。

　二人一組になったときのアストレア軍人の恐こわさ、フォーメーションの隙すきのなさを見せつけているのにもかかわらず。

「だが……、それでもお嬢ちゃんたちが俺を殺すのは、不可能だ」

「どうしてそう思うの」

　黙らせるのではなく、自然とその問いが口をついて出ていた。

　なぜなら優愛自身、相対しているウィリアムがまだ隠かくし玉を用意しているということに気が付いているからだ。そうでなければ、優愛と葵のコンビネーションを前にして余裕を保てるはずがない。

「答えは簡単だ。……出力がまるで足りないのさ」

　ウィリアムが、両腕を開いた。

　インファイトを得意とする優愛に対して、まさかの胴どうをさらけ出すノーガード。

　隠し玉を出すのだと分かった。今、必殺の一撃を打ち込めば、間違いなく大きなダメージを与あたえられる。そのことを葵も優愛も理解していたが、動かなかった。

　意味がないからだ。ウィリアムが出そうとしている隠し玉を正面から打うち壊さなければ、恐おそらくこの敵は倒せない。

　魔法使いの戦いというのはそういうものだった。誰だれもが渾身のプログラムを隠し持っている。それを隠し持っている限り絶対に敗北することはない。

　逆に言えば、ウィリアムにそれを出させるところまで、葵と優愛は彼を追い詰めた。

　だから、それをさらけ出させ、それを正面から粉々に打ち砕く。

　なおも、優愛はウィリアムに問いかける。全てを打ち砕くために。

「出力が足りない？」

「ああ、そうだ。嬢ちゃんの攻こう撃げきじゃあ俺の魔法素子は傷一つつかないし、回復魔法が追いつかないということもない。だから何度でも再生できる。あのクソガキみてえに、あるいは俺のように、そもそも回復を封ふうじる手段を持って戦えるならまた話は別だがな」

　パキ、パキ、という音が辺りに響ひびき始めた。

　それは、ともすれば聞きき逃のがしてしまいそうなほどの小さな音。しかし確実に変化は訪おとずれていた。ウィリアムの足元が凍こおっていく。いや足元だけではない。ウィリアムの両手の指先が、霜しもが降りたように白くなったかと思うと、凍りついていく。そのドレッドに編まれた長い金髪も、ジャケットも、革かわ靴ぐつも、周囲の水をかき集めて凍りついていく。

　ただ凍るだけではなかった。ウィリアムの体を守るように、氷が結けつ晶しようとなり、鎧を形作っていく。両手足の周囲に鋭するどく尖とがった氷の爪つめが現れる。頭部、肩、胴、節々を守る氷の兜かぶとが作られる。

「それが……あなたの魔法？」

「正確に言えば、そうだとも言えるし、魔法じゃあないとも言える。これはどちらかと言うと、一種の生体反応だ」

「生体反応？」

　ウィリアムは、優愛の表情を見てくつくつと笑った。

「その表情を見るに、最新の魔法生物学の論文は読んでいないようだな」

　葵が、その会話に割って入った。

「魔ま力りよく代謝機能。魔法生物に命を与える研究の一いつ端たん、ですね」

「おっと、そっちの黒髪の嬢ちゃんは知ってたか」

　葵がコクリと頷うなずいて、言葉を述べる。

「魔ま法ほう技術が生み出されてからもう十年以上が経たちますが、未だに魔法によって持続可能な生命体を生み出すことができるプログラムの成功事例は発表されていない。ドラゴンをはじめとした魔法生物に与えられる時間は、保って数日。とても生命と呼べる代しろ物ものじゃない。課題は大きく二つ。数年から数十年単位を生きるための長期的な代謝機能を持った体を構築できないこと。もう一つは、生み出した生物はいずれも著いちじるしく知能や神経系のレベルが低く、生体バランスを維持できず自じ壊かいしてしまうということ」

　そこまで葵が語ると、ウィリアムが後を継ついだ。

「だが、現実には成功している事例もある。軍事研究や非人道的実験の一いつ環かんだからこそ公表されていないだけで、人体改造技術は今も進み続けている。流石に、一から生命を誕生させる魔法はまだ生み出されていないがな」

　葵が目を細めてウィリアムを睨んだ。

　その頃ころにはウィリアムは、完全に氷によって生み出されたアームスーツとでも呼ぶべき鎧に身を包んでいた。

「あなたのその装備が、その魔力代謝反応と同じ機構である、と？」

「如何いかにも。俺おれの体には、ヒト遺伝子の他に一部竜ドラゴン種の遺伝子などが混ざっている。通常、そうやってキメラ化した人間はなんらかの身体欠損を生じたり、精神やホルモンバランスに異常を来したり、場合によっちゃあ死んじまうが、俺は言ってみればキメラ化の数少ない成功事例ってわけだ。どこも腐っちゃいないし、内臓機能もいたって健全、それどころか、トップガン並の知能指数や身体能力を獲かく得とくすることに成功した。そのカギは、さっき話した魔力代謝にある。俺の体には、キメラ化の技術によって、自らの体内で魔法素子を生成する機関が組み込まれている。それによって、生命活動を維持する、という魔法を、大量の魔法素子の力を借りて、無む理り矢や理りぶん回し続けてるってわけだ」

　葵が、得心して頷いた。

「なるほど。つまり……あなたの体そのものが、魔法を発動する魔ま力りよく素そ子しそのものであり、魔法生物が自らの命を保てないのであれば、その体が腐り落ちる前に、新しい体を生成し続けられればいい、と」

　ウィリアムが口笛を吹く。

「飲み込みが早いな。流石さすが世界トップレベルの魔法使い。エリート中のエリートだ。お嬢ちゃんの言うとおり、俺は全身が魔法素子の塊かたまりだと言っても過言じゃない。そして、この体には魔力代謝機構が宿っているために、通常の方法で生産された魔法素子よりも圧あつ倒とう的てきに耐たい久きゆう性せいも高い。……恐らくだが、理論上、この俺の体を壊すより先にお嬢ちゃんたちの魔法兵装がぶっ壊れると思うぜ？」

　人体が、魔法素子そのものである。

　通常、葵や優愛は、衣服や小物、もしくは体内に摂せつ取しゆした魔法素子に信号を流すことで魔法を発動する。何度も魔法を発動することで、魔法素子は次第に劣化する。

　だが、ウィリアムの場合は、人体そのものが魔法素子であるため、怪我が治り、髪かみや爪が伸のび、新しい皮ひ膚ふなどの細さい胞ぼうが生まれ変わるように、体内を流れている魔法素子そのものが再生し、生まれ変わる。

　だから、劣化しない。圧倒的に耐たい久きゆう性せいが高く、出力も大きい。

「この俺よりも耐久性も変へん換かん効率も高い魔法素子があるとしたら、そうだな、お嬢ちゃんたちの国が開発しているジェネティックダイヤくらいのもんか。いずれにせよ、今のお嬢ちゃんの兵装で、俺を壊すのは無理なんだよ」

　優愛は、それでも折れない戦意を表情に湛たたえ、仁に王おう立ちでウィリアムに向かい合って、胸の前で両拳を打ち付けた。

「あたしが勝てないと断言する理り屈くつは分かりました。ですが、引くわけにはいきません」

「負けると分かっていてもか？」

「負けませんっ」

「くっく、見かけによらず、頭ん中が筋肉で出来てやがる嬢ちゃんだな。そう言う奴やつは嫌きらいじゃないが」

「いいえ。決して勢いだけで精神論をぶちまけてる訳じゃあありません。あたしはあなたに負けるかもしれませんが、あたしたちは負けません」

「なぜそう言い切れる？」

　優愛は声を荒あららげる。自分たちの隠し球だま、いや切り札の名を告げる。

「鳴海さんがいます」

　断言する。自信を持って。この男を倒たおせるのはあの人しかいない、と。

「さっき、あなたは言いました。あのクソガキみてえに回復を封じる攻撃を持っているなら話は別だ、と。つまり、あなた自身が、もしも鳴海さんが来たら形勢が変わると思っているということです。であれば、あたしがやらなくちゃいけないことは、一つ」

　優愛の瞳が燃え上がる。それを見て、ウィリアムの表情にも極ごく上じようの笑みが浮かんだ。

「時間稼かせぎをしようってわけか」

「それが、今のあたしにできる全てです」

　再び距離を詰める。左右にフェイントを入れながら一気に懐ふところに入る。

　左拳を動かす。ジャブの予備動作。それすらもフェイント。

　どがっ！

　ドンピシャのタイミングで踏み込み、腰こしの捻りも入れた渾身の右ストレート。その威い力りよくは、大木や薄うすい鋼板くらいなら易やす々やすと砕いて貫かん通つうしそうなほど。

　氷の鎧に包まれているウィリアムの体を浮き上がらせる。びきり、とその鎧にヒビを入れる。だが、即そく時じ再生。

　そして、ボンッ！　鎧の表面が爆発。優愛の右拳が吹ふき飛ばされる。即座に葵が魔法を走らせて再生。

　軽けい妙みようかつ高速のフットワークで移動し、左フックを打ち込む。再び氷の鎧にヒビを入れる。

　だが、先ほどまではガードの上からでもウィリアムの肉体に与えられていたダメージが、氷の鎧を纏まとった今では一切通じなくなっていた。

「言ってるだろ？　出力が足りねえって」

「はい？　火が消えないからって消火を諦あきらめる消防士がいますか？」

「時には諦めも肝かん心じんだ。でないと、命を無駄に捨てることになる」

「どっちみちやらなきゃ死ぬ状況で、諦める人になる気はありませんっ！」

　殴る。殴る。殴る。殴る。

　一発で砕けないのなら二発。二発で砕けないなら三発。高速の連打で、同じ箇か所しよに拳を打ち込む。ダダンッ！　ダダダンッ！　工事現場でアスファルトを砕く油圧機械を思わせる連打。ただしそれよりも遥はるかに破壊力は上。

　普ふ通つうの魔ま法ほう使つかい相手であれば、とっくに回復魔法の追いつかない致命傷を与えているハードラッシュ。しかし、ウィリアムの涼すずしげな表情には汗あせさえ滲にじまない。

「嬢ちゃんの全力はよく分かった。……だが、そろそろ飽あきた」

　ウィリアムが右みぎ腕うでを振るう。重機を連想させる巨きよ大だいな氷の爪が優愛に襲いかかった。

　――たとえ、この一撃が致命傷になったとしても、あたしは前に進み続ける。

　――きっと大だい丈じよう夫ぶだ、という想おもい。後ろには中ちゆう尉いがいて、必ず鳴海さんが駆かけつけてくれる。だからあたしは大丈夫だ。どれだけ厳しい状況に追い詰められたとしても、きっと二人がなんとかしてくれる。

　その信しん頼らい。安心。握にぎりしめた拳に生まれた熱が全身に広がり、優愛の瞳が燃え上がる。

　その瞳に、きらりと銀の刃やいばが映り込む。

　ギインッ、と。

　葵の太刀たちが一いつ閃せん。優愛とウィリアムの間に割り込んで、氷の爪の軌き道どうを逸そらした。

　優愛の目の前を爪の一撃が通過し、巻き起こった風が鼻はなっ面つらを叩たたいた。

「ち、中尉……！」

「下がってッ！」

　半ば押おしのけるようにして、葵が優愛の前に出る。

　ウィリアムがにやりと笑う。

「選手交代か」

　今度はウィリアムが、爪の連続攻撃ラッシュを葵に向けて振り下おろす。

　優愛は素す早ばやく後退。上官の命令に従順な軍人ならではの条件反射。

　葵は、必要最小限の動きで刀を動かし、ウィリアムが振り下ろしてくる氷の爪を全て逸らし、正確に捌さばいていく。

「やはり、黒髪の嬢ちゃんの方が格上かっ」

「そういうわけでもありません。相あい性しようの問題です」

「相性？」

「ええ」

　にこりと笑う。

　今度は、刀だけではなく、ステップやフェイントも織り交ぜる。ウィリアムの爪を躱かわす。躱す。躱す。刀を巧たくみに操あやつって、ウィリアムの攻撃を全て捌く。

　主体的に攻せめて主導権を握ろうとする優愛のスタイルとは真逆。基本的には受け身であり、出方次第で臨機応変に動きを変えるスタイル。時折入れるカウンターも致ち命めい傷しようを狙ねらうものではなく、体勢を崩くずしたり、攻撃の出所を潰つぶしたりといった妨害がメイン。

「なるほど」

　時間稼ぎをするには葵の方が圧倒的に適しているということにウィリアムも気がつく。

「確かに、やりにくい相手だ……！」

　一発一発の破壊力は優愛の方が上。相手を破壊する攻こう撃げき力りよくも、多少の攻撃を食くらいながらでも攻撃を叩き込むタフさも、葵よりも優愛の方が上だった。

　しかし、こと時間稼ぎに関しては葵の方が上手うまかった。有効打を入れる手段を持っていないわけではない。だがしかし、それがウィリアムにとって致命傷にならないことを知っている。

　全てが計算尽ずく。決定打を出させないように、致命傷を負わないように。老練な兵士が何層にも渡わたって張はり巡めぐらせた蜘蛛くもの巣を思わせる戦いぶり。

「私に致命傷を負わせられる魔法使いがいたとしたら、それはきっと慧くんくらいのものでしょうね」

　ウィリアムの攻撃を全て読んで捌ききる。

　一発も入らない。だが、葵はそもそもウィリアムにほとんど攻撃していない。かといって防ぼう御ぎよのみに徹てつしているわけでもなく、巧妙にウィリアムの動きを制限し、束そく縛ばくし、誘ゆう導どうしていく。

　更さらには、葵と入いれ替かわりに後衛に転じた優愛が、持ち前の運動能力を活かして周囲を移動。ウィリアムが、葵に対して優位に立てる位置に先回りすることで、的確にウィリアムの手数を潰しにかかった。

　ウィリアムの表情、葵に向けて送る視線には、葵の底知れない不気味さに対する畏い怖ふさえ浮かび始める。例えるならば、歩と王将しか持たない棋き士しを相手に、どれだけ攻めても詰め切れずに手数だけを使わされているかのよう。

「仕方ねえな……！」

　終しまいには、ウィリアムの方から距離をとった。すかさず葵は距離を詰めようとする。あえて敵の嫌いやがることをする戦術の常道を地で行く。しかし、バキバキバキバキ！　足元の水みず溜たまりが変形し、鋭い槍やりとなって、めくれ上がるように葵を突つき刺さす針山を作り上げた。葵は後退。距離を取らざるを得ない。

「どうせなら黒髪の嬢ちゃんの魔ま法ほうも全部知りたかったところだが、時間稼ぎをされちまったらこっちの分が悪くなるだけだ。……悪いが、お遊びは終わりにさせてもらう」

　だん、と。ウィリアムが、両腕を足元のみずたまりにつけた。

　足元に滴っていた水が、ばちゃりと跳はねた。




　その瞬しゆん間かん、ぞっと葵の背筋に怖おぞ気けが走る。魔法を研究し、開発し、生み出す側が持つ特有の勘かんとでも言うべきもの。

　相手がどんな魔法使いなのか。どんな生おい立たちでどんな性格で、どんな魔法を得意とし、使おうとしているのか。それを、これまでの言動や発動させてきた魔法現象そのものから類るい推すい、予測する。

「優愛ッ！　こっちへッ！　速く！」

　考えがまとまりきる前に叫さけんでいた。このままでは間に合わない。

　いつもの呼び方とは違い、呼び捨てになる。余裕は一切なし。

　さもなくば二人とも命を落とすと思った。

　即座にウィリアムと距離を置きつつ優愛の方へ駆けた。この一撃を凌がないと二人とも一瞬で殺されるという本能的直感。優愛も、忠犬か機械かという従順さで素早く葵の方へ駆けて来る。

　葵は魔法を発動。間に合う保証はない。けれどそれを発動しないと死を待つのみだという確信があった。

　バチンッ！　葵が発動した魔法によって火花が散る。続けてバチッ、とウィリアムの魔法の発動を予見する破裂音。

　ウィリアムの魔法が発動。

　ニヤリと、勝負が決したことを確信した軽薄な笑えみ。

「吹き飛とべ」




　――――――――ズドンッ！




　慧がダンジョンを丸ごと崩ほう落らくさせた一撃に勝まさるとも劣おとらない破壊。生み出された爆風が幾重にも重なって膨ふくれあがり、互いを巻き込み合いながら巨大な一つの渦うずとなり、水も氷も空気も吹き飛ばし、洞ほら穴あなだった壁かべも天てん井じようも叩き割わって、溢れ出したエネルギーが、ダンジョンの大部分を占しめる神しん殿でんの廊ろう下かをめきめきと引っぺがしてゆく。

　柱が折れる。天井の構造材が上の階を突き破やぶって、諸もろ共ともに吹っ飛んでゆく。

　爆ばく風ふうが止やみ、吹っ飛んだあらゆる瓦が礫れきが衝しよう突とつを繰り返しながら落ちてくる。その最中にも崩落が崩落を呼び、滝たき壺つぼに叩き落おとされる濁だく流りゆうを思わせるすさまじさで、土ど砂しや崩くずれかの如く轟ごう音おんを響かせながら、神殿を構築していた部材が落ちてくる。

　がらんっ、からんっ、と。

　轟音の合奏がようやく収まったとき、もうもうと立ちこめていたのは埃ほこりと、むっとするほどの水蒸気だった。

　その一角。

　ウィリアムが待っていた洞穴の外れ。ちょろちょろと流れる水音に目を開ける。咄とつ嗟さに優愛を抱かかえたつもりだったが、爆風に攫さらわれて、少し離はなれたところで転がっていた。呻うめき声を上げているため、怪我こそしていても死んではいないらしいとほっとする。

「こいつは驚おどろいた」

　背後から、ウィリアムの声。

「まさか、あの一撃を食らって生きているとは」

　瓦礫の上に立つウィリアム。全身を氷の鎧よろいで覆おおっているため、透すき通るガラスのような見た目の屈くつ強きような脚が、めきめきと神殿の構造材を踏み割りながら近づいてくる。

　立ち込める白い靄もやの中に佇たたずむ男に向かって、葵は告げる。

「あなたの魔法は、水を操る能力ですね」

　目が合って、ウィリアムは殊こと更さら嬉うれしそうに笑った。




　たった今、ウィリアムが空間を丸ごと崩落させた一撃。

　それは水蒸気爆ばく発はつだ。

　ありったけの水を魔力によって一気に気体へ状態変化させる。すると、液体状態で一リットルの水であれば、瞬しゆん時じに一〇〇〇倍以上に膨れ上がり、大だい爆ばく発はつを引き起こす。

　ウィリアムに触ふれるたびに起こっていた小しよう爆ばく発はつも、その応用だ。手を濡ぬらし、相手に触れながら少量の水を爆発させることで、敵の皮膚、骨、腕うでを抉えぐり取る。

　そして氷の鎧は、反対に、周囲の水を魔法によって固体に凝ぎよう集しゆうさせて生み出している。

「正解だ。……そして、ついでに俺に教えてくれ。どうやって今の攻撃に耐たえた？」

　葵はにこりと微笑ほほえんだ。

「ヒミツです」

　そうして気き丈じように笑ってみせるも、横で意識を失いかけている優愛共々満まん身しん創そう痍いだった。

　立ち上がることさえできそうにない。アストレア軍の軍服に織り込まれているはずの魔法素子は、ほとんど使い果たしてしまっており、回復魔法がまともに発動してくれない。他にも回復の方法がないではなかったが、まだそのときではないと判断し、口を引き結んで痛みに堪たえる。ウィリアムの次の動きを見み極きわめるべく、葵は呼吸を整える。

「敵には魔法を教えられんというわけか」

「軍事機密ですので」

「お堅かたい嬢じようちゃんだ」

　そう言うと、ウィリアムは傍に横たわっていた優愛を拾い上げて、その首を氷の爪で掴つかんだ。

「あっ……！」

「改めてになるが、今使った魔法の詳しよう細さいを教えてくれるか？」

　ウィリアムが、疲つかれた表情に笑みを浮かべて問いかけた。

　葵は目を見開く。優愛と目が合う。ウィリアムの問いかけの意味を察する。

　アストレア軍人が使う魔法の詳細は、反社会組織に与くみする魔法使いにとっては得え難がたい情報の一つだ。それを吐はけと言っている。吐かなければ優愛を殺すと言っている。

「中尉……！」

　ギリギリと首元を締しめ上げられながら、優愛が叫ぶ。

「ダメです！　言っちゃ、」

　ぐいっと、小動物の首を捻るようにウィリアムは優愛の首を捻った。

「かはっ……」

　首の骨が折れるほどの力を込める。更に、ウィリアムは自身の体内の魔法素子を使いながら、わざと優愛の首に持ち前の回復魔法を発動させることで、死の淵ふちを彷徨さまよう苦しみを与える。拷ごう問もんの一種だった。

「黙れ。俺はお前の上官に聞いているんだ」

　にこやかに、ウィリアムは葵に問いかけてくる。一対一で本当に恐いのは、暴力や暴言、声の大きさや体格に任せて主導権を握ろうとする敵ではない。常に笑え顔がおで、余裕を保ちながら、全てを掌てのひらの上で転がす者だ。

　先ほど、全てを計算尽くで進めていた葵がそうだったように、本質的にはウィリアムもそうした手練手管を武器にする人種だった。

「もう一度聞くぞ？　後学のために教えてくれ。どうやって俺の攻撃から命を守った？」

「…………魔ま力りよく濃のう度どを、コントロールしました」

「何？」

「魔力濃度を操作する魔法です。魔法は、魔ま法ほう素そ子しによって生み出された魔力が物理的なエネルギーに干かん渉しようすることによって発動する。であれば、魔法素子によって生み出された魔力の流れをコントロールすることができれば、自分に魔力を集めたり、自分の方に魔力が来ないように操ることができるんじゃないか、と思って組んだプログラムです。それを発動しました。結果的に、魔法によって生み出された爆発現象を、私たちの周囲だけ限りなく弱めることができた。開発中の魔法で実用化はされていませんし、まともに使ったのも今日が初めてです。……ちなみに、過去、幼い頃に私が作った魔法の一つです」

「魔力濃度を弄っただと？　理論上、量子力学の数億倍複雑だと言われている魔力の運動力学を、制せい御ぎよしたってことか……!?　そんなバカな……」

　しかし、これまでの葵の魔法を思い出して、ゴクリと息を飲む。

　数々の、異常なまでの魔法のセンスをウィリアムは思い出す。

　ダンジョンに侵しん入にゆうするときのプロテクトの破り方に始まり、即興で回復魔法を組成する速度と決断力は戦場で困難な手術を行うのに近い。更には戦いを妨害しながら計算づくで誘導する手しゆ腕わんといい、どれもこれもが、トップガンクラスの魔法使いに相応ふさわしいスキルだった。

「しかし、それだけの魔法の発動を可能にする魔力素子が、アストレア軍の標準兵装だけで」

「もちろん、普通の魔法素子では到とう底てい発動できるものではありません」

　軍用のグローブを外して見せたもの。左手の指に、一つの指輪が嵌はまっている。その指輪についている石を見て、ウィリアムは目を見開く。

「ジェネティック・ダイヤモンドか……！」

　葵は頷く。優愛の悲しそうな表情が視界の端はしに映る。そこまで話してしまう必要はなかったのに、自分の命と引き替えにそんな情報を敵に……、と表情で告げられる。が、しかし、強い意志を持った瞳ひとみで無言の返事を送った。慧は必ず来る、と。

　最も早はや、ウィリアムの表情からは余裕が消えていた。

　葵を明確に危険視する視線。その実力、隠された才能、保有している装備。

　何もかもが、ウィリアムの脅きよう威いになり得る代物だった。

「寄よ越こせ」

　ウィリアムの目の色が変わった。軽薄な笑みが消えて、自分の力では絶対に手に入らないであろう宝を目の前にした男の顔つきになる。

「ジェネティック・ダイヤは、未いまだ世界中のどんな軍事組織も犯罪組織も、量産化には成功していない。唯ゆい一いつ成功しているのはアストレア軍だけ。それだけは、日本の魔法研究機関、天軍でさえも実現していない。何よりも……それがあれば、それさえあれば俺は……！」




　その時だった。

　バチ、と火花が散る音。

　続いて、突とつ如じよとして、ガァンッ！　硬かたい結晶を捩ねじ切きるような、甲かん高だかく耳みみ障ざわりな音と共に、プラズマ化したエネルギー体がウィリアムの腕を覆っている氷の装そう甲こうを打ち砕くだいた。

　氷の爪が粉々に砕け、解放された優愛が地面に倒れた。

　ウィリアムが目を見開き、葵の表情には対照的に笑みが浮かんだ。

「よう」

　気だるげな声。声のした方を全員が振ふり返る。

　鋭い目つき。口元に浮かべた笑み。黒い革かわジャンに白いシャツと、ジーンズにブーツという普ふ段だん着ぎ。前まえ髪がみを留めている赤いヘアピンがキラリと光を反射した。

「オモシレーことしてんじゃねーの」

　地面に膝ひざをついているボロボロの葵と、けほけほと咳せき込みながら起き上がろうとしている優愛を見て、そして再びウィリアムを睨にらんだ。

「あんた、よっぽど俺に殺されてえらしいな」




　葵と優愛が死しに物もの狂ぐるいで待ち望んだ少年――鳴海慧がそこにいた。
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　バチ、と。

　慧は、魔法を発動。両手に槍を顕けん現げんさせて構えた。

「そんなに、俺を殺すことが大事かよ」

「まあな。トップガンに勝った魔法使いという肩かた書がきがあればどれだけのビジネスを引き寄せ、生み出せるか。国を喪うしなわず、国の力というものを余すことなく使える貴様には分かるまい。加えて、」ウィリアムが、葵をちらりと見る。「ジェネティックダイヤだ。その技術は、俺の命を更に揺ゆるぎないものにするためには、絶対に必要なものだ」

　ウィリアムの氷の鎧が修復する。その透き通った鎧をがちゃりと動かして、肩かたを竦すくめる。

「はっ、くだらねえ」

　ウィリアムは慧の態度に顔をしかめると、冷静さを取とり戻もどそうとするかのように煙草たばこを取り出すと咥くわえて、火を付けた。美味うまそうに紫し煙えんを吐き出して、言う。

「お前にとってはそうだろう。だが俺にとっては重要なことだ」

「ご託たくはそれで全部かよ」

「ああ」ウィリアムは一息で煙草を燃やし尽つくすと、慧の表情に浮かんでいる苛いら立だちに共感を示すように頷きながら、吸すい殻がらを放ほうり投なげて言う。「いつでも構わないぞ。何しろ、お前が俺をさっさと殺したいように、俺もお前を殺したくてうずうずしている」

「そうかよ」

　慧は吐き捨てると、堂々とウィリアムから目を逸らして、葵の方を見た。

　悲しみに、つい、表情が崩れた。

　艶あでやかだった黒くろ髪かみは、煤すすけて、ぼさぼさになっている。見た目にも滑なめらかだった頬ほおは汚よごれて真っ黒になっている。かさかさに乾かわいた唇くちびる。血が滲み傷だらけの体。余よ裕ゆうのない表情。縋すがるように、悔くいるように送ってくる視線。

「なんで、」

　葵の表情が、慧に告げる。ごめん、と。

　悪くないのに。葵は何も悪くないのに、それでも、この状じよう況きようと葵の表情とを見たとき、慧の胸中がぎゅっと縛しばり付つけられたように苦しくなって、嗚お咽えつのように言葉を吐き出していた。

「なんで、……なんでもっと早く俺のこと、呼ばなかったんですか！」

「……ごめん、その……ここまでやられると思ってなくって、」

　葵。此この期ごに及およんで、慧を心配させまいとして浮かべる類いの笑み。

　その笑みは余計に悲しみを呼ぶ。




　ウィリアムが背後で動く気配を五感で感じ取る。そちらを見もせずにノーモーションで槍をプラズマ化し、ノールックでぶん投げる。

　ドガンッ！　ウィリアムの動き出しを封じる一いち撃げき。

　そのまま、一いつ切さい背後のウィリアムを無視して葵に近づく。

「こんな……、こんなに傷ついて……！」

　跪ひざまずいて、葵の頬に触れ、髪に触れ、肩に触れる。

「ごめん、ごめんね慧くん」

　完全に二人の世界。とはいえ、ウィリアムが動こうとするたびに慧の手がバチリと槍を生み出して、振り返らないまま攻撃体勢に入るため、仕し掛かけてこさせないだけの反射を見せつける。

　そうしつつも、慧は葵を見つめて、「はあああああああああ」と、魂たましいさえ吐き出してしまいそうな最大級の溜ため息いき。そして嘘うそ偽いつわりないまっさらな言葉を吐き出す。

「死にたいです」

「うん」

「今すぐ、死にたい。死んでしまいたい」

「うん」

「だって、……だって、俺は先せん輩ぱいを護まもれなかった」

「うん」

「もうちょっと早く駆けつけてれば」

「うん」

「もっと俺が強かったら」

「うん」

「もっと俺がクズじゃなくて、ニートじゃなくて、」

「うん、……違ちがうよ。君はとっても早かったし、強いし、クズじゃないしニートじゃない」

「はい」

「君は世界一カッコいいし、世界一強いし、これまでもこれからも、私が一番信頼していて世界で一番大好きな人だよ」

「はい……俺もです。……でも、死にたい。死んでしまいたい。そんなにも俺のことを想ってくれている人を、こんなにも傷付けてしまった」

「違うよ」

「いいえ、違くないんです。俺は、……死ななきゃいけないんです。死んで詫わびなきゃ、俺が俺を許せないんです」

　立ち上がる。振り返って、ようやくウィリアムを見る。

「俺は、今日、少しだけ死ぬと思います。でも先輩を信じてます」

「うん、分かった。大だい丈じよう夫ぶ」

「そんでもって、俺は今からあいつをぶちのめします」

「うん、分かった」

　慧は、ぼき、ぼき、と指を組み鳴らして、そしてウィリアムを待たせた。

「さて、」

　バチ、バチッ、バチバチバチバチバチバチ！

　槍が、二本、三本……次から次へと、慧の周囲に生み出されてゆく。

「ぶっ殺すッ！」

　まとめて複数本をぶん投げる。ばらばらにぶん投げられた槍のそれぞれに魔力が込められ、ウィリアムを串くし刺ざしにせんと一いつ斉せいに飛来。それが着ちやく弾だんするのを待たずして、二本を掴んで疾しつ駆く。距きよ離りを詰つめる。

　ガンッ！　ガン！　ウィリアムもまた、氷の鎧で槍を弾はじきながら突とつ進しんしてくる。

「はっ、はっはっはっははははははははッ！　それは、俺の台詞せりふだッ！」

　ドガンッ！　正面から衝突。

　折れ砕けた槍を捨てて、新たな槍を掴み、プラズマ化させて氷の鎧にぶちかます。

　そのスタイルは、滅め茶ちや苦く茶ちやだった。

　優愛のように体術と筋肉で押す正統派のインファイトではなく、葵のように計算尽くで戦う理り詰づめでもなく、感情のままに、力任せに魔力をぶち込む野や蛮ばんな攻撃。獣けものよりも獣らしく、いっそ竜たつ巻まきか台風を連想させる暴力の塊と化す。

　最早、自分のガードは全く考えていない。

　それどころか、自分の攻こう撃げきの衝しよう撃げきで自分の腕が折れて吹き飛んでいく。

　その災さい厄やくそのものの攻撃を受けながら、ウィリアムが声を上げて笑う。

「くっ、くっくっく、っはっははっははは、最っ高に、狂くるってやがる！　この期に及んでそのノーガードッ！　いいさ、見せてもらうぞ、不死身の魔法使いの実力をッ！」

　ズドン、と。ウィリアムの氷の爪つめが爆発。慧の肩が吹っ飛び、腕が付け根からもがれてブーメランみたいに飛んで行く。

　ウィリアムは無傷だ。氷の鎧に阻はばまれて、一切の攻撃を受けずにいる。

「死ねえッ！　そして、俺は今日、トップガンを殺した男になるッ！」

　ズドンッ！　ズドン！　ズドン！

　立て続けに爆発。爪の一撃や回まわし蹴げりを織り交ぜながら、慧の攻撃と互ご角かくにぶつかり合う。優愛とウィリアムの戦いが、軍事用アームスーツ同士の殴なぐり合あい並だとするならば、こちらはダイナマイトをゼロ距離で爆発させ合うような殺し合い。どう考えても頭のネジが吹き飛んでいる者同士の命の奪うばい合い。

　ガアンっ！　氷の鎧が砕け、槍の一撃がウィリアムの脇わき腹ばらを掠かすめる。だがすかさず修復。氷の鎧に覆われる。

「無む駄だだ、お前の攻撃は届かない」

「いいや、届くさ」

　ガアンっ！　再び鎧を粉ふん砕さい。今度は肩を抉る。腕をへし折る。

　慧の攻撃を受けたウィリアムの傷は、修復できず。慧のアンチヒールプログラムによって再生が妨ぼう害がいされる。だがしかし、氷の鎧が修復する。生体反応までは妨害できず。更には、折れた腕を上から氷で覆って、その氷を動かすことで、腕を治さずにして拳けん撃げきを繰くり出してくる。肉体を傷付けても無駄。どれだけ傷を受けようが動き続ける氷の兵装。

　不死身に限りなく近いウィリアムの本気。

　ズドンッ！

　慧の脚あしが吹き飛ぶ。よろっとバランスを崩す。

「終わりだッ！」

　がしりと慧の頭を掴んだ。

　バアンッ！　爆発。頭ず蓋がい骨こつが粉々に弾け、花が開く映像を早送りにしたみたいに脳のう漿しようが飛び散って、首から下の体がぼとりと落下。それを横よこ殴なぐりに掴んで、すかさず爆発。

　バアンッ！

　腕も、脚も、胴どう体たいも、一つ残らず破は裂れつさせて消し去る。慧が生きていた痕こん跡せきの一いつ片ぺんも残すまいと執しゆう着ちやくしているかのように、いっそ丹たん念ねんなほど執しつ拗ように爆発を起こさせた。

　慧だったものは、そうして、一つ残らず消え去った。
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「ふっ、……ふっふふふ」

　肩で息をしていた。それは疲ひ労ろうもそうだが、ひとえにトップガンたる慧を殺したことに対する異常なほどの興奮によるものだ。その様子は、超ちよう絶ぜつ技ぎ巧こうの一曲を命がけで弾き終えた即そつ興きようピアニストのような風ふう貌ぼうでさえあった。

「殺したぞ」

　答える者はいない。

「トップガン。不死身の死神……鳴海慧、俺おれは、お前を殺したぞッ！」

　ウィリアムは振り返る。優愛の絶望的な表情を見る。

「そ、そんな……」

「嘘うそじゃない。これが現実だ。……お前たちが待ち望んだ希望は、俺の手でたった今潰ついえた」

　そして葵を見て、歓かん喜きに満みち溢あふれていた男の表情が固まった。

　葵が浮うかべているのは、笑みだった。

　優愛に対してウィリアムが浮かべていた余裕と全く同種のものだった。

「何を笑っている？」

「まだ、終わっていないから」

「何を……死んだんだぞ？　たとえどんな魔法であっても、死んだ人間を生き返らせることなど絶対にできないッ！」

「ううん、……慧くんは死なない。私が願えば、何度だって蘇よみがえる」




　葵は、魔法を発動。

　バチッ、と。

　白い魔ま法ほう陣じんが浮かび上がった。超ちよう高こう度どかつ複雑な召しよう喚かん魔ま法ほうを発動したとき特有の現象。バチバチと火花が散る魔方陣の中心で、あたかも３Ｄプリンターで立体が成形されていくように、一人分の人ひと影かげが浮かび上がる。

　一片の血肉さえ残さずウィリアムに殺されたはずだったのに。

　再びそこに現れたのは、紛まぎれもなく慧の姿をした少年だった。

　ジャケットも、シャツも、ブーツも、何一つとして傷ついていない、戦いを始める前の慧だった。

　けろっとした顔で、再びバチリと魔法を発動して槍を構えた。

「なっ…………………………」

　流石さすがのウィリアムも、絶句した。

「だから言っただろ。俺を殺せるのは先輩だけだって。俺を生かすも殺すも、決められるのは先輩だけなんだよ」

「ち、ちょっと待て……俺は、俺は確かにお前を殺したはずだッ！」

「ああ、確かにあんたは俺を殺した。んで、俺は生き返った。そんだけだ」

　言い切る前に距離を詰め、プラズマ化させた槍でウィリアムの鎧をうち砕く。

「ぐっ……」

　さしものウィリアムにも動どう揺ようが残り、動きが鈍にぶい。

　ガンッ、と氷の脚を破は壊かい。鎧を修復し、傷ついたままの脚を動かしてウィリアムは後退。

「嘘だああああぁああッ！」

　ガガガガガガッ！　地面が隆りゆう起きし、足元を流れていた水が鋭するどい刃となって慧を襲おそう。最も早はや避よけることすらせず、それを喰くらいながらプラズマ化した槍を投とう擲てき。

　ウィリアムの鎧を砕く。よろめきながら接近し、懐ふところに飛び込み、槍を構える。

「一体、何が起きている……！」

「だーから、俺は死なねーの。それだけの話」耳の穴をほじりながら告げる。「あまりにもクソ怠だるいし、死んでストレス発散したい気分だったから、あんたの攻こう撃げき避よけるのもめんどくさくなっちまった」

　ウィリアムの爪が慧の胸を貫つらぬき、心臓を中心に爆発。再び慧の体を四散させる。

　しかし。バチッ、っと。瞬またたく間まに白い魔方陣が描えがき出され、次の瞬間には傷一つ無い完全な姿で復活する。

　ウィリアムの表情が真っ青になる。歯を食いしばり、現実を受け入れられないままに身構えて叫ぶ。

「なら、死ぬまで殺すだけだ……！」

「だーから、無理だって言ってんだろ。先輩が、俺をどうやって復活させてると思ってんだ？」

　慧の問いかけにハッとするウィリアム。

　永久機関に最も近い構造物。それが、葵の手元には存在している。

「ジェネティック・ダイヤモンド……」

「ご名答」

「だが、しかし、一体どうなってる？　完全に死者を復活させる魔法なんて、実現していないはず……」

「公表されてないだけさ。それに、そもそも俺は普ふ通つうの人間じゃねえしな」

「何？」

　構えを解き、混乱に次ぐ混乱の渦に呑のまれているウィリアムへ、駄だ目め押おしの真実を告げる。

「俺は、世界で初めてにして唯一の、魔法によって生み出された完全な人間だ。そして、その俺を生み出したプログラムを使うことによって、何度でも生き返ることができる」

　それが真相だった。

「死にます」と慧が宣言し、「大だい丈じよう夫ぶだよ」と葵が背中を押した、真相。

　不死身の真相。二人の関係性の真相。

「先輩が幼い時に組んだ、世界最長にして世界一複雑なプログラム。それが、俺という人間を召しよう喚かんする魔法だ」

「魔法で生み出された、世界で最初の人間……、だと……」

「ああ。発表も公表もしてねえし、先輩自身、自分で組んだプログラムを完全に理解できてねえ。だから、誰だれも真似まねできねえし、俺以外に誰だれ一人ひとりとして成功事例が存在しない」

「そ、そんな……」バカな、と否定したくて仕方ないという表情。だがしかし、現実に、ウィリアムが殺したはずの慧は、何度も目の前で生き返っている。

「くっ、っそおおおおおおお！」

　すかさず、ウィリアムが特とつ攻こうする。慧ではなく葵に向かって。

「させるわけねえだろ」

　ガンッ！　プラズマ化した槍の一撃。ウィリアムの氷の鎧が砕け、爪が折れ、中身の腕まで粉砕する。

「俺の先輩に触ふれんじゃねえ」

　片かた腕うでを失い、立ち尽くすウィリアム。その肩が震ふるえる。動揺と、怒いかりと、憎にくしみと、絶望と、どうしようもない笑いがこみ上げてきて仕方ないという表情で、慧の方を見る。

「くっくっくっくっくっ、よくわかったよ。……トップガンなんてもんじゃない」

　顔を上げる。最早開き直った笑み。

「お前が、正しよう真しん正しよう銘めい、この世界で最強の魔ま法ほう使つかいだ」

　その言葉通り。慧が最強であるという事実は、理論上、約束されていた。なぜなら、どんな魔法を駆く使ししてさえも、この世界に、死ぬことさえ自由な魔法使いは慧以外に存在しないのだから。

　完かん璧ぺきなる不死身にして、魔法によって生み出された魔法の申し子。

「なればこそ、俺は、そんなお前を倒たおしてジェネティックダイヤを手にし、世界最強になる」

　ウィリアムの宣言。無む謀ぼうにして無む茶ちや。けれどそれを言い放ち、己おのれを無む理り矢や理りに奮い立たせる。彼かれもまた、トップガンに匹ひつ敵てきする強い意志を持つ魔法使いの一人だった。

　残った片腕で慧の命を刈かり取らんと、猛もう然ぜんと襲いかかってくる。

　ガ、キインッ、と。

　ウィリアムの氷の爪が、慧の眼前で逸そらされた。

　逸らしたのは、葵の刀だった。その立ち姿は、子を守る母そのもの。

「先輩……」

「もう、死にたいって気持ちは収まった？」

　葵が肩かた越ごしに視線を送ってくる。死にたいという想おもいさえも自由にさせようという包容力と、これ以上慧が傷つくのを見ていられないという母性の塊かたまり。その葵に近づき、肩を寄せ、手を繋つなぎ合った。

「いえ、まだちょっと憂ゆう鬱うつです。でも、多分、もう大丈夫です」

　ぎゅっと、繋いだ手を通じて熱を伝える。大丈夫な理由は、葵が傍そばにいてくれるから。

「わかった。でも、ここからは私にも君を守らせて。できるだけ、無茶をしないで欲ほしいの。君がもしも本当にいなくなっちゃったら、その時は私も死にたくなると思うから」

　無茶をしないで欲しい――それはこっちの台詞だ。

　だけどその言葉も最もだ。

　慧が死んだら葵は生きていけなくなる。同じように、葵が死んだら、慧は生きていけなくなる。

「分かりました」

　ぐっと、葵と繋いでいないほうの手で槍を握にぎってウィリアムを見る。

「じゃあもう、今日は死ぬのを止めることにします」

「うん。流石さすが慧くんだね。立ち直りが早くて前向きで素す直なおで」

　すかさず行われる甘あまやかし。

「そんなことないです。先輩のお陰かげです」

　葵は、慧だけに聞こえるほどか細い声で、大切そうに想いを言葉にした。

「本当に、本気だからね」

「え？」

「慧くんがいたから、私はこうして今も生きていられるの。君がいなかったら私はとっくにこの世界からリタイアしていた。だって、物心ついた頃ころから魔ま法ほう言語理論を完璧に理解して新しい魔法を次々に生み出すことに夢中になっていた私に、友達なんていなかった。理解してくれる人なんていなかった。だからね、君を召喚することで、私が本当に好きになれる人を召喚できたことで、私はどうにか私のことを嫌きらいにならずに済んだんだよ。どうにか、この世界で生き延びることができたんだよ」

　それまでは、一人だった。

　葵のことを理解してくれる人は、一人だっていなかった。

　天才を守ってくれる人は、この世界に一人もいなかった。

　国内でたった十三人しか選ばれないトップガン。そんな特権階級に文句なしで選ばれるような稀き代たいの天才を守ってくれる人間は、この世界に一人もいなかった。

　慧を召喚するまでは。

「だから、私は君が好き。君のことが好き。君の声も、顔も腕も、指も、体も、想いも、全部好き。匂においが好き。考えが好き。温ぬくもりが好き。私のことを好きでいてくれる君のことが、大々大好き。いなくなっちゃうなんて、考えられない。だから、私は何度でも君を召喚する。絶対に君のことを死なせたりなんかしないし、何があっても絶対に君のことを守る」
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　きゅっ、と手を繋ぐ。

「だから、ずっと一いつ緒しよだよ」

「はい」

　頷うなずき合う。二人で同時にウィリアムを見る。

　ウィリアムが、これまでに一度も見せなかった渋じゆう面めんを浮かべる。

「くそ、クソが、クソガキ共があああぁああああぁああああッ！」

　死に物狂い。それも、打つ手が完全になくなった最さい期ごのもがき。

　計算も余裕も一切ない氷の爪の一撃。全魔法素子の変へん換かん能力を使って、周囲のありったけの水を刃やいばに変え、爆発に変え、世界に生きた痕跡を残さんとするかのように、ウィリアムは、手を伸のばしてくる。

　その悉ことごとくを、葵が逸らす。避よける。

　爪を弾き、氷の飛礫つぶてを砕き、爆ばく風ふうの全すべてを魔力濃度の制御によって打うち払はらう。

　慧にとっての魔ま除よけのおまじないそのもの。

　手を繋いだまま、あたかもダンスでもするかのように。ワルツを口ずさむように。

　葵によって吹ふき払われた視界。ウィリアムのガードは間に合わず。その土手っ腹に、プラズマ化した槍やりを突つき込む。

　ズドンッ！

「がっ、はッ…………！」




　――俺は、幸せだなって思う。

　――だって、死ぬことさえも自由だ。

　――そんな人生って、あるだろうか。

　朝起きて、なんとなく怠くて、そこら辺を歩いてる人とか街のこととか、世界の不幸だとか、宇宙の成り立ちだとかを考えて憂鬱になる日がある。

「死んでしまいたいと思う日が、こんなクソみたいなニート野や郎ろうにもあったりする」

　再生が間に合わずに崩くずれ落おちるウィリアムの喉のど元もとに、槍の切っ先を突きつける。

「だけど、俺は、幸福にも自分で死ぬことさえも赦ゆるされてる」

　そしてそれを赦してくれているのは国じゃない。政府じゃない。誰でもなく。

　たった一人の最愛の人。

「全部、先輩のお陰だ」

　死んじまいたいと思った時には、一時だけ、全部諦あきらめて願望のままに死ぬことをさえも赦してくれて、その上で最終的には「絶対に死なせない」と、幸福を心から全力で願ってくれる人がいる。絶望から救い出してくれる人がいる。

「だから、俺は幸福だ」

　確かに、世界はクソみたいだ。

　人間はどうしようもない生き物で、社会は救いようがなくて、クソみたいな部分はあげつらえばキリがない。

　だけれども。

「どうしようもなく、俺は幸福なんだ。……だって、俺には先輩がいるから」

　――あんたらの都合は関係ない。自分勝手だと言われようが関係ない。

　だから。

「俺はあんたらを認めねえ。俺は俺のエゴで、あんたらのことを否定する。俺は俺のエゴで、この世界を守る」

　――だって、人類全員が滅ほろびを望んでるなんて嘘だから。

　――少なくともここに二人、世界中で一番幸せな人間がいる。

　――俺ら以外の人間が滅ぼうが、不幸になろうが、俺にとっちゃあどうでもいい。

　――だけど、もしも俺と先輩の目指す未来の邪じや魔まをしようって奴やつがいるなら、俺は、力の限りそいつらをぶん殴る。ぶっ殺して、この世界から排はい除じよする。

「あんたらがどこの誰を殺そうが、はっきり言って俺はどうでもいい」

　ぎゅっと、槍を握り直す。バチッ、と魔法を発動。プラズマ化。

　ウィリアムの体内で生成された魔法素子が、再び彼の体の修復を始める。その獣じみた瞳に、何度でも立ち上がり生き延びようとする炎ほのおが宿る。だが。

「だけど、先輩に手を出す奴は、赦さねえ。先輩を傷付けようとする奴は、この俺が、命いのち懸がけでブッ殺す。だから、それでもなお俺に楯たて突つこうって言うんなら、」

　慧がプラズマの槍を構えた。ダンジョンを吹き飛ばしたあの一撃に匹敵する破は壊かい力りよく。それを拡散させるのではなく、圧縮し、指向性を持たせ、目の前にいるウィリアムの体を打ち砕くためだけに収束させる。

　ゼロ距離、逃にげ場ばなし。今まさに復活し、足あ掻がこうとしているウィリアムを打ち砕く駄目押しの一撃。

「生まれ変わって、出直してきな」

　放った。

　ウィリアムと目が合った。

「チク、ショウが……！」

　その言葉が、光と爆ばく発はつに掻かき消けされる。ウィリアムの体の中心に打ち込まれたプラズマの槍が、楔くさびの如く彼の体を貫き、打ち破った。







６　全てを与えられしニート







　幸福に満ちていた。

「それでは、乾かん杯ぱいっ！」

　葵あおいの音おん頭どで三つのグラスが交わった。

　慧けいは、持っていたジョッキ一いつ杯ぱいのビールを一気に飲み干す。魔法によるアルコールフィルターで酔よっぱらうことはない。

「…………っぷはーっ！　あー、苦い！　もういらねーっ！」

「はいはい、やっぱりコーラがいいんだよね」

　いつも通りの慣れた手つきで、苦笑いを浮かべながら葵は新しいジョッキにコーラを注ぐと慧に手て渡わたす。その様子を見て、優ゆ愛あがあきれた声で尋たずねる。

「なんで不味まずいと分かってるものをあえて飲むんですか……」

「様式美だよ、様式美。なんかこう、昔の人はビールを一気飲みしたら働いた気分になったらしいぞ」

「いや、ごめんなさい、何を言っているのか全然分かりません」

　そして、三人で食しよく卓たくに並んだ料理をつつき始める。

「しかし意外だよなあ、筋肉バカの優愛の趣しゆ味みが料理とは」

「誰が筋肉バカですか！」

　和洋さまざまな料理。キッチンにはケーキの用意もある。

　葵が嬉うれしそうに頬を緩ゆるませた。

「美味おいしい！　美味しいよ優愛ちゃん！　やっぱり大きな仕事を終えたあとは美味しい料理を食べるに限るね！」

「いやあそれほどでも、……中ちゆう尉い、これを機にいらないニートは路上に放り出してあたしと、」

「おい、てめえ何さりげなく俺を戦力外通告しようとしてんだ。一体誰のおかげでこんなに豪ごう華かな飯が食えると思ってやがる」

「うっ、それはまあ、そうですけど……」




　ウィリアムは、生きている。

　だが、生命を維い持じできるぎりぎりまで慧の魔ま法ほう攻こう撃げきによって消しよう耗もうしたウィリアムは、天軍に引ひき渡わたされ、天軍直下の施し設せつに収容されている。

　そして、慧と葵、優愛は、世界的にも危険視されている亡国の騎士ペイルライダーの一人を捕とらえたことを評価され、日本政府、アストレア軍、双そう方ほうから報ほう酬しゆうを受け取ることになった。




　ここは、魔法の技術さえあれば望んだことのほとんどを叶かなえられる世界。

　その中でも、トップガンと呼ばれる少年は、全ての権利を認められた、言わば天上の存在。その天上の存在を頂くこの世界は歪ゆがみと絶望に満ちていて、けれどその業ごうの泥どろ沼ぬまとでも呼ぶべき悪あしき街に、灯ともったひとときの幸福は、儚はかなくも、けして嘘偽りの幸福ではないと、そこにいる誰もが信じている。




　鳴なる海み慧はニートだ。

　学校へ行っているわけでもなければ定職に就ついているわけでもない。

　けれども。

　彼はきっと、この世界にいる魔法使いの中で最も強い、無敵の存在になれる可能性を秘ひめている。

　なぜならば……、彼は幸福を知っているからだ。







了りよう







あとがき







　どなたが言ったんだが忘れましたが、「ＳＦはエンジンのスペックを決めないと書けない」という言葉を目にして以来、なるべく自分がものを書く時にも、登場させる機関や現象のエネルギー変換効率を気にするように心がけています。

　似たような話で、「ファンタジーを創るときには神話から」というのも創作界隈では有名な話だと個人的には思っているのですが、そう考えると、私ごときが「書いたことないからファンタジー書いてみたい！」などと気軽に手を出したのがそもそもの間違いだったのかもしれません。

　舞台は西暦二〇六〇年。高度に発達しすぎた科学技術がシンギュラリティを超越し、魔法技術と呼ばれるようになった世界。最強の魔法使いである主人公とヒロインが、金と権力と魔法の才能を振りかざして大上段から敵をぶん殴ってぶちのめすッ！

　本作『マギカ・ロワイヤル』は、そんな爽快感あふれる作品を目指して書きました（ファンタジーを書くとは言ってませんし実際に爽快感があふれているのかどうかは略）。




　申し遅れました。水円花帆です。

　ご存知の方はお察しかもしれませんが、私のデビュー作『ハイスクール・シークレットサービス！』に続く、誰もが一度は夢見る「ぼくが考えた最強の中二病設定パート２」です。実際、ハイスクの舞台である二〇二八年の延長線上にあってもおかしくないような設定で書ければいいなあと思って作りましたので、その辺の世界の変遷も想像しながら読んでいただければ、当社比５％増しくらいで楽しんでいただけるのではないでしょうか。

　というわけで、ついに！　二作目を出版することができました！

　ありがとうございます！　おめでとうございます！　万歳！×３

　首を長くして待っていてくれた方にも、この二作目を出すにあたってご協力いただいた多くの方にも、それ以外にも数え切れないほどの感謝を示さなければならないのですが、この紙面には代表してお礼を書かせていただきたく思います。

　イラストレーターのrioka様。美しくもかっこいいイラストをありがとうございます。念願の黒髪ロングのヒロインと対面することができて、幸せで胸がいっぱいです。

　担当編集様。デビューのきっかけになったグランプリ当初からお世話になっておりますが、特に今回の企画書に関しては、物分かりの悪い私に、辛抱強く付き合ってくださり、ありがとうございました。

　Ｆへ。今作、本当に最初の企画構想段階から、常に相談に乗り続けてくれてありがとう。また、というかこれからも、一緒にたくさん酒を飲み、語り、時々走りに行きましょう。

　そして、ハイスク出版から今日に至るまでに関わってくださった全ての皆様。

　また、ハイスクを読んでくださった皆様。

　これから、私の作品に手を伸ばそうとしてくれている皆様。

　ありがとうございます。

　皆様の存在が、私の励みです。

　時には投げかけてもらえた言葉で涙を流し、一緒に酒を飲み、相談に乗ってもらい、笑顔にしてもらい、そんな経験が今の私を作っています。

　背中を押してくれた皆様一人一人の存在があって、今作を出版することができたのだと思います。

　ありがとうございます。これからも宜しくお願いします。




　今作は、時に過激な描写や台詞が飛び交いますが、決してそれらを肯定したくて書いたわけではありません。

　あくまで今作はフィクションです。ですが、フィクションによって描かれた楽しさや苦しさ、辛さや達成感に救われる瞬間って、あると思っています。あって欲しいと思っています。

　かつて一冊のフィクションに心を救われたのは、ほかならぬ自分自身でしたので。

　この本がそこまで大層なものになって欲しいとまでは言いませんが、束の間、楽しんで読んでいただけたら、嬉しく思います。




西暦二〇一九年三月吉日　水円花帆
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